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ＦＩＬＥ．０　Ｎｏｔ　Ｆｏｕｎｄ







　暗くら闇やみはもう飽あきた。

　退たい屈くつだし、腹も減る。

　でも、それもそろそろ終わり。細い光が口を開けて待っている。

　いまこそここを抜ぬけ出して、うんざりするほどの闇やみを




　――くれてやる。







ＦＩＬＥ．１　悪党稼か業ぎよう、起動。







「そろそろ世界征せい服ふくでもしてみようかと思う」




　昼下がりの穏おだやかな空気が流れる教室に、不ふ釣つり合あいな言葉が響ひびいた。

　人もまばらな昼休みの教室。

　外にサッカーをしに出て行ってしまった者や、違ちがうクラスに行ってしまった者、廊ろう下かで固まって話し込んでいる者などで、教室内に残っていた少数の生徒はある意味まったりとした、いつもと変わらぬ平へい穏おんを楽しんでいた。

　そんな中である。窓まど際ぎわの席でぼーっとしていたはずのルゥが突とつ然ぜん立ち上がり、そう言い放ったのだ。

　小さな胸を張り、足を肩かた幅はばに広げ、自信に満ちあふれた出いで立たちでいる。

　その声に引かれた生徒は何事かと当然こちらに目を向ける。だが、その対象がルゥだと分かると皆みなが皆「なーんだ」という感じで元の穏やかな中へと戻もどっていった。

「してみようかって……」

　嬉き々きとしている彼かの女じよの隣となりの席で、良りよう児じはいかにも醒さめた視線を向けていた。

　また始まった……。

　彼女は何かを思い付いては周りに迷めい惑わくをかけてきていたからだった。

　そのことを知ってか知らずか、既すでに彼女にとっては全すべてが視界の外。

　こうなってしまってはもう止めようもない。彼女は腰こしに手を当て語り続ける。

「悪の醍だい醐ご味みといったら、やはり世界征服に尽つきるだろう。かつて数々の悪の組織がそれに挑いどんでは正義のヒーローに打ち負かされてきた。だがルゥ様は違う！　一味も二味も違う！　どん○衛と赤いき○ねの味くらい違う！　違いが分かり過ぎてハードボイルドな男もうっとりするくらいだ」

　なんだか今日はいつになくノリノリだな……。

　熱弁するルゥに良児は少し押おされ気味になる。

「それにしてもなぜその世……せか……せかっ」

　世界征服。いざその言葉を口にしようとするとはばかられるのは何な故ぜか？　多分それだけ大それていて、恥はずかしい言葉なのだろう。

「な、なぜセカイセイフク……なんですか？」

　まるで片言の日本語を喋しやべる外国人みたくなってしまった。

「物足りぬのだ！」

「ものたりぬ？」

「そうだ、最近ではちょいと悪事を行おうものなら周りが小うるさくてかなわん。特に教師とか教師とか教師がな」

「全部教師じゃないですか」

「あいつらは鬼おにだ。なぜあのような者が人間界に生息しているのかが分からん。できれば一生関かかわりたくない」

「それはルゥ様が悪戯いたずらばかりしてるから……」

　良児が言うと、ルゥはそのスーッと通った眉まゆを吊つり上げた。

「とにかくだ！　ルゥ様は欲求不満である！　もっと悪さをしたい！」

　それが本音か。

「そんなわけで聞きたいか？　なあ、聞きたいだろ？　ルゥ様の目め眩くるめく侵しん略りやくへの策さく謀ぼうを」

　ルゥは机き上じように手を突つき、身を乗り出して良児に迫せまってくる。それはもう息がかかるくらいに。緑灰の瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて答えてもいないのに勝手にしゃべり続ける。

「だが、いかにルゥ様とて能天気に征服一直線というわけにもいかないのだ。先人が失敗してきたことを繰くり返さぬ為ためにも、勝利を確実なものにする為にも、しっかりと準備を整えねばならん」

　良児の目の前で揺ゆれる長い髪かみ、華きや奢しやな体付き、白い肌はだ。制服に包まれたそれはどこをどうみても普ふ通つうの女子中学生の姿。だが、なんでもないこういったふとした時に思い出す事がある。彼女はこれでもれっきとした悪あく魔まなのだ。悪魔なんて存在を信じる方が難しいとは思うが、良児はそこから目を背そむけられない経験をしてきたのだからそうはいかない。

「ちゃんと聞いているか？」

　さすがに意識がどこかへ行っていたことがバレたのか、彼女は不ふ審しんげに良児の顔を覗のぞき込んでくる。

「え……あ、はいはい」

　そんなふうに下から睨にらみを利きかされると、思わず二つ返事をしてしまうから困る。

「というわけで、世界征服をするにはそれなりの戦力増強が必要だということだ」

「戦……力、ですか？」

　仮にまかり間ま違ちがってその世界征服とやらが発動されたとしたら、たとえ悪魔とはいえ、ルゥ一人で世界を相手にするなど確かに厳しい……。

　ん？　でも彼女なら意外に一人でいけちゃうんじゃないか？

　想像したら身の毛がよだった。

　そう感じたのも、少し前のあの事件が頭を過よぎったからだ。

　最強最悪七大悪魔として覚かく醒せいしたルゥ。

　その強大なる力で街を破は壊かいしようとしたあの姿。あれならば世界征服などという甘あまっちょろいものではなく、この世を本当の意味で恐きよう怖ふと混こん沌とんに陥おとしいれることができるだろう。

　でも、あんなものは二度と見たくはない。

　それに……。

　良児は黒い革かわ手て袋ぶくろに包まれた自分の左手をしんみりと見つめる。

　これはルゥの下僕しもべとして契けい約やくさせられた時に授さずかった能力。この手には……あの時の感覚がまだ残っている。

　あー駄だ目めだっ。

　嫌いやなイメージがまとわりついて陰いん鬱うつな気持ちにさせてしまう。良児は不安を振ふり切るように心の中で頭かぶりを振り、あえて彼女の話題に乗っかった。

「で、その戦力って、どうするつもりです？」

　彼女は「ふふ、乗ってきたな？」という喜びに満ちた表情で答える。

「他の悪魔をここに結集させるのだ」

　またとんでもないことを言い出したぞ……。

「人間界にはまだ、ルゥ様以外の悪魔が同じ目的を持って、その時を待っているはずだ。七大悪魔はもちろん、その他の悪あく魔ま達たちもな。それら全てを集め、このルゥ様がその統とう帥すいとなり、世界を牛ぎゆう耳じるのだっはっはっ」

「だっはっは……って、どうやってその悪魔を集めるんですか？」

「悪意渦うず巻まく所、悪魔結集せり。と良く言うではないか」

「言いませんよ」

「だからその悪意を渦巻かせようと思ってな」

　聞いてないよ、この人。

「渦巻かせる……と言っても具体的には？」

「うむ、今までのような悪行ではまったく物足り……じゃなくて、まったく悪魔を引き寄せる力には事足らん。そこでだ、一つ提案がある」

「提案……ですか？」

「部を立ち上げようかと思う」

「は？」

　意外な言葉が出てきて思わず言葉を失った。

「部って、部活動のことですか？」

「そうだ、その名も『悪党稼業部』」

「悪党稼業部!?」

　突いて出た良児の声は裏返っていた。もう聞いただけで様々な不安が掻かき立てられるような名前だ。

「人間は皆みな誰だれしも、心の奥おくに悪を持っている。恨うらみ、妬ねたみ、暴力、様々な欲望。だが人々はそれらを理性というもので抑おさえ生きている。そんな表に出せない鬱うつ屈くつとしたものを我ら悪党稼業部がそやつに代わって手を汚よごしてやろうというのだ。もちろん報ほう酬しゆうなどは一いつ切さいいらん」

　なんか今、嫌な言葉が聞こえたようで良児は恐おそる恐る聞き返す。

「今、我ら悪党稼業部っていいました？」

「言ったが、なんだ？　ルゥ様と良児と民たみ蔵ぞう。人数としてはいささか少ないが、創部メンバーとしては十分だろう」

　不安的中。しかもカナタさんまで人数に含ふくめられているとは……。

　カナタとはルゥを抹まつ殺さつにやってきた天使のこと。終結者ターミネータと呼ばれる彼女も、今では学校にすっかり溶とけ込んで、ルゥに民蔵呼ばわりされている毎日だ。

「僕ぼくは入部したいだなんて一言も言ってないですよ」

「当たり前だ、希望なんか聞いておらんからな。下僕は主の従属物である故ゆえ、入部しないなどという選せん択たく肢しは、はなから無いのだからな」

　ルゥは腕うでを組んだまま天てん井じようの方へすました顔を向けている。

「ちょっと、カナタさんからも言ってやって下さい。この人、公然と悪事をやらかそうとしてますよ」

「この人とか言うなっ！　ルゥ様と呼べと言っておろう！」

　良児が指差しながらいうと、その指に彼女の犬歯がかぶりつく。

「あでででっ」

　ルゥの小さな歯が更さらに強く肉に食い込む。痛みに耐たえて悶もだえていると、今まですぐ斜ななめ前の席に着いていたカナタがスッと立ち上がり、次の瞬しゆん間かんには良児の真横に立っていた。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事。

　カナタはルゥの襟首の辺りを掴つかみ上げると、もう片方の手を顎あごの下に入れる。するとカクッと小さな音がして、ルゥの体があっさりと良児から離はなれた。関節のどこを押さえればどうなるか、人の体を熟知しているからこそできる技わざだった。思念データで出来ている彼かの女じよ等らが骨とか関節とかどうなっているのかは分からないがその辺は普通の人間と変わらないのだろう。

　そのままぽちょんと床ゆかに降ろされたルゥはまるで摘つままれた子犬のように大人しくなっていた。多分、何が起きたのか、まだ状じよう況きようが把は握あく出来ていないのだろう。

「あっ、ありがとうございます」

「賛同します」

「え？」

　良児が礼を言うのとは関係無い返事がカナタから返ってきて、思わず聞き返してしまった。

「私も『悪党稼業部』創部に関して賛同。これに所属します」

「え？　は？」

　何言ってるんですか？

　一番有り得ない人がそんな事を言い出したので気が動転した。悪魔を抹殺し、悪事を制するのが天使の役割のはずだから。

「覚醒を抑よく制せいする手段として有効。部活動という形式で継けい続ぞく的てきに悪スケルスフ力オルティアを放出する事が可能。高効率と判断」

「高効率って……」

　そりゃあルゥを覚醒させず世界を破は滅めつから救う手段として、適度な悪事を行わなくてはいけない。そして反存在であるカナタとの摩ま擦さつが必要と言い聞かされていたのだからそれも仕方が無い。それに悪党稼業とは言っても、ルゥが大した悪事もできない事は重々承知している。けど小悪事とはいえ、そんな事を天使たるカナタが堂々と認めていいものかと、そう思ったのだ。

「決まりだな！」

　そんな思いなどお構いなしにルゥは得意気に声を上げる。

「決まりもなにも、そんな部活を学校側が認める訳がないじゃないですか」

「チッチッチッ」

　ルゥは唇くちびるの前で人差し指を振り、舌を鳴らす。

「認める？　考え方が狭せまいな。そんなもの認められようが、認められまいが関係ない。ただ自分達たちがやりたい事をやりたいようにやればいいだけだ。それだけで部活などというものは成り立つのだ。学校なんてのはそれを監かん視し、管理したいだけの存在だからな」

　無む茶ちや苦く茶ちやな論理だが、それも一理あると思ってしまっていた良児がいた。

「それに部室とか顧こ問もんの先生の問題もありますよ？」

　そしていつの間にかそんな事を気にしちゃっている自分もいる。

「部室はルゥ様が目星をつけている場所がある」

「じゃあ顧問は城じようヶが島しま先生ですかねえ？」

「ぶわっ、ばばばばばば、こ、こっ、顧問などいらぬ！　特に奴やつはサッカー部で忙いそがしいであろう」

「そういえば、そうですねえ」

　ルゥは担任の名を耳にした途と端たん、条件反射的に慌あわてふためき始めた。よっぽど彼女の事を恐れているのだろう。

　それによくよく考えたら城ヶ島先生のような人が悪戯を促うながすような部の顧問になってくれるはずもない。そもそも彼女に限らず、そんな部の顧問になる先生がいるわけがなかった。

「では顧問は保留っと」

　良児は数学のノートを後ろから開いて、そこにそう書き留めた。

　あれ？　いつのまにか庶しよ務む的な立場になってしまってるぞ？

　ルゥに関わっていると流されてしまう自分が怖こわい。

　なんとなく話が落ち着いた所で良児はふと、黒板の上に据すえられた時計を見た。すると長針が体内時計とはかけ離れた数字を指し示していたから驚おどろいた。こんなことをしている内に昼休みがあと数分になっていたのだ。

（ああっ、もうこんな時間だ。トイレ行ってこよ）

　実はちょっと前から催もよおしていたのだ。

　思い立って、席を立つ。

　椅い子すを丁てい寧ねいに戻し、極ごく普ふ通つうに歩き始めたその時だった。足首の辺りに違い和わ感かんを感じたのだ。そう思ったのも束つかの間ま、意思に反して足あし下もとがもつれ合う。

「うおわっ」

　つんのめり、両手を突いて豪ごう快かいに前へ倒たおれる。それだけならまだしも咄とつ嗟さに受け身を取ろうと背中を丸めたもんだから、そのまま綺き麗れいに前転して四つ先の席の所で見事に直立して立ち上がったのだ。しかも手先はピッと天井に向って伸のびていた……。さながらそれは床競技のフィニッシュのようだった。

　それを見ていた教室の端はしでグループを作っていた女子の一群から笑いの声が漏もれる。

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、かがんで床の辺りを見回す。こんなことになった原因を探さぐる為だ。

　それはすぐに見つかった。良児の席と隣の席の間、床ゆか上うえ五センチの所に透とう明めいなテグスが机の脚あしと脚で結ばれていたのだ。

　これに足を引っかけたということか。でも、誰だれがこんなこと……。

　そう考えた所でそれが無む駄だな思考だとコンマ〇二秒で気が付いた。こんなしょぼい悪戯をするのはあいつしかいない。

「下僕自ら罠わなにかかってどうする！」

　こちらから言う前に犯人自ら声を荒あららげた。

「罠って……危ないでしょ！　こんな所にこんなもの張っちゃあ。まだ引っかかったのが自分だからいいですよ」

「情けない、情けない。そんなんだからああゆう輩やからに嘲あざ笑わらわれるのだ」

　ルゥは顎先でさっきの女子達を指し示した。

「誰のせいだと思ってるんですかっ！」

「それにトイレに行くのならルゥ様も連れてゆけ」

「一いつ緒しよに来てもしょうがないでしょ。どうせ別々なんですから……って、なんで僕がトイレに行くこと知ってるんですか！」

「当たり前であろう？　良児の考えている事など手に取るよう分かる。主と下僕は一心同体だからな。それ故どこでも共に過ごすものなのだ」

「いや、ほんとやめてくださいよ？　困りますから」

「ルゥ様をこの潤うるおいの枯こ渇かつした砂さ漠ばくのような教室に一人にする気なのか？」

「どこが砂漠ですか!?　別になんてことはないでしょ、いい歳としした大悪魔なんですから」

「いやだ、いやだ、いやだっ」

　上半身を振って駄だ々だをこねるルゥ。

　彼女といるといつもこんな感じだった。校内では悪戯が絶えず行われ、迷惑する人達がこの短期間に増産された。その度に良児も謝あやまって回っていたのだから共犯扱あつかいにされるのは必然ともいうべきか。御お陰かげで良児の優等生的イメージは総そう崩くずれ。一部では「花はな井いは猫ねこを被かぶっていた」と噂うわさされるまでに至っていたのだから大変だ。

「んとに、もう……」

　素知らぬ顔をするルゥを見ながら吐と息いきを漏らす。




　ジュッ……




「じゅっ？」

　前まえ触ぶれも無く、おかしな音が足下でした。何か物が溶ける、そんな感じの音だ。そして鼻を突く嫌な臭においも同時にしてくる。糸のような細い煙けむりが良児の足先から立ち上ってくるのが視界に入って、ふとそこに目をやった。

「のわっ!?」

　慌てて飛とび退のくと、そこには床に這はいつくばっているカナタがいて、彼女は透明の薬瓶びんから液体をポタリポタリと垂らしている所だった。その液体が床に垂れる度に周辺を溶かして煙を立たせていたのだ。

「なにやってんですか!?　カナタさん！」

「罠トラツプの排はい除じよ」

　ボソリと呟つぶやきながら得体の知れない液体をルゥが仕し掛かけたテグスに振りかけている。糸は瞬またたく間に溶けてプツンと切れた。

「排除って……普通にハサミで切れば……」

「悪意の波動を感知。仕掛けられた罠はナイロン製〇・六号釣つり用テグス。製品構成成分から生理分解は不可能と考え、完全消しよう滅めつに適切と考えられる酸性物質、この場合、塩化水素水すい溶よう液えき、いわゆる塩酸を用い排除を試みた」

「塩酸って……いいから！　完全排除じゃなくていいから！　ゴミ箱にポイでいいですよ！」

「ナイロンの完全分解方法としては適切」

　良児は薬瓶を持つ彼かの女じよの手を恐る恐る押さえて制止する。

　しばらく生活してみて分かったことだが、カナタは悪意が込められた（特にルゥのような悪魔が仕掛けた）ものを見ると、それが天使としての性さがなのか完全にこの地上から排除しないと気が済まない質たちらしいのだ。

　この前もルゥがつまらない授業を自習にしてしまおうと城ヶ島先生の机の引き出しに彼女の苦手な虫（特に足がいっぱい付いてるヤツが苦手らしい）を仕掛けたのだが、カナタはその机ごと爆ばく破はしてしまうということをしでかして本当に自習になってしまったということがあった。

　世間的には引き出しの中にあったヘアスプレー缶かんが爆ばく発はつしたということで事無きを得たが、あれは本当にやばかった。それ以来、多少なりとも自じ粛しゆくはしているようだが……。

　そんな事もあってかルゥだけでなく、当初は真ま面じ目めな生徒と思われていたカナタもこの教室から浮ういた存在になっていた。

　それは次し第だいに、いつも三人でコソコソと何かやっている。そんな印象をクラス中に植え付けてしまっていたのである。

「やらせておけばよかろう。一度失敗した罠にはもう興味は無いからな。好きにすればいい」

　ルゥは投げやりな感じで頬ほお杖づえを突き、窓辺に視線をやっている。

「いやいやいやいや、止めさせて下さいよ！　床ゆか溶とけちゃってるし」

　そんなことを言ってる間にテグスは完全に溶けて、床には壮そう大だいな染しみが出来上がってしまっていた。

「あーあ……」

　これでは言い訳のしようが無い。城ヶ島先生にバレるのも時間の問題だが……。さて、どうやって謝ろう？　って、なんで僕が謝り方かたを考えてるんだ??

　自分の思考に驚いていたそんな時、背後で物音がした。見ればカナタが自分の席にきちんと椅子を戻もどしてどこかへ行こうとしている所だった。

「あれ？　カナタさん、どこへ？」

　わざわざ聞いた自分の無能さを呪のろった。

「生理的現象」

　その固い五文字に良児は色々なものを想像してしまって焦あせりまくる。

「あ……そ、そう……」

　良児はなんとか平静を保とうと誤魔化すが、そんな事は当の本人はまったくと言っていいほど気にしていない様子で、素知らぬ顔でスタスタと廊ろう下かの方へと消えて行ってしまった。

　暫しばし呆ぼう然ぜんとしていると、顔だけに血液が集まってくるのが分かる。

　ああもう、ここに立っている事が恥はずかしくてたまらない。

　立っている？

　そうだ、そういえばそもそも自分もトイレに行く為ために席を立った事を忘れていた。

「行ってきます」

「あっ、こらっ！　ルゥ様を置いていくなと何度言ったら……」

　憤ふん慨がいするルゥを背に、良児は逃にげるように教室を後にした。







「はぁはぁはぁ……」

　良児はトイレ前の壁かべにもたれて息を切らしていた。ここまでそんなには距きよ離りは無いとはいえ全力で駆かけ抜ぬけてきたからだ。

　とにかく用を足して落ち着こう。

　そう思ってトイレに入ろうとした時だった。

「はい……いいえ…………はい……はい」

　か細いそんな声が良児の耳に入ってきたのだ。

　なんだろう？　と思って、その声のする方向へ歩みを進める。そこは廊下の突つき当たり。通常の階段とは別に屋外に作られた非常階段。そこへと続く鉄製の扉とびらが僅わずかだが開いていた。

　その隙すき間まからそーっと外を覗のぞき込む。

　するとそこには、先さき程ほど教室を出ていったばかりのカナタの姿があったのだ。

　一、二段降りた非常階段の手て摺すりに寄より添そうようにして、彼女はパールホワイトに輝かがやく携けい帯たいを耳に当てている。

「はい、順調に。停てい滞たい無く機能しています。はい、想定外でしたが結果的には……」

　何の話をしているのだろうか？　前にもあの携けい帯たい擬もどきでどこかと連れん絡らくを取っていたのを良児は目もく撃げきしている。その時は熾天院セラフイムセネテとかなんとか言っていたように思う。

　それにしてもここからではあまり良く聞こえない。そう思って身を乗り出したのが失敗だった。

　キィィッ

　少し錆さび付いた鉄の扉が僅かな悲鳴を上げたのだ。

「誰」

　カナタは咄嗟に携帯を切り、後ろ手に隠かくす。相変わらず無表情な彼女ではあったが、良児の姿を確かく認にんするなり少し態度を和やわらげたようにも見えた。

「あっ、いや、ごめん。なんか声が聞こえたもんだから、つい……」

　まずい所に居合わせてしまったのだろうか？　素す直なおに言ってみたがそれ以上は言葉が続かない。

　誰と何を話していたんだろうか？

　簡単なことだが聞くことが出来ない。

　キーンコーンカーンコーン

　気まずい空気が流れる中、天の救いか昼休み終しゆう了りようを伝えるチャイムが校内に鳴なり響ひびいた。

「ああっ、もうこんな時間か」

　良児はそう言って態わざとらしく驚いて見せ、逃げ帰かえるように教室へと走った。

　当然トイレは行き忘れた。

　その後は本日の授業を滞とどこおり無く終えたのだが……。

　ＨＲホームルームのざわつきも醒さめやらぬ内にルゥが良児の腕を引っぱってこう言ったのだ。

「悪党稼か業ぎよう部設立の景気付けだ、街へ繰くり出すぞ！」

　――と。







ＦＩＬＥ．２　悪ノミカタ







　ピロリリピロリリピロリリピロリリ……




　ピンク色の未み確かく認にん飛行物体、いわゆるＵＦＯというやつが発光しながらしょぼい電子音を鳴らし良児の目線の高さを通り過ぎて行く。

　円えん盤ばんの胴どう体たい下からは銀色の鉤かぎ爪づめが二本生えていて、その冷たく無機質な爪つめの先でウサギのようなものを挟はさみ上げていた。

「げっしっしっしっ」

　良児の目の前で可愛かわいらしくも下品な笑いが上がる。

「さあ行くがいい！　行って邪じや悪あく渦うず巻まく滅ほろびの塔とうを打ち立てるのだ！」

「なにが滅びの塔ですか」

　背中から良児がそう言うとガラスケースに映り込んだ少女の顔がハッとなって振ふり返る。

　長い赤髪が揺ゆれ、黒いゴシックドレスの裾すそがふわりとはためく。

「あぁん？　分からんのか？　この頭脳明めい晰せき、容よう姿し端たん麗れい、質しつ実じつ剛ごう健けん、豪快無敵なルゥ様が考える凶きよう悪あく極きわまりない悪事を」

「分かりませんよ。それにその変な笑い方やめてください」

　良児は怪け訝げんな表情を浮かべながらガラスケースの中身から憤慨する緑灰の瞳ひとみへと視線を移した。

　つんと顔を背そむけたルゥ。

　自分より頭一つ小さい彼女。露あらわな両りよう肩かたは相変わらず触ふれれば折れてしまいそうなほどに細い。その口さえ開かずにお淑しとやかにしていれば綺麗な人形のようだのに。

　そんなルゥと共に良児は商店街にある小さなゲームセンターにやってきていた。

　彼女は店に着くなり、

「良児、金を出せ、ありったけ出せ、心血を絞しぼり出して出せ」

　と金をせびってきた。良児が仕方なく財さい布ふを取り出すと彼女はそれを奪うばい取るようにして店先にあるクレーンゲームへとへばり付いた。

　そして今は御ご覧らんの通り。ルールを無視した理解不能のプレイを目の前で繰り広げていたのだった。

「では鈍どん重じゆうな頭しか持たぬお前の為にも分かり易やすく説明してやろう」

　そう言って彼女はケース内を指差した。その指先にあるのはまるでピラミッドのように堆うずたかく積まれたウサギのぬいぐるみ。その頂点に今、アームによって一つのぬいぐるみが置かれようとしている。

『うさまん』と呼ばれるそれは、なにかと最近よく見かける流は行やりのキャラクターだ。饅まん頭じゆうほどの手の平サイズのモコモコに、ちっちゃな耳を生やらかした姿はまさしくウサギ饅頭。種類も実際の饅頭に準なぞらえて『白うさまん』『茶うさまん』『よもぎうさまん』『桜うさまん』と多様にある。色とりどりでどれも可愛らしいのだが、ただ一つ不人気の種類がある。キュートなうさまん達に混ざって、異色を放つキャラ。

　それが『酒うさまん』だ。

　海の苔りのようなチョビ髭ひげを生やし、表情はへべれけになった酔よっぱらいのそれ。黄ばんだような風合いと、ほんのりピンク色に染め上がった頬ほおは持っただけで酒さけ臭くさそうな感じを受ける。その表情は全すべてに疲つかれ切ったような面おも持もちで、何とも言えないやるせなさを醸かもし出している。

　ぶっちゃけ、いらない。

　なぜこのラインナップにこんな親おや父じキャラを紛まぎれ込ませたのか？　商品企き画かく者しやのセンスを疑う。

「いいか？　これが何な故ぜ滅ほろびの塔と呼ばれるのか？　その所以ゆえんはこれを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん！」

「ゆえんて……今建てたばかりでしょうが……」

「見ろ、暗雲立ち籠こめる灰色の空に向かってそそり立つ数多あまたの屍しかばね達たちの姿を」

　聞く耳持たないといった感じで喋しやべり続ける彼女に促されるように、良児は改めてガラスケースの中に山積みされたぬいぐるみの山を見た。

「うおっ!?」

　思わず声が出ていた。景品を落とすシュート穴から大きく離はなれた場所に天板にまで達するくらいまで積み上げられたうさまん。それは人気の白うさまん達を礎いしずえにして作られていた酒うさまんの塔だったのだ。

「ふっふぅーっ、恐きよう怖ふで身が縮み上がったであろう？」

　ルゥは自じ慢まん気げに胸を反らした。

「他のうさまん達を手にする為には自おのずと酒うさまん達を排除していかないといけない。そうやって人間共がルゥ様の奸かん策さくにはまり時間と労力を費やしている間に世界を掌しよう握あくするという計画だ。どうだ！」

「どうだ！　じゃないですよ、僕ぼくのお金をなんという無駄な事に……」

　口から生まれてきたような彼女が珍めずらしく静かにしているかと思えば、こんな事に集中していたのだ。アームで一匹ぴきずつ掴つかんでは、ケースの端に丁寧に積み上げていったのだろう。その様子を思い浮かべるだけで勿もつ体たいない精神が良児の体を埋うめ尽つくす。

「無駄かどうかはすぐに分かることだ、ほれ見てみろ」

　ルゥが顎あごで指し示した先で一人の青年がクレーンゲームの前に立とうとしていた。

「早さつ速そくルゥ様が仕掛けた罠にはまりおった、くくく……」

　笑いを堪こらえ、良児の陰かげへと身を隠すルゥ。そんな所に隠れたって意味なんかありゃしないのに……。

　そんなワクワクが詰つまったような表情で青年の一挙手一投足を見守っていた彼女の顔が、

「あ……」

　突とつ如じよ、硬こう直ちよくした。

　見れば青年は、おもむろに腰こしに下げたキーチェーンから鍵かぎを取り出してガラスケースの戸を開け始めたのだ。

「ったく、誰だよこんな積み方したの。店長か？」

　青年はぶつぶつとそう呟きながら『滅びの塔（自じ称しよう）』を躊躇ためらいもなく崩くずしてゆく。

　瞬く間にうさまん達たちはステージ上に均等に並べられ、どこからでもひじょーに取り易い形へと変えられてしまった。まさに店員としての仕事を全まつとうしたわけだ。

　自分のお金が無駄な事に使われてしまった事実はとうに受け入れ、諦あきらめが付いていたが、この瞬しゆん間かん本当に無駄になってしまった。滅びの塔がそこに建っていた方が良児にとってもまだ良かっただなんて思えるのが虚むなしい。

「なんということだ……ルゥ様の陰いん謀ぼうを事前に察知していた人間がいようとは」

　ルゥは良児の腕うでの間から眉まゆを引き攣つらせている。

「ええいっ、こうなったら持久戦だ！　保もてる財力を全て注ぎ込み奴やつ等らに対たい抗こうするぞ」

　彼女はそういいながら良児に向かって手の平を差し出した。

「なんですか？」

「なんですか？　じゃないだろ！　金だ、金！　金を出せと言っている！」

「ありませんよ」

「そんな訳ないだろ、己おのれの血は金きん塊かいでできていると豪ごう語ごしていたではないか！」

「言ってませんよそんなこと！　それに金塊って……どんな人間なんですか！　固形じゃないですか」

「だったら骨でも肉でもなんでもよかろう、その身を削けずって金を出せ」

「無む茶ちや言わないでください。それにお金ならさっきルゥ様が僕から財布ごと持ってったでしょ、それで全部ですよ」

「嘘うそを言うでない、親の金で毎晩幾いく人にんもの女をはべらかせているような放ほう蕩とう息子むすこがこれっぽっちの財力であるはずがない」

「わわわっ、いっいい加減なこと言わないで下さいよ！　誤解を受けるじゃないですかっ！」

　良児は周囲の人々が自分に注目を寄せていることに気付いて慌あわてた。

「と、とにかく、もうこれ以上は馬ば鹿かな真ま似ねはさせませんよ」

「むぅ」

　小さな唇くちびるをへの字に曲げて、ルゥはむくれた。

「それはそうと、こんな時に民蔵はどうしたのだ」

「そういえばＨＲホームルームが終わった時にはいなかったですね、カナタさん」

「我わが財政の危機に側近がいなくてどうする」

「めちゃめちゃ、たかる気じゃないですか！　それにいつから側近!?」

「あいつならば幾いくばくかの銭ぜにを持ち合わせておると思ったのにな……」

　むくれながらもその表情の奥おくでは何かた企たくらんでいるようでもあった。

「ならば」

　そんな不ふ吉きつな言葉を聞いた時には既すでに、彼女の手の中に多具短剣タグダガーが現出していた。

「ちょっ、ルゥ様何を??」

「こんな簡単なこと、なぜ最初から思い付かなかったのだろうか。失念であった」

「まさか……」

　良児の嫌いやな予感が的中する。不敵に笑ったルゥの手先で多具短剣タグダガーが変化を遂とげる。

《データの書き換かえ、再構築を行います》

　ブロックノイズのようなものが短剣を持つルゥの手にまとわりつく。それはまるで泡あわが如く膨ぼう張ちようして、静かに収縮する。ノイズが消え失うせた後にはそこに手にしていたはずの短剣が別の形へと姿を変えていた。

「なっ」

　思わず驚おどろきを声に出してしまったことにも納なつ得とくがいくくらいのものがそこにはあった。

　巨きよ大だいな鉄てつ鎚つい。

　ハンマー。

　ルゥの身長よりも長い柄えと、彼女の胴体よりも太い鎚つち。所々には各部を留とめる為、拳こぶし大だいのリベットが打ち込まれている。

「へっへー」

　驚く良児を傍はた目めにルゥは得意気な顔でハンマーを引きずり始める。彼女はいとも軽そうにしているが、鎚を引きずる度にアスファルトとの摩ま擦さつで火花を散らしている様を見ればそれが張りぼてやそれに似た類のものとは考え難がたかった。

　良児はただ呆然とその様子を見ていたが、彼女がとある行動に移った所で我に返った。

「よいこらしょ」

　ルゥは両りよう腕うでで持ったハンマーをその場で振り上げたのだ。それが振り下ろされるであろう場所は分かっている。彼女の目の前にあるクレーンゲームの筐きよう体たいだ。

「だあああああああああっ！」

　良児は叫さけびながら制止に入った。

「んん？　邪じや魔まをするのか？」

「しますよっ！」

「なぜだ？　事前に人気うさまん達だけを我々が全て拉ら致ちしておけば事はうまく運ぶはずであろう。人間共はルゥ様が監かん禁きんしているうさまん達を求めて西へ東へ奔ほん走そうするはずだ。ありもしない希望を持って彷徨さまよい歩く姿は想像するだけで血が沸わき立つではないか」

「そういう問題じゃありません！　それ以前に物を壊こわしちゃいけません！」

　ルゥはハンマーを振り上げたままジト目をこちらに向ける。

「良児、お前はルゥ様の下僕しもべの癖くせに主あるじの命に逆らってばかりだな。もうよい、お前には期待せん。ルゥ様は独自に行動する」
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　そう言って彼女は両腕に力を込めて、一歩前へと踏ふみ出した。

　良児の頭の中に惨さん事じが浮かび上がる。

　粉々に破は壊かいされたクレーンゲーム。

　立ち止まり、驚きの視線を向ける人々。

　怒いかりに打ち震ふるえるゲームセンターの店長の顔。

　――止めなきゃ。

　それができるのは自分しかいない。でも、もう間に合わない。

　そう思った矢先、周囲の空気が震えた。

　風を切り裂さき、ルゥの頬をかすめて、とてつもなく鋭えい利りな何かが駆け抜ける。

　シュタタタッ

　アスファルトの地面に突き刺ささる三本の矢。光ひかり輝かがやく半はん透とう明めいのその矢には見覚えがある。

「なにやつ！」

　ルゥは叫びを上げながら矢が放たれた角度を見上げた。

　そこは斜はす向むかいの豆とう腐ふ屋やの屋根の上。日の光を背に受けて浮かび上がる小こ柄がらなシルエット。

　良児は目を細めてその影かげを辿たどる。

　長いコートのような白装束。日の光に燦きらめく銀ぎん髪ぱつ。手には光の矢が据すえられたボウガン。そして背中から生えた手の平大のそれは、精練された絹糸の如き鮮あざやかさを放つ白羽。間ま違ちがい無く彼女だ。

　シルエットは口を開く。

「悪意の波動を感知、これを排はい除じよします」

　周囲の喧けん騒そうに溶とけ込んでしまいそうなボソリとした呟つぶやきで名乗りを上げたのはカナタだった。

「むむっ、見かけないと思ったら」

　ルゥは突如現れた宿敵を前に向き直り、空いている方の手をカナタへと差し出す。

「金を出せ」

「そっちですか！」

　振り上げていたハンマーが地面へと突き立てられる。

「あわっ」

　地を揺るがす轟ごう音おんと共に地面に亀き裂れつが走る。制止に入っていた良児はハンマーの先に足を踏み付けられそうになって慌てて退いた。

「しょーこりもなく挑いどんでくるとは見上げた根こん性じようだ」

「根性という概がい念ねんが分ぶん析せき不能。それが使命を成すという事であれば、ルゥとの戦せん闘とう行こう為いに該がい当とう」

「ふん、やるならやると素直に言えばよかろう」

　睨にらみ合う二人。今、幕が上がろうとしている天使と悪あく魔まの二大決戦。この鄙ひなびた商店街には似ても似つかない取り合わせだ。

　何が始まったのかと道行く人々は訝いぶかしげに見て行くが、特に足を止めるわけでもなく、ただ二人の間を通り過ぎて行く。彼かれ等らにとっては子供がなにかおかしな事をやっているというくらいにしか見えていないのだろう。実際、それと大して変わらないし……。

　と、その時、この睨み合いを断たち切るようにカナタが豆腐屋の錆び付いたトタン屋根から飛び降りた。何を思ったか、彼かの女じよはそのまま商店街の通りを疾しつ走そうする。

「んあ!?　こらっ、宣戦布告しておいて逃げる気か！」

　ルゥはすぐさまカナタの後を追いかけた。もちろんハンマーを引きずりながら。

「ちょっと、ルゥ様！　待って下さいよ！」

　良児は火花散る路面の跡あとを飛とび跳はねながら追い、通りを行き交う人々も危ないものから逃げるように直進暴走するルゥ達を慌てて避さけた。

　良児にはカナタがしようとしていることが分かっていた。一いつ般ぱんの人に迷めい惑わくをかけないように人ひと気けの少ない場所に誘さそっているのだと。それにこんな生活は今日に始まったわけではない。ほぼ毎日、こうしてなんらかの形で二人はぶつかり合っているのだから、良児もいい加減パターンが読めてきたというのもある。

　ルゥが何か悪戯いたずらをしでかす　→　カナタが止めに入る

　そういうパターンである。

　こんな生活が続くと良児も少々の事では驚かなくなってきていた。むしろこういった場合、自分がどう立ち回ればいいか、そういう部分が自然と身についてきてしまっていて、無意識に事を進めている自分が少し哀かなしかったりする。

　今もそうだ。




　カナタが住宅密集地を避けて中なか田た川がわ沿いの河か川せん敷しきへと入った。普ふ段だんならばここはジョギングやサイクリングコースが敷ふ設せつされたのどかな場所なのだが、地じ盤ばんも堅かたく、通年穏おだやかな流れであるここを最近、川の流れを生かした新たな商業施し設せつ、『リバーサイドプラザ』にしようという動きがあり、今は真まっ新さらな更さら地ちと建設資材が置かれているただの空き地になっていた。

　毎度毎度、カナタも良く考えているなあと思いつつ、良児は空き地に入るなりルゥの後を追うのを止めて別の方向へと走り始める。鉄骨や土管の陰に身を潜ひそめつつ足を進めると遠く離れた場所で爆ばく音おんが轟とどろいた。

　資材の端はしからそぉーっと顔を覗かせると、ずっと先で閃せん光こうが瞬またたいている。きっとカナタが放った矢が飛散した際の残光か何かだろう。それに対抗したルゥのものか、時折、地面が大きく震しん動どうする。

　良児は止めていた足を再び進め、その歩みを早めた。彼かの女じよ等らが戦っている場所を中心として大きく回り込み、十分距きよ離りを取った所から気配を消して近づく。クレーンのキャタピラに足をかけ、屋根に登り、反対側にある木箱の山へと飛び移る。段状になっているそこを頂上まで登るとそこから下の様子が良く見えた。

　百メートル四方に渡わたって箱状に穴が空けられた地面、その上に橋を渡すように鉄骨が何本か敷しかれている。それぞれが平均台ほどの細さ、その一本の上にカナタとルゥ、二人が睨み合うようにして対たい峙じしていた。ルゥは向こう側、カナタはこちらに背を向けた側なのでその表情はうかがいしれない。

　まあ見なくてもいつもの無表情であることは変わりないと思うが。

　さて、彼女等の足あし下もとに掘ほられた深さ約十メートルの穴だが、恐おそらく地下施設を造る際のものだろう。ビルにしたら三階程ほどの高さ。その上であんな細い所に立てと言われれば自分だったら足が竦すくむ。そんな場所でルゥはあのでかいハンマーを構えているのだが……、

　左右のバランスが上う手まく取れずによたよたとしている。

　そりゃあ、自分の身長よりも長い上に、あの細い柄先に鉄の塊かたまりをぶら下げているのだから釣つり合いを取れという方が難しい話である。見ているこっちも今にも落ちやしないかとヒヤヒヤだ。

　そんな状態でも彼女は両腕を大きく振り上げ直し、カナタに向かって上段の構えを取る。

（剣けん道どうじゃないんだから……）

　良児は呟くがその声が彼女に届くわけもなく……。

「へっへーん、とうとう追おい詰めたぞ、民蔵」

　むしろフラフラしながらも息巻いちゃったりしている。

（追い詰められてるの逆だって！）

「状じよう況きようを再検討した結果、その可能性は皆かい無む」

　良児の言いたいことをカナタがすぐに代弁してくれた。逃にげ場ばの無いあの細い足場において有利なのは間違いなく飛び道具を持った者。そう、改竄弓クラツクボウを持ったカナタの方だ。近接武器しか持たないルゥはカナタに近づく前に撃うたれてしまう。しかもあの細い足場では相手の攻こう撃げきを避けることすらできない。カナタにとっては容易に狙ねらえる標的だ。ついでに言うとカナタはいざとなれば飛べる。

（何考えてんだか……）

　そう思ったその時、ルゥがこちらに向かって一いつ瞬しゆんだけ視線を送ったような気がした。

　気がしたんじゃない、確かに送ったのだ。

　良児はそれを受けて小さく溜ため息いきを吐はく。

「ですよね……」

　そう小声で言いながら顔は僅わずかに綻ほころんでいたように思う。

　良児は目の前の木箱を乗のり越こえた。滑すべるように段になっているそこを駆かけ下おり、掘られた穴の淵ふちへと素す早ばやく取り付く。すると、

「でかした、良児！」

　ルゥがハンマーを掲かかげ、万ばん歳ざいのポーズでやんややんやとアピールする。

「ちょっ、なにやっ……」

　分かりやすく歓かん喜きするもんだから背後から忍しのんで近づいたことが全部無む駄だになってしまった。それに気付いたカナタはすぐさま矢先を良児へと向ける。

「あーもうっ！」

　間に合わないと思った良児は、すかさず左手の手てぶ袋くろに手をかけた。そこでやることはもう決まっている。

　思念変換コンバート。

　瞬またたく間まにカナタの足下の鉄骨を思念データ化し、芥け子し粒つぶに変えてしまう能力。

　それが決まれば相手に隙すきを作ることが出来る。そこをルゥがとどめを刺すという策だ。

　だが――手袋を掴んだ手は躊躇ためらう。

「何やってる！」

　ルゥの急せかす声が耳に響く。

　分かってる。分かってはいるが、そうしたくない。これまでも幾いく度どとなくこうした場面に出くわしたが、一度もこの力を使ったことは無かった。

　そうこうしている内にカナタは改竄弓クラツクボウの引き金を引いた。良児ではなく、ルゥに向けて。

「ぎゃう!?」

　発射された矢はルゥの額に当たって弾はじけた。それはまるで紙かみ弾だまが当たったような軽い感覚。多分、蟻ん子すらも殺せないほどの威い力りよくであるそれは、さしたダメージなど無いのだが、微び妙みようなバランスで鉄骨の上に立っていたルゥはその一いち撃げきが仇あだとなって足を踏み外はずし――

　落下した。

「ＡＰＰ消費率二十四ポイント。悪意の排除、完かん了りようしました」

　いつの間にか屈かがんでいる良児の額数センチの所に、改竄弓クラツクボウの矢先が突つき付けられていた。

「はは……」

　良児は苦笑いをしながら両手を上げた。







ＦＩＬＥ．３　鈴すずの鳴る少女







　正義の味方……ならぬ悪の味方ごっこで締しめた翌日。その日の朝は相変わらずの騒そう動どうから始まった。

　いつものように登校するなり正門の辺りが騒さわがしい。そこで何が起きているのかはなんとなく想像できたが、やっぱりその想像の通りだったのでげんなりした。

　見ればルゥが校門を右へ左へ飛び回りながらビラを配っていたのだ。だがそれに興味を示す生徒は少なく、ポイ捨てされた一枚が偶ぐう然ぜんにも良児のもとへと飛んできた。

　えーなになに……。

『あなたの悪事請うけ負おいます。人探し、尾び行こう、浮うわ気き調査、ストーカー対策などなど、なんでも承うけたまわります。ご依い頼らいは悪党稼か業ぎよう部まで』

　って、全然悪事と関係ないし！　むしろ探たん偵ていみたくなってるし！

　下の方には

『悪党稼業部　堂々創部！　只ただ今いま部員大だい募ぼ集しゆう中！　悪あく魔ま歓かん迎げい、経験者優ゆう遇ぐう』

　とある。

　一体彼女は何がしたいのか……良く分からなくなってきた。

　それにしても汚きたない字だ。明け方までプリンターの音がしていたからこれを作っていたのだろうけど……。

　パソコンで作ったのならば、なんでこうも酷ひどい出来になるのか？　標準のフォントを使えばいいのに文字がフリーハンドで書いたように紙の上でのたうち回っている。色も原色がキツくて目がチカチカするし、これでは興味を持っても最後まで読んでもらえないだろう。

　しかもだ、そのビラの配りっぷりにまるで愛あい想そが無い。無言で「ふんっ」と差し出すだけだから皆みな、気味悪がって手に取ろうともしない。本当に勧かん誘ゆう（？）する気があるのだろうか……。

　良児が半ば呆あきれ顔がおでいると、それに気付いたルゥがスタスタと近寄ってきてビラの束を言葉無しに手て渡わたしてくる。

「な、なんです？」

「校内には既に貼はってきた」

「え？」

「こういった仕事は本来、ルゥ様の下僕であるお前がやるべき仕事だと言っておる」

「やる気満々で夜中中ビラ作って、朝早くからご飯も食べずに一人で飛び出してったのはルゥ様でしょが」

「そっ、それは、昨日良児がうまくやらなかったからだ。痛む足あし腰こしにひいひい言いながらプリントアウトしたのだぞ。見ろ、このおでこの傷を！　嫁よめ入いり前の乙おと女めをこんな傷物にしてしまったのだからな、責任取ってもらうからな」

　彼女は前まえ髪がみを掻かき上げて良児の顔近くまで額を寄せてくる。

「ち、近いっ、近すぎですよ！　それに、あんなんじゃ傷きず跡あとなんて残らないですよ。そもそもそれがビラを配れない理由じゃないでしょ？」

「う、うるさいっ、こ、こういったものは苦手なのだ。なんというかこう……」

「ハイハイ、うまく笑えないんですね？」

「ち、ちがっ」

　ルゥは顔を赤らめながら、それを見られるのが嫌なのか俯うつむいてしまう。

「こういったものは笑え顔がおが大切なんですよ。そうしないと相手も心を開いてくれません。あ、はいどうぞー、よろしくお願いしまーす」

　そう言って良児は愛想を振ふりまいて、たまたま前を通りかかった女生徒にビラを手渡す。

「あ、どうもありがとうございます」

　淡あわい色の髪かみをした優やさしそうな雰ふん囲い気きの女生徒。彼女も良児の笑顔を見て素す直なおにそれを受け取ってくれた。

「ね、簡単でしょ？」

　そう言うと、一部始終を見ていたルゥの顔が見る見る感動に満ちてくるのが分かった。

「す、すごいな、良児！　さすがはルゥ様の下僕。見直したぞ」

　彼女はやたらと感動しているようだったが、良児は逆に虚しさが増した。

　それは偽いつわりの笑顔。作り物。

　そうやって今までも外面を良くして良い子を演じてきたのだ。だから誰だれも本当の意味で良児に心を開いてはくれなかった。

「たいしたことではないですよ」

「そんなことはない」

「ありますよ。こんなのは偽にせ物ものです」

　こんな話を良児はさっさと終わらせたくて焦あせった。でも、その気持ちがルゥに伝わってしまったらしい。

「偽物でもいいではないか」

「え？」

　思いもかけない言葉が返ってきて良児は目を丸くした。

「偽物でも笑顔は笑顔、人を楽しくさせる事には違ちがいはない。むしろそんな事ができる良児をうらやましく思うぞ」

　まさかそんな言葉が返ってくるとは思いもよらなかった。心の中が熱く、そしてギュッと締め付けられる。

　こんな事を言ってもらえたのは初めてだったから……。

「な、なに言ってるんですかっ」

　良児は照れを隠かくすように突っぱねてみせる。

「そんなにうらやましいなら、ほら、ルゥ様もやってみればいいじゃないですか」

　誤ご魔ま化かすようにそう言うと、

「ややっ、ルゥ様はいいのだ！　そ、そーゆうのはできる人間がすればよいこと」

「まま、そーいわずに」

　良児はビラの束を嫌がるルゥに無む理り矢や理り渡わたし、背中を押おす。

「わっ、やっ、やめろ！　だったらルゥ様よりあいつの方をなんとかしたほうがよいのではないかっ！」

　ルゥはジタバタと暴れながらとある方向を指差した。それは校門の門柱辺り。最初は存在感が無くて気付かなかった。

　よく見れば、まるでその柱と一体化するように、そこにぴったりと背を付けて立っているカナタがいた。片手にはビラの束があり、もう片方の手はビラを差し出したまま地蔵のように固まっている。視線はどこか虚こ空くうの一点を見つめているだけだ。特に何かを発するわけでもなく、無言のまま立ち尽つくす彼女の姿は一種異様な雰囲気を醸かもし出していた。

「あ……」

　それはルゥに勝まさるとも劣おとらない無愛想っぷり。皆が避けて通るのも理解できる。

「なんでカナタさんにまでやらせてるんですか」

「部員であるのだから当然であろう？　それにあいつ自らやると言い出したのだからな」

　なんでまたそんな……。

　良児は最近ルゥだけでなく、カナタが何を考えているのか分からなくて悩なやんでいた。行き過ぎた真ま面じ目めさがどこかおかしな所で空回りしているような、そんな感じ。

　それに、先日の事もある。

　良児に隠すようにどこかへ連れん絡らくを取っていた。疑うわけではないが、彼女はルゥと敵対する存在である事実は今も変わらない。

　良児は心の中に立ち籠こめた靄もやを振り払はらった。

「ルゥ様、こんなんじゃビラの意味がないですよ」

　気持ちを切り替かえ、持っていたビラをルゥに見せながら駄だ目め出だしをする。

「どういうことだ」

「これでは何が言いたいのかさっぱり分からないです。そもそもコンセプトがどこなのかが掴つかめないし。やはり悪党を名乗るからにはそれに則した内容でないと。たとえば窃せつ盗とう、万引き、強ごう盗とうぐらいじゃないと悪事っぽくありませんし、それに……って、ふごごっ!?」

　突とつ然ぜんルゥに口元を塞ふさがれて息が詰つまる。彼女の顔も併あわせて蒼そう白はくになっていた。

「な、なんと恐ろしいことを口にするのだお前は！　本気でそのようなことをするつもりか!?　み、見み損そこなったぞ！」

「っぶはっ、たとえばの話ですよ。ビラの体てい裁さいを整えるならばって事です」

「なな、ならよいのだ。良児は度たび々たび、ルゥ様の知らない遠くの世界に行ってしまうことがあるから心配なのだ」

「それは心配していただいてどうも」

　相変わらずの小心っぷりに呆れながらもほっとする。少し和なごやかな気分になった所で、

「それじゃあもうビラ配りもここら辺でいいでしょ？　カナタさんもそろそろ……」

　良児がそう言いかけたその時、

　ガスンッ

　という地じ響ひびきが間近で轟いた。

　何が起きたのかと振り向いて見れば、どこから持ち出してきたのかルゥが巨大な鉄製の箱形ポストを両手で抱かかえていたのだ。

「なんですかそれは!?」

「ん？　悪事を受け付ける為ための依頼箱だ。これをここに立てればひとまずは終しゆう了りようだ」

　彼女はそう言いながら校門脇わきの植え込みの中へとそれを引きずってゆく。

　問題はそのポストだ。箱から生えた支柱の先せん端たんには土が付いていたし、色は違えどその形もどことなく見覚えがある。恐らくどこからか勝手に引っこ抜ぬいてきた郵便ポストをオリジナルにカラーリングしてしまったのだろう。センスの欠片かけらも無いどぎついレインボーカラーの胴どう体たいの真ん中には悪事募ぼ集しゆうという汚い文字がでかでかと書いてある。

「ちょっ、ルゥ様それ……」

　さすがにこれは不ま味ずいだろうと良児が止めに入ろうとした直後だった。何か背後にただならぬ殺気を感じたのだ。殺気の元は良児を通とおり越して、意い気き揚よう々ようとポストを立て始めたルゥにつかつかと詰め寄よる。その気配にはもちろん彼女は気付いていない。

「よっ、こいっ、せっ……とぉ。ふぅっ……。これでよしっ！」

「何が『よしっ』だって？」

「!?」

　突然声をかけられたもんだから、ルゥは身を震わせ硬こう直ちよくした。その反応はすでに自分の背後に立っている者の正体に感付いてのことだろう。彼女はガクブルしながらゆっくりと振り向く。

「いいっ!?」

　予想通りであってもその恐きよう怖ふは押さえられなかった。

　ルゥの前に立っていたのは鬼おにの形相で立つジャージ姿の教師。城じようヶが島しま千ち有あ里り、二十五歳さい、性別女、我わがクラスの担任だった。校庭でサッカー部の朝練をやっていたので通りかかったのだろう。

　ガゴンッ

　恐怖の余りルゥの手から離はなれたポストが大きな音を立ててその場に転がる。

「また貴様か、悪あく野のっ！」

「ひいっ！」

　ルゥは頭を抱えてその場にしゃがみ込む。

「わけの分からんビラを配るわ、校内中に勝手にベタベタ貼るわ、挙げ句に……そのポスト、どこから持ってきやがった!!」

「そ、そこのっバス停横でありますっ！」

　髪を振り乱みだし、大だい喝かつする担任を前にルゥは敬礼まで添そえて反射的に答えてしまう。

「今すぐ戻もどしてこいっ！」

「はいいいいっ」

「ビラも全部剥はがせよ！」

「はいいいいいいぃっ」

　ルゥは落ちていたポストを抱えると、物もの凄すごい速さで校門の外へ消えていった。

　千有里はその様子を見ながら舌打ちし、校舎へと戻ってゆく。

「ったく、正まさ義よしも花井も散らかったゴミを片付けとけよ」

「あ、はい」

「了りよう解かい」

　良児とカナタはそそくさと捨てられたビラを拾い集める。

　言葉を発しなければそこそこ綺き麗れいな人なのに、あの性格が男を近付けないんだなと改めて確信した瞬しゆん間かんだった。

　貫かん禄ろくたっぷりな歩き方でゆっくりとグラウンドに帰ってゆく千有里。その足がふと止まった。

　そしては彼女は思い出したように良児達の方へ振り返り、

「あ、それからホームルームには遅おくれるなよ？」

「はぃぃぃぃぃっ」

　良児達が答える前に、校門外の通りの向こうからルゥの返事が木こ霊だました。

　どんだけ地じ獄ごく耳みみなのかと……。

　良児は驚おどろきながらも、ルゥの本当の天敵を改めて再確かく認にんした。







「まったく、なんという生き物だ……このルゥ様がいいように扱あつかわれるとは……」

　ルゥはカーテンの閉まった薄うす暗ぐらい部屋の中、ブツブツと独り憤ふん怒ぬしていた。

「しかしどんな者にも弱点はあるはず、次こそはこんなことにならぬよう……」

「どうでもいいですけど、なんでこんな所にいるんです？」

　良児は話を遮さえぎるように言った。

　埃ほこりっぽい室内。周囲を見回してみれば、壁かべ一面に据えられた棚たな。棚上には薄うす明あかりの中で不気味に光る大小の瓶びんがある。その一つ一つには蛙かえるだの蛇へびだのの類たぐいがホルマリンに漬つかっていた。いわゆるここは理科準備室というやつである。しかもここは理科教師が詰めているそれとは違い、その隣となりにある使われていない部屋。ぶっちゃけて言えば、使われなくなった物を放ほうり込むだけ放り込んだ物置のようなものだった。だから人体模型やら用よう途と不明の薬品、割れたフラスコなども無造作に置かれていて繁はん雑ざつとしている。

　一日の授業が終わり、放課後がやってきた途と端たんに彼女に半ば拉ら致ちされるような形でこの場にやってきたのだ。

「部活だ」

「は？」

「ここを悪党稼業部の部室とする」

　どうやら目星を付けていた部室候補とはこの場所らしい。

「また勝手なことをすると城ヶ島先生に怒おこられますよ？」

「ど、どどどどうせ使われていない場所なのだから問題はなかろう？　そっ、それにあの、あのっ、おお、女にいつまでもそうやられてばかりではいられない」

「動どう揺ようしまくってるじゃないですか」

　朝から今の今まで、そのことでずっと愚ぐ痴ちを言い続けてはいるが、その時になればやはりどうにもできないのだろうと良児は思う。

「それにしてもこんなジメッとした所が部室だなんて嫌いやですよー。第一、気味が悪いし。ねえ、カナタさん」

　寄生虫の浮うかんだ瓶をじっと見ている彼女に尋たずねた。彼女も一いつ緒しよに連れてこられていたのだ。

「別に」

　短い今の言葉で多数決が成立してしまった。

「決まりだな」

　ルゥは口元を引き上げ、ほくそ笑えんだ。

「でも、この湿しめっぽさだけはなんとかして下さいよ」

「いちいち文句の多い奴やつだな。ならばこれでどうだ？」

　ルゥは窓まど際ぎわに走り、そのままそこに引かれていたカーテンを強ごう引いんにむしり取る。

　突とつ如じよ室内に差し込む陽光。

　今まで闇やみに隠れて見えなかった物達がはっきりと浮かび上がる。その中にはグロテスクな瓶びん詰づめ等も含ふくまれていたが、ルゥはそれらの棚の上にむしり取ったカーテンを被かぶせた。

　一瞬にして陰いん気き臭くさかった部屋は暖かい光が降り注ぐ落ち着いた場所へと変へん貌ぼうした。

「さあ、悪党稼業部の活動開始だ」

　ルゥはそのまま窓際にあった長机の上に腰こしを下ろし、高らかに宣言する。

　背中に光を浴びてそこに座すわっている彼女の姿はまるで後光が差しているかのようだった。

「で、何をするんです？」

「依頼を待つ」

「依頼を待つといってもポストは撤てつ去きよされちゃったし、そもそもここが部室だって誰も知らないですよね？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ここを見ろ」

　ルゥはあのビラを一枚、目の前に差し出した。

「ここの一番下の所に書いてあるだろ」

　彼女が指差した場所、紙の縁ふちには米こめ粒つぶのような小さい字で何か書いてある。

　その文字を読んだ途端、良児の体に衝しよう撃げきが走った。

『二年二組、出席番号十七番、花井良児の下げ駄た箱ばこでも絶賛受付中！』

「ちょっと！　何勝手に書いてんですかっ！」

「ちなみに先さき程ほど確かく認にんしてきたが、結構入っていた」

　ルゥは足下から段ボールの箱を取ると、目の前の机の上にその中身をぶちまけた。

　中からは二通の茶ちや封ぶう筒とうがひらりと舞まい落ちる。

「少なっ！　しかも段ボールそんなに大きい必要ないじゃないですか！　それに茶封筒って！　味気無いというかなんというか……」

　むしろ良児には手紙が入っていたことの方が一番意外だった。

　ルゥはおもむろにその内の一通を開かい封ふうし始める。端を大おお雑ざつ把ぱに切り裂さいて、中から出てきたのはこれまた味気の無いただのレポート用紙。彼女はそこに書かれていることをそのまま声に出して読み上げ始めた。

『みなさん、こんばんは♪』

「はい、こんばんは」

「そこ、受け答えるんですかっ！　しかもなんで、こんばんは!?」

『そのみなさんっていうかぁ、周りの余計なのはほっといて（怒）』

「いきなり捨て置かれた!?」

『えっとぉ、えっとね、あ、あのぉ……花井君、私、あなたのことをずっと前から……』

「えっ、そ、そういう展開!?」

　もしかしてそれは依頼ではなくて自分宛あてのラ……

　手紙の文面を覗のぞこうと良児は身を乗り出したのだが――

「もういいや」

　ルゥは読み途と中ちゆうのそれを丸めて投げ捨てたのだ。しかも開封していないもう一通をもまとめて。

「ちょっ、なにしてんですかっ！」

「悲観するな」

「いやいや、捨てることないでしょ！」

「二段構えの対策をしている」

「無視ですか！」

　彼女は嘆なげく良児に目もくれず、再びビラを手にした。指し示したのは下駄箱を示す文の隣。そこには同じように小さな文字でこう書かれていた。

『部室は特別教室棟とう二階、理科第二準備室』

「普ふ通つう気付きませんよ、こんな小さい字。それにビラだってまともに渡わたせてないし」

　長机の上に腰を下ろして足先をブラブラとさせていたルゥは、良児の訴うつたえなど聞く様子もなく、大丈夫、大丈夫といった態度で、組んでいた足を組み替えた。そんなことをするもんだから短い制服のスカートからは白いおみ足が露あらわになって、太ふと股ももとその奥おくにあるものが見えそうになっていたが、良児は慌あわてて視線を逸そらすことで平静を保った。そんな良児の苦労も露つゆ知らず、彼かの女じよは机き上じようでのん気にしている。
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「あれだけ貼りまくったんだ、宣伝効果は抜ばつ群ぐんのはず。必ずや依頼がくるだろう。暫しばし落ち着いて待てい」

　確かに校舎の窓という窓に糊のりべったりでビラが貼られていた。それを剥がすのも一苦労だったのだが……。にしても、あのビラで依頼がくるとはとても思えない。「暫し待てい」と言われても徒労に終わること請け合いだ。

「ちょっとその間、この部屋掃そう除じしてもいいですか？　あまりにも埃だらけなんで」

　なんだかんだでルゥがこの部活動に飽あきるまで長いことお世話になりそうな場所だったし、このままでは座る場所もなかったので申し出た。

「いいだろう。だが、その前に茶ちや菓かを買ってこい」

「はい？　そんなもの買ってきて、ここで食べてたりなんかしたらまた怒られますよ」

「望む所だ。それにルゥ様は今むしょーにケーキが食べたくて仕方が無いのだから仕方が無いだろう」

「おかしな日本語になってますよ？」

「いいから行ってこい！」

「でも掃除が」

　一度気になり始めたら止まらない。あの半分破けて垂れ下がっている元素表とか、乱雑に積み上げるだけ積み上げた器具とか、今ルゥが座っている机の上だって拭ふかないと埃で一いつ杯ぱいだろう。

　急かされるのとそんな気持ちとの狭はざ間までうずうずとしていると、いつの間にかカナタが、どこからか調達してきたモップを持って目の前に立っていた。

「え、やってくれるんですか？」

　カナタは無言でコクリと頷うなずく。

　悪いような気もしたが、ここで居い座すわってもルゥがおとなしくはしていないだろう。

「すいません、ありがとうございます、帰ってきたら手伝いますから」

　そんな言葉をかけた時には、既すでに彼女は行動に移っていた。そしてそのまま感謝しつつ部室を出ようとしたのだが……。ちょっとした事が良児の目に入ったのだ。

　それは床ゆかにモップを一かけすると、銀色の前髪が目の前に垂れてきて視界の邪じや魔まをし、その度に掻き上げているカナタの姿だった。それもまた機械のような間かん隔かくで延々と繰くり返しているのだ。

　モップかける　→　前髪垂れる　→　掻き上げる　→（先頭に戻る）

　の構図である。能面のように全く崩くずれないその表情からは分からないが、うざったいんだろうなあ、というのは良児にも伝わった。でも、どう手助けしてあげたらいいかが思い付かない。困っていると、

「これを使ったらどうだ？　ほれっ」

　と、ルゥがこちらに向かって何かを投げてよこした。

　空中で一いつ瞬しゆんだけ燦きらめいたそれはカナタの頭上を越こえ、腕うでを伸のばした良児の手の中へと落ちる。手の平をゆっくりと広げてみると、それはヘアピンだった。銀色の先っちょに小さくて可愛かわいらしいうさぎの顔が付いている。これはあの『うさまんシリーズ』のキャラクターだ。

「どうしたんですかこれ？」

　良児は素直にそう思って尋ねた。

「先日、滅ほろびの塔とうを建設する前に別のゲームで取ったプライズ品だ。こんなものでも役には立つだろ」

「なるほど、じゃあカナタさ……」

　それをカナタに手渡そうとして良児は手を止めた。

　彼女はモップをしっかりと握にぎり、片手にはバケツを持っていたのだ。

　両手が塞がっていては仕方がない。深く考える前に良児の手は動いていた。

「カナタさん、ちょっと動かないで」

　良児は彼女の前髪にそっと触ふれ、横に流して端はしをそのヘアピンで留とめる。瞬間、無機的だった彼女の風ふう貌ぼうに彩いろどりが加わった。

「似合ってますよ、カナタさん」

　自然に出た率そつ直ちよくな感想だったのだが、言った後、不思議な沈ちん黙もくが流れる。

　なんだろう？　この間は……。

　その表情からはうかがい知れないが、不可解な物を手にしてしまったという感じだろうか？　当然悪意は込められてはいないので投げ捨てはしないだろうが……。

　本人は良児の言葉を聞いていたのか、そうでないのか、たまたま後ろにあった壁かべ掛かけの鏡に自分の姿を映すと、視線をヘアピンがある自分の額へと向ける。それからはいくつか角度を変えては鏡の中の自分に見入っている。

　どうやらこれは……気に入っているらしい。

　やはりこういう所は普通の女の子なんだな、と良児はニコニコしながらカナタの後ろに立って同じ鏡を覗いた。それに気付いた彼女はすぐさま行動を止め、こちらに振り向いた。

「視界が良好になり正確な視し認にん率が上じよう昇しようした。謝意を表す」

　そんなふうに視線を逸らしてぎこちない礼を述べた彼女はバケツに水を汲くみにスタスタと出て行ってしまった。

　何はともあれ喜んでもらえればそれでいい。気になっていた部分も解消され、良児は安心して後に続く。

「じゃ、行ってきます……ってあれ？」

　ルゥにそう告げて出て行こうとしたら、彼女はふて腐くされた顔で長机の上に胡座あぐらをかいて座っていた。

「なにしてんです？」

「え!?　い、いやなんでもない！　とっとと行ってこい！　そして五分で帰ってこい!!」

　そんな無む茶ちやな言葉を背に受けつつ、良児は部室を出た。




　コンビニでもいいかとも思ったが、ルゥがまた文句を言って再度買いに行かされるかもしれない手間を考えると、足は素直に商店街に向かった。最近出来た小こ洒じや落れた洋よう菓が子し屋やさんで適当にケーキを三つ見みつ繕くろい、さすがにお茶は販はん売ばい機きで五百ミリのペットボトルを三本買ってそれで済ませた。

　まったくルゥが居着いてからというもの出費がかさむ。食費も光熱費もなにもかもが今までの四倍はかかっている。親からの仕送りだって無限ではないのだ。

　そんなこんなで部室に戻ってきた頃ころにはすっかり日が傾かたむいていた。

　カナタが掃除してくれた室内は見み違ちがえる程ほど綺き麗れいになっており、手伝うどころか既に終わっていた。夕日に照らされても埃一つ浮かび上がらない。その性格に違たがわない完かん璧ぺきな仕事だった。

「遅おそかったではないか、待ちくたびれたぞ」

　綺麗に片付いた室内は模も様よう替がえも成されていた。教室で使っているのと同じ机が四つくっつけられ、一つのテーブルになっており、そこにさっきの長机を付け足した場所でルゥが椅い子すに座り、退たい屈くつそうに天てん井じようを見上げていた。

「その分ではまだ誰も来てなさそうですね」

　それに対しての返事は特に無く、ただ「ふんっ」とだけ鼻を鳴らした。

「今日はこれ食べたら帰りましょう」

　良児がケーキの箱を机の上で広げようとすると、その席の一つに座っていたカナタがきびきびと動き始める。

　机の上に出されたのは理科実験に使う大きめのシャーレ。

　皿代わりにこれを使えということか……。

　しかも数が足りなかったのか自分だけ天てん秤びんの上皿だし……。

　あまり食欲の湧わかない食器だが、この際仕方が無い。

　ケーキを取り分ける。フォークが無いので薬さじを人数分並べ、ガラスのビーカーに買ってきたペットボトルの茶を注ぐ。極ごく普ふ通つうのレモンティーである。

「茶をケチったな、良児。しかもそれは冷たい奴ではないか！　この寒空ではぽんぽんが痛くなるぞ」

　ぼーっとしていたルゥがそこでようやく口を開いた。

「しょうがないでしょ、茶葉なんか買っちゃったらどうやって煎いれるんです？」

　そう訴えるとルゥは視線で指し示した。

　そこにはアルコールランプの上でお湯をブクブクと沸ふつ騰とうさせている三角フラスコがあった。見れば濾こし網あみまで用意されている。

「民蔵がせっかく用意してくれたのにな」

「ガラス管とフラスコで制作したサイフォンもあります。これでコーヒーにも対応可能」

　何を作ってるんだ……。

　相当暇ひまだったのだろうというのはそれでうかがえるが、それよりも自分がいなかった間の二人がどう過ごしていたのかが気になる。多分、ルゥはボーッとしているだけで、カナタは黙もく々もくとこれを作っていたのだろう。あまり二人の間で会話が弾はずむとは思えない。

「と、とにかく、今日はこれで我が慢まんして下さい。次からはカナタさんお手製の方を使うということで」

　紅茶を注ぎ終えると良児はカナタの正面の席に着いた。

　買ってきたケーキの内訳はルゥがオーソドックスなショートケーキ。カナタは季節の一品、マロンパイ。そして自分は少しほろ苦いガトーショコラだ。結構美お味いしいと評判のお店らしく、まだ一度も食べたことがなかったので楽しみだった。

「さて、いただきますか」

　キュポッ

　わくわくしながら薬さじを持った所で、不安な気持ちにさせる音が隣で上がった。

　キュポッ……？　て、まさか……。

　良児は怖こわ々ごわ隣となりに目を向ける。そしてそれが視界に入った直後に手が出ていた。

「だーっ！」

「な、なんだ藪やぶから棒ぼうに！」

　掴み上げたルゥの手には彼女の大好物、『パグ印の特とく濃のうソース』があったのだ。

「まさかケーキにまでそれをかけるつもりじゃないでしょね？」

「当たり前ではないか、ソースとクリームが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり醸し出す風味、それが楽しみでこいつを頼たのんだといっても過言ではない」

「何も醸し出しませんから止めて下さい！」

　ルゥは口を尖とがらせむっすりとする。

　そんな、これから目の前で起こる惨さん劇げきを未然に防いでほっとした時だった。




　コンコン




　軽く扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。もちろんこの理科第二準備室兼けん、悪党稼業部部室の扉だ。

　最初は空耳かと思ったが間ま違ちがいない。

　顔を見合わせ、

　これは……もしや……

　という気持ちが皆の中で持ち上がる。

　ルゥが視線で合図を送るので、

「はい」

　と、良児が答えた。

　別に部活のことなどどうだって構わないのに、なぜかこっちまで緊きん張ちようしてくる。

　ガラガラ……

　ゆっくりと、且かつ静かに引き戸は開いた。

　遠えん慮りよがちに開いた十数センチの隙すき間まから女生徒と思おぼしき人物が覗いている。彼女は怖こわ々ごわと口を開いた。

「あのぉー……」

　どこかで聞いたことのあるその声。そう思って良児は彼女の姿を確認するように身を傾けた。

　隙間の奥で黒い瞳ひとみが瞬またたく。

　視線が合わさった。

「あ、」

　彼女は良児の姿を見つけるや否いなや戸を一気に開け放った。

「花井くん、いたっ！」

　長い黒くろ髪かみの彼女は久しぶりに出会えた恋こい人びとのような顔をして、喜びを体で表現していた。

　良児はこの子のことを知っている。

「神かみ名なさん!?」

　神名ひかり。

　良児のクラスメイトで、なにかと都合良くものを頼んでくる、良児にとってはちょっと苦手な子である。

　そんな彼女……ルゥが覚かく醒せいした際に危険な目にあっていた所を良児が助けたことがあったのだが……。最近妙みように周りをうろうろしているようで……。

「ど、どうしたんですか？」

　良児は危険物にでも触れるように恐おそる恐る尋ねる。

「あ、あのっ、わたしね、この部に入……っ!?」

　ビシャッ

　彼女が全すべてを言い切る前に勢い良く戸が閉められた。

　ルゥが忍にん者じや顔負けの素す早ばやい動作で戸に張り付き、そうしたのだ。

　だがよく見れば戸は完全には閉まってはいなかった。僅わずかな隙間にひかりの指三本が差し込まれていて、必死にこじ開けようとしている。

「ちょっ、ちょっとぉ～！　くぅぅっ」

「くぬぬぬぬぅ」

　逆にルゥは歯を食いしばって彼女を閉め出そうとしている。

「ちょっと、なんなのっ!?」

「うるさい！　お前のような馬ば鹿か女はこちらから願い下げだ」

「まだ何も言ってないじゃない！　それに馬鹿女ってなによっ！」

「ほおぅ、以前と違って、大分減らず口が叩けるようになったではないか」

「うるさいわね、私は花井くんに用があるの！」

　絶え間ない罵ののしり合い。

「なにを狂くるった事を言っておる！　良児はお前などに用はないわ！　ピーがピーの癖くせに、ピー過ぎだ！」

　ひかりの中で何かがプチンと切れる。それはルゥの罵ば声せいに反応したものだったと思っていたが、彼女の視線は足あし下もとに丸められて転がっている茶封筒に向けられており、それによって触しよ発くはつされたのではないかと思えた。

「!?　ピーみたいなあなたに言われたくないわよ！　このピー！」

「なっ!?　ピーとはなんだ！　ピーとは!!　撤てつ回かいしろ！　言い直せ！」

　思わず良児すらも赤面してしまうほどの恥ち辱じよくに満ちた罵ば詈り雑ぞう言ごんの応おう酬しゆう。

　何な故ぜそこまで彼女らはいがみ合うのか？　良児には理解できない。

　そんな争いが戸越ごしに暫しばらく続き、更さらに輪をかけて続くのかと思われたその時、ルゥが突然その手を離したのだ。

「わわっ」

　サーッと全開になる戸。ひかりは何が起きたのか分からず、気が抜けてきょとんとしている。そんな彼女に向かってルゥは意味ありげな笑みを浮かべる。

「ぐふ」

「??」

「てやっ！」

「いっ!?」

　ルゥは後ろ手にしていた多具短剣タグダガーを巨きよ大だいスタンプに変えて、ひかりの顔に押おし当てたのだ。そしてすかざす手鏡を彼女に渡す。

「なっ!?　なによこれっ!!」

　ひかりは驚きよう愕がくし、金切り声を上げた。

　彼女の顔には鼻の頭を中心として頬ほおに広がる大きな範はん囲いに真っ黒なコウモリマークがスタンプされていたのだ。

「それは特とく殊しゆインクだからな三十秒以内に洗わないと一生落ちなくなるぞ、うしし」

「なんですって!?　ふざけないでよ！　こんな顔誰だれかに見られたら困るじゃないのよ!!」

「そうか？　お前にはそれくらいの方が丁度良いだろう？　ほら、あと十五秒しかないぞ」

「☆※＄：[image: ]!?」

　それを聞いてひかりはどこかへ慌ててすっ飛んでいってしまった。

　その様子を満足気に見届けたルゥは勝ち誇ほこったように戸を締しめた。

「ふふん、やはり馬鹿女は馬鹿女であった」

「ちょっとルゥ様、今のはあんまりじゃないですか。彼女、入部しようとして来てくれたんじゃないんですか？」

「あんなアホは我が部にはいらん。いるだけで虫むし唾ずが走るわ」

　と、さらっと酷ひどいことを言って退ける。

　自ら部員を切望しておきながら、この態度……。今後の先行きを不安にさせる。

「危あやうくケーキが不ま味ずくなるところだった。早いとこ食さねば」

　仕切り直し、という感じでルゥは椅子に手をかける。すると、




　コンコン




　再び部室の戸が叩かれた。やはり控ひかえめに、柔やわらかく。

　そんな優やさしい響きに相反して、ルゥの顔は険しく曇くもる。

「にゃろう、あの馬鹿女、懲こりずにまた！」

　手に持った薬さじを放り出し、怒いかりを踏ふみ締め、つかつかと戸に詰つめ寄よる。そして何の前置きもなくその戸を思い切り開け放った。

「ごうぉるあっ！」

「あらあら、まあまあ、ぷんぷんっ、ですねえ。どうしたんですか？」

　そこには予想していた彼女の姿は無かった。代わりににこやかな笑みを浮かべる女生徒の姿があったのだ。

　ミルクティー色のふんわりとした髪かみ。ふっくらとした体のラインはルゥやカナタと違ちがって大人を感じる。特にむっちりとした太股に食い込む白のオーバーニーソから、こぼれそうなほど豊かな胸むな元もとに向かって、思わず視線を奪うばわれてしまう。

「なんだ？　お前は？」

　ルゥが訝いぶかしげに尋ねる。

「はい？　私ですか？」

　尋ねられても柔にゆう和わな笑みと、のったりとした口調は変わらない。そんな彼女がたまたま上げた視線が良児のものと重なった。

「あ、ビラをくれた方ですね」

　彼女がそう呟つぶやいたのを聞いた。

　ビラをあげた人。良児の中でそう認にん識しきしているのは校門の所でたまたま手て渡わたした女生徒ただ一人だけ。

「ああ……」

　良児は記き憶おくの端に行き着いて、小さく声を漏もらした。

　なんとなくしか覚えていないが、こんな感じの彼女だったように思う。

　良児の姿を見て彼女は確信したように尋ねる。

「あのぉ、ここ悪党稼か業ぎよう部さんでいいんですよね？」

「そうだが、なにか？」

　袂たもとでルゥが無ぶ愛あい想そに言うと、そこへ向き直り、相変わらずの笑みを振ふりまく。

「私、二年一組の宮みや下した鈴りん世ぜといいます。こちらはどんな悪い事でも請うけ負おってくれるんですよね？」

「な、なに、依い頼らいか!?　依頼なのか！」

「ひあっ」

　ルゥが喜び勇んで鈴世の体に飛びついたもんだから、彼女は鈴の音のような声を上げる。

「どんな悪事でもやらかしてやるぞ、ぐふ。で、どんな依頼なのだ？」

　期待に胸膨ふくらませ始めたルゥ。その瞳は答えを待って輝かがやいている。

「えーっと、そのぉ……こんなお願いでごめんなさいっ、なのですが……」

「なんだ、早く言え」

「えっと、そのお……」

「良心の呵か責しやくに悩なやむことはない、言えばすっきりするぞ」

「はぁ、そうですかぁ。そうですねえ」

「そうだそうだ」

「では……」

　ルゥに急せかされて鈴世は重い口を開く。







「私を殺して下さい」







　部室内の空気が一瞬にして凍こおり付いた。

「こ……」

「ろ……」

　ルゥと良児はそれぞれに口を開いたまま固まっている。

　息が詰まるほどの狂おしい沈黙。

「あれ？　どうしました？」

　自分以外が彫ちよう刻こくのようになってしまった室内に不安になった鈴世は、心配そうにしている。

　そんな空気をなんとか破ったのは良児だった。

「はは……またまた……殺すって、虫かなんかじゃないですか？　スズメ蜂ばちの巣の駆く除じよとかそんな」

「いいえ私です」

　季節じゃなかった！

　良児は椅子から滑すべり落ち、ルゥに至ってはその場に力無くへたり込んでしまった。

「お願いできますかあ？」

　鈴世は切望の眼まな差ざしで、そしてなぜかニコニコしながら、ここにいるみんなの顔を見み渡わたす。

「お、おっ、おおおおお」

　腰が抜ぬけ、まともに言葉を発せないルゥは、這はうようにして良児の所に辿たどり着つき、そのまますがり付く。

「こっ、こやつ……ルゥ様にひっ、ひと、ひとごろっ……ふにゃあっ」

　恐ろしい悪事を自ら口にしようとして精神が耐たえきれず、そのままルゥは良児の腕の中に体を預けて倒たおれる。

「わあっ、ルゥ様!?」

「すいません、私が変なこと言うから。こんな私、本当に生きている価値がありませんね。でも自分じゃうまく死ねないんです。でもでも今頑がん張ばって死んでみます」

　そう言って鈴世は自らの両手で細い首を絞しめ上げようとする。

「ちょ、ちょい！　待って待って!!」

「殺してくれますか？」

「いやそれは無理だけど」

「では」

　再び白い首元が鬱うつ血けつし始める。

「わわわわわっ！　待った待った！」

　良児はルゥの体をカナタに預けて鈴世を止めに入る。

「とにかく、死のうなんて尋じん常じようじゃないです。それには何か理由があるはず。それを聞かせて下さい」

「理由ですか？」

　首を締めていた手が緩ゆるむ。意識が飛んでいたのか彼女はぽやんとした口調で受け答える。

「そ、そうです。それを聞いてから考えましょう。それからでも遅くないです」

「遅くないですか」

「ないです」

「はあ、そうですか」

　どうやらこのまったりとした喋しやべりは素らしい。

「とりあえずここに座すわって、まずは落ち着きましょう」

　良児はそう言って鈴世に空いている席を勧すすめる。

「では……お言葉に甘あまえて」

　鈴世が部室内に一歩踏み入ると、それに過か敏びんに反応する者がいた。カナタの膝ひざにもたれかかっていたルゥである。

　ぴくんっ

　と、震ふるえ上がって起きたかと思うと、脱だつ兎との如く物もの凄すごい速さで退いて、部屋の隅すみにあるスチール製のロッカーの中に入り込んで扉を閉めてしまったのだ。

「ルゥ様？」

　良く見ればロッカー全体が小刻みに震えている。未いまだ恐きよう怖ふに打ち震えているのだろう。

「ルゥ様、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。出てきて下さい」

　良児が優しく声をかけると震えが収まり、扉の端が数センチ開かれる。

「ほら、もうそんな怖こわいことないですから」

　ゆっくりと歩み寄り、開かれた隙間を覗く。闇の奥で緑灰の瞳が瞬いたのが見えた。ルゥの中に落ち着きが戻もどったと思われたその時、

「大丈夫ですか？」

　屈かがんでいた良児の頭の上で声がした。それは同じように心配してロッカーを覗き込みに来た鈴世だった。

　シュバタンッ

　そして彼女が覗き込むや否や、扉は瞬しゆん時じに閉められてしまったのだ。

「あなたは貝ですか……」

　少し呆あきれ気ぎ味みになりながらも説得を続ける。

「とりあえずお話を聞こうって事になりましたから、もう出てきて大丈夫ですよ」

　再び静かに扉が開かれる。そして、中から蚊かの鳴くような小さな声が聞こえてくる。

「本当か？」

「ええ、本当です。だから出てきて下さ……ぶばぁっ」

　怯おびえる子こ猫ねこに手を差さし伸べていた良児の頬が、勢い良く開かれたスチールの扉に引っぱたかれる。

「そうと決まれば中に入れ、どんどん入れ、遠慮無く入れ。そして、座った座った」

　急に元気になって飛び出してきたルゥはそのまま鈴世の手を取り、空いている席に彼女を座らせる。

　良児が頬を押さえて立ち上がった時には、自分のケーキがそのまま鈴世の前へと差し出されていた。

「ちょ、それ僕ぼくの」

「依い頼らい者しやは持て成すのが礼れい儀ぎであろう。それに下僕しもべにはもったいない食べ物だ」

「まるで人間以下の扱あつかいだ……」

「ビラをくれた人は彼女の下僕なんですか？」

　項うな垂だれる良児に鈴世は色々と誤解を招くような言い方で尋たずねる。

「下僕って、ルゥ様が勝手にそう言ってるだけで……」

「ルゥ様……」

　口にしてから自ら地じ雷らいを踏んだことに気付いた。普通同級生の女子を様付けで呼ぶような奴やつはいない。

　弁解しなきゃ。

　そう思った矢先、

「良児はルゥ様の下僕だぞ。この通り気が利きかぬ奴でな、鞭むちで叩いたり、縄なわで縛しばり上げたりでもしなければ分からんのだ」

「鞭……縄……」

　鈴世はそこだけ繰り返す。

「ちょっと、勘かん違ちがいされるような言い方しないで下さいよ！」

「何を言っておるかっ！　本当のことであろう。それとも辱はずかしめを受けなければ分からぬのか？」

「ルゥ様、わざと言って楽しんでるでしょ？」

「なんのことだ？」

　本気で分かってないのか、しらばっくれているのか分からない。でも、変に誤解されては元も子も無い。既に弁明の余地は無いだろうが、とにかく話題を変えよう。

　良児は落ち着いて椅子に座った。

「えーと……まずは自己紹しよう介かいしておいた方がいいですね。僕は花井良児、そんでこっちはカナタさん、それでこの方は知っての通り……」

「部長のルゥ様だ」

　ルゥは椅子の上で踏ん反ぞり返ってそう言う。

　依頼を受ける側にしては偉えらそうだ……。

　それより、部長って……いつ決まったんだ？　とは思ったが、彼女以外有り得ない……というか論議するまでもない事なのであえて触れない。

「はあ、だいたいわかりました」

　鈴世も鈴世でそんな態度のルゥを普通に受け入れている。

　傍はた目めで見る限り、おっとりとした優しい印象を受ける。

「ではケーキでも食べながら話を聞こう……

　……って、えっ？」

　目が点になった。

　ルゥだけではない、良児も。

　鈴世の前に置かれていたはずのガトーショコラがそこには無かったのだ。あるのは上皿だけ。洗われたように綺き麗れいでカスすら残っていない。

「あ、あれ？　ケーキは？」

「え？　ああ、美お味いしかったです」

　鈴世は「てへっ」という世の男子が見たらイチコロの笑え顔がおでそう言って退けた。

「美味しかったって……」

　いつの間に……？

　彼女が座ってからは互たがいに会話をしていた。ケーキを口にするといっても、完食する程ほどのそんな時間は無かった。一体どうやって？

「まったりと濃のう厚こうなビターテイストのチョコが最高でした」

「は、はあ……そ、それはなにより……」

　今の良児はもう、苦笑いで取り繕つくろうしかない。

「ではさっきの話だが……」

　食べたのならばそれでいい。そういった感じでルゥは本題に入ろうとした。

　だが、鈴世の強きよう烈れつな視線を前に、ルゥはそれ以降の言葉を失った。

　今の今まで柔和な笑えみを浮うかべていた鈴世。だがその視線は鋭するどく研とぎ澄すまされ、彼女の斜ななめ前の机上に向けられている。それはまるで獲え物ものを狙ねらう豹ひようにも似た形相。そしてその獲物というのはカナタの手元にある食べかけのマロンパイ。

「あ、あのう……宮下さん？」

　良児が尋ねるが反応は無い。ただ横目でじっとケーキを捕ほ捉そくしている。

「もしもーし？」

「え？　あっ、ふふっ。鈴世でいいですよ」

　二度尋たずねて、途と端たんに元の表情に戻るが、その変へん貌ぼうっぷりに良児は少し焦あせる。

「はは……そうですか……。じゃ鈴世さん、その依頼というのを……」

　って、またか！

　僅かな間も持たず、彼女には良児の言葉など既に聞こえなくなっていた。意識はもう再びケーキへと注がれていたのだから。

　これはもう……。

　良児は目の前のカナタに向かって視線で促うながす。するとそれだけで彼女は理解し、スッと自分のケーキを鈴世に差し出した。

「商品としての原状を維い持じしていないが、譲渡する」

「え！　いいんですか？」

　シャーレを受け取ると、鈴世の顔は雲が引けて晴はれ渡った空のように、ぱーっと明るくなった。

「申しわ……んぐっ」

　見てしまった。

　良児は見てしまった。まだ喋り途と中ちゆうだというのに、その口にケーキが一瞬で吸い込まれてゆくのを。一口だった。今は満足そうな笑みを浮かべて咀そ嚼しやくしている。

　あの清せい楚そで可愛らしいイメージはどこへやら……いや、ニコニコしながら食べているこの姿は十分に可愛いのだが、いきなり初対面でこんな所を見せられたら誰だって引くだろう。そして、これで全てが終わろうはずもない。

　喉のど元もとをごくりとそれが通り過ぎた頃には、彼女の視線は次の目標ターゲツトを捉とらえていた。無論それはルゥのショートケーキ。

　殺気を感じた彼女は素早い動作でケーキを抱かかえ込む。

「こ、これはやらんぞ！　ルゥ様のだからな！」

　ゴゴゴゴゴ……

　という音が相応ふさわしいかもしれない。じわりじわりと身を乗り出してくる鈴世にルゥは威い嚇かくするが、次し第だいにその身から発せられる執しゆう念ねんのようなものに気け圧おされ、ガクガクと震え始める。

「く、くるなあっ！」

　抵てい抗こうする手段など今のルゥには思い付かない。恐怖の方が勝ってしまっているからだ。鈴世の細い手が地じ獄ごくに引き込もうとする餓が鬼きの手のように、ケーキを抱えたルゥの頭上に迫せまる。その一本一本の指先が陽光に照らされて、怯えるルゥの顔にはっきりとした陰いん影えいを映し出す。口からは「コーホー……」という機械的な呼吸音が漏れている。

　最も早はや、最終手段を発動させるしかなかった。

　追おい詰められたルゥは残された精神力で机き上じようにあったソースボトルを掴つかむ。そしてその震える手で手早くソースをケーキにかけ、手で掴み取り、一口で頬ほお張ばったのだ。御お陰かげで顔と前まえ髪がみはクリームまみれだ。

　涙なみ目だめになりながら、むしゃむしゃとするルゥ。

　それを見て鈴世の動きが止まった。一いつ瞬しゆん怒いかりに打ち震えたかのようになっていたが、すぐに顔を伏ふせて空気が抜けた風船みたく椅子に腰こしを下ろした。

　なんなんだこの絵面は……。

　良児は呆ぼう然ぜんとしながらも未だ口一いつ杯ぱいのケーキを飲み込めず、涙ぐんでいるルゥの顔を拭ふいてやる。そうこうしている内に、まるで降こう霊れいを終えたイタコのような感じで鈴世が息を吹ふき返した。

「は、はやや？　わたし、もしかして……また何かご迷めい惑わくをおかけしました？」

　正気（？）に戻った鈴世は何も残っていないシャーレを見回して愕がく然ぜんとする。

　頭を抱え、振った。

「あああ、また人様のものにまで手を出してしまいましたぁ。恥はずかしい、自制心の働かない自分が恥ずかしい。意い地じ汚きたない人間だと思いますよね？　ええ、意地汚いんです。ポテチの袋ふくろを一度開けたら食べ尽つくすまで手が止まらない人間なんです。こんな人間はやっぱり死んだほうがいいんですぅ」

　急に饒じよう舌ぜつになったと思ったら、再び首元に手をやり始める。

「いやいや、ポテチとか普ふ通つうだから！　ケーキくらいで死なないで下さい！」

「普通……ですか？」

「うんうん」

「ケーキくらい……ですか？」

「うんうん」

　鈴世は良児の頷うなずく数だけ落ち着きを取り戻す。

「私、たまにおかしくなるんです。自分が自分でないようなそんな感じがして……気が付くと目の前にあるものを全部たいらげちゃってるんです。このままじゃブクブクと太って、パンパンにふくれあがって……最後には破は裂れつして醜みにくい死に様を晒さらすことになるんです。そうなる前に……」

　良児は思う。

　世の女性がうらやむ体型を彼かの女じよは素で持ち合わせている。とても中学生とは思えないプロポーションである。

　彼女の言うことが本当なら、その食べっぷりでどうやって、この体型を維持しているのか？　逆にこちらが聞きたいくらいだ。まるで彼女の中に取り込まれた全ての栄養は、この美を作る為ためにあるみたいだった。

「殺して欲ほしいという理由はその事になるんですかね……？」

　良児は恐る恐る聞いてみた。

「え？　は、はい……そうなりますね……」

　彼女は顔を赤らめてもじもじとしている。

「そのくらいの事で、と思ってますよね？」

　はい、すいません。そう思ってました。

　良児は心の中で受け答えた。

「でも、私にとっては耐えられない事なんです。自分の意思を離はなれたこの体が怖いんです」

　鈴世は本当に思い悩んでいるようで、深刻な顔をして俯うつむいている。

　大好きな食べ物を目の前に出されたら、手を伸のばさずにはいられないという人もいるだろうし、その反応自体は普通だろうと良児は思う。だったら……、

「だったら、一度自分の意思で思いっ切り食べてみたらどうですか？」

「え？」

　意外な言葉に鈴世はぼんやりとしている。

「心ゆくまで食べてみたら何か変わるかもしれないですよ」

「は、はぁ……」

　返ってきたのはあまり乗り気ではない返事。でも、このまま彼女のことを放って置けないのもまた良児だった。

「今日、暇ひまですか？　これから家で食事会をしましょうよ。僕、こう見えても結構料理得意なんですよ」

「え、でも……」

　既すでに悪行の依頼でもなんでも無くなっているが、こういった方がずっと安心できる。

「ルゥ様、いいですよね？　これも依頼ってことで」

「あ、ああ。そやつをブクブクと肥えさせるのであろう？　それは堪たまらん悪事だな。こ、殺……っとかよりはずっといい！」

　やっと口の中の物が無くなった彼女は、言葉に詰まりながらも承しよう諾だくする。

　そうと決まれば、

「何か大好きな食べ物とかありますか？　何でも承うけたまわれると思いますよ」

「えっと、グラタンとか……？」

「グラタンですね？　何グラタンがいいです？　海え老びとかシーフード系もありますが、チキンなど肉系もありますし、ホワイトソースだけじゃなくてトマトソースなんかもありますね」

「じゃ、ホワイトの海老で……」

　良児の勢いに押されてついつい答えてしまう鈴世。

「他にもどんどん言って下さい。腕うで振ふるっちゃいますよ」




「ほんまか？」




「え……？」

　何か異質な言葉を聞いた気がした。それは少し低く、落ち着いた声こわ色いろ。

「本当ですか？」

　だがすぐに、鈴の音のような軽かろやかな鈴世の声で聞き返されて、空耳だったと思い始める。

「え、ああっ、本当ですとも」

「じゃあ、カルボナーラとぉ、栗くりごはんとぉ、アボカドのサラダに、カニクリームコロッケに、えっとえっと、くるみパンっ」

　えっ、そんなに!?　と思いつつも、生き生きと喋る彼女を見ているとやる気が漲みなぎってくる。

「ではさっそく買い出しに行きましょう！　カナタさんも来ますよね？」

「部活動の範はん疇ちゆうであれば随ずい行こうする」

　カナタがすっくと立ち上がると、涙目だったルゥが飛び起きて、我先にと戸に走る。

「良児、ルゥ様はプリンだからな！　ぷっちんとするやつだ」

「商店街でいいですかね？」

「ええ、かまいませんよ」

「おいっ、ルゥ様は、プリ……」

「じゃ、決まりですね」

「はい、おまかせします」

「ル、ルゥ様はプ……」

「あ、鈴世さん苦手な物とかあります？」

「えっとぉ、ぜんぜんまったくありません」

「……ぷ……ぷり……」

　会話弾はずむ良児達たちは元気に買い物へと向かうのだった。







ＦＩＬＥ．４　ぷりんプリン、うさぎパニック







　四人揃そろって楽しく買い物を終え、家に着いた頃ころにはすっかり日が沈しずんでいた。まあそれも、ルゥが余計な物を買い込もうとしたせいもあるのだが……。

　それでも急いで支し度たくをし、普通に夕飯と呼べる時刻には全ての料理をテーブルの上に並べる事が出来ていた。

「さ、これで全部です。待たせちゃいましたね、すぐいただきましょう」

　良児は熱々のグラタン皿をテーブルの中央に置く。大皿で取り分けて食べる方式だ。中では焦こげ目めの付いたパン粉の下でチーズがグツグツと気き泡ほうを弾はじけさせている。

「待ちくたびれたぞ、御陰で腹ぺこだ」

　いつものドレスに着き替がえていたルゥは、テーブルの上座で悪態をつく。何をふて腐くされているのかは分からないが、その傍かたわらにはプリンの空きカップが転がっていた。

「ああっ、御ご飯はん前にそんなの食べちゃって！」

「うるさいっ！　良児がまごまごしているからであろう」

「ルゥちゃん、プリン、プリンって買い物中、ずっと言ってたものねえ」

　ルゥの斜め前の席に座る鈴世が子供を見るような目で微笑ほほえむ。

　それに『ルゥちゃん』という呼び方。様付けしか許さないルゥが、なぜか彼女だけにはそんな呼び方を許していたのが不思議だった。よっぽどケーキに迫られたのが恐こわかったのだろうか？

　良児はミトンを外して鈴世の真向かいに座る。カナタは家に着いた時からそこに着席したまま一歩たりとも動いていないので全員揃っていた。

「これで希望のもの全部かな？」

　テーブルの上に並ぶ料理は、鈴世が望んだもの全てだった。大体はいつものように手早く作れたが、くるみパンだけはさすがに今から発はつ酵こうさせてとかやってると大変なので出来合いのものを買ってきた。

「ええ、みんな私の大好物です。本当に全部作って頂けるなんて思いませんでしたっ。ありがとうございます」

「いえいえ、お口に合うかどうか分かりませんが」

　と、そこへ、銀色に輝くフォークが突つき刺ささる。

「うえっ!?」

　それは辛かろうじて人差し指と中指の間に刺さり、良児の手は無傷だった。

「あぶないじゃないですかっ!!」

　良児はそこにフォークを突き立てた張本人に向かって声を荒あららげる。

「早く飯を食わせないからだ」

　ルゥはそう言って、細い腕うでを組んだままそっぽを向いてしまう。

「それにデレデレとだらしのない顔をしてからに……」

「え？　今なにかいいました？」

「う、うるさい！　いいから早く『いただきます』をするのだ」

　なんなんだよ……と思いつつも、目の前のものが冷めてしまうので言うとおりにする。

「じゃ、遅おそくなりましたが、いただきますっ」

「「「いただきまーす」」」

　一いつ斉せいに声が上がり、各おの々おのに手が動き始める。

　ルゥがあれを取ってくれと言うので良児は小皿に取り分けてやったり、喉のどに詰まったと言えば水をグラスに注いでやったりで、自分が食べている暇などないのだが、こうしてワイワイやる、これがまた楽しい一時でもあった。

　良児がグラタンを取り分けていると、いつものようにソースの蓋ふたを取って待ちかまえているルゥがいる。その行こう為い自体にはげんなりしながらも、もう諦あきらめて何も言わない。

　皿がルゥの前に置かれ、鳶とび色いろの液体がたらりと乳白色のソースを汚けがそうとしたその時である。パグ印の特大ボトルを持つ手がピタリと止まったのだ。

　カチャカチャ

　食器が擦こすれる音。

　シュッという時折漏れてくる風を切るようなそんな音。

　圧巻だった。

　音の主は両者共、鈴世だった。彼女は目の前の料理を次から次へと平らげてゆく。コロッケは二つ一いつ遍ぺんに串くし刺ざしにしてかぶりつく。パスタなどは飲んでいるに等しい食べ方だった。まるでブラックホールの中に瞬時に吸い込まれてゆくような感じ。一いつ瞬しゆんなので髪一本乱れたりしない。

　ルゥも相当の大おお食ぐらいだとは思っていたがその比ではない。それが証しよう拠こにルゥ本人もその豪ごう快かいな食べっぷりに開いた口が塞ふさがらないでいた。その中で唯ゆい一いつ平静でいたのはカナタで、彼女だけは嵐あらしのようなテーブル上から自分の分だけをしっかりと確保して食べていた。

　ルゥと良児が呆あつ気けに取られていた時間はそう長くはなかったはずだが、我に返った時には既にテーブル上の料理は、ほとんど鈴世の胃い袋ぶくろの中へと消えていた。

「あーっ、おいしかったあー」

　空になった食器を前に鈴世は満足の笑みを湛たたえる。

「大好きな物を好きなだけ、自分の意思で食べられるなんて幸せ。花井君の御ご好こう意いに甘えて正解だったみたいです。ほんと、ありがとうございました」

「あ、いや……」

　料理は人数分よりは少し多めに作ったはずだった。そのほとんどを鈴世は一人で平らげてしまったのだから驚おどろきは隠かくせない。しかも食前にケーキも食べている上、今もけろりとした笑顔を浮かべているのだから尋常じゃない。

「特にこのグラタン。使ってるミルクが普通じゃないですよね？」

「え、分かります？　実は極ごく少量しか入にゆう荷かしない質のいい物をお店の人に取って置いてもらってるんですよ」

「ああ、だからだったんですね。とても濃厚な味わいで香かおりも豊かだったものですから」

「いやあ、結構あの商店街では良くしてもらえるんで……。でも感激です、違いを分かってくれる人がいるなんて」

　なんでもソースをかけて食べてしまうどこぞの味音おん痴ちとは大おお違ちがいだ。

「それだけ舌がいいとなると鈴世さんも料理するんですか？」

「ええ、前はそうだったんですけど作ってる途中で食べちゃうんで最近は食べる専門です」

「ははは……」

　微び妙みように笑えない……。

　まあどうあれ、彼女が喜んでくれたのならば結果としては上出来だと思った。

「それはそうと、時間の方は大丈夫ですか？」

　良児は壁かべ掛かけ時計から視線を戻しながら鈴世に言った。手早く効率的に作ったとはいえ、あれだけの品数を用意するには結構な時間がかかる。そのせいで中学生が一人で外を出歩くにはちょっと遅い時間になっていた。

「家の人にも夕飯食べて帰るとか伝えてないだろうし……」

「え……いえ……」

　はっきりとしない返事。そして今まで晴れやかだった鈴世の顔が急に曇くもりだした。

「なんなら僕、送っていきますよ」

　良児は上着でも羽織ろうと立ち上がった。しかしその手を止める者がある。鈴世だ。

「ごめんなさい。あの……無理を言っていることは承知していますが、今晩はここに……ここに居させてもらえませんか？」

　少し俯き加減で訴うつたえる寂さびしげな瞳ひとみ。それはひかりがやってくる計算高い視線とは違う。本当に心からそう望んでいる姿だった。

「僕は別に構いませんが……家の人は心配しません？」

「それは大丈夫です。家は父一人ですから……それにその父も今日は仕事の出張で家にいないんです」

「そうなんですか」

　だったら誰だれもいない家で一人寂しく過ごすより、ここでこうしてみんなでワイワイやっていた方がいいに違いない。彼女もそれを望んでいるのだろう。ずっと一人ぼっちだった自分だからこそ、その気持ちは分かる。

「じゃあ今夜は、みんなで何かして遊びましょう。その前にこれを片付けちゃいますね」

　良児が食器を重ね始め、お盆ぼんを手にすると、その手に柔やわらかい手が重なる。

「私がやります。ここまでしてもらって悪いし」

　鈴世の顔が間近にあって良児は一瞬ドキリとした。彼女のふんわりとした髪から花のような香りが漂ただよってくる。

「あっ、ああ、いいですよ僕がやりますから。お客さんは寛くつろいでて下さい」

「駄だ目めです、それじゃあ私の気が済みません」

「えっ、いや、それは、ふはっ!?」

　お盆を奪うばい取ろうとする彼女の肩かたが、そして柔らかで豊満な胸が、良児の腕やら背中やらに触ふれる。

　しつこく食い下がってくるから、という訳ではなく、むしろこれ以上この至近距きよ離りで彼女に密着されたらこちらの方が変になってしまうからという理由でやむなく引き下がった。

「では僕はキッチンの方をやりますんで、こちらはお任せします」

「はいっ、承りました」

　などと言って敬礼ポーズを決める鈴世がこれまた可愛かわいらしいからどうしようもない。

　そんなやり取りを冷たい視線で見つめる者がいる。

　ルゥだ。

　そんな彼女は良児と目が合うと、ぷいっ、視線を逸そらせてしまう。

　なんだかなあ……。

　そう思いながら良児はエプロン片手にキッチンへと向かった。










「ルゥ様はまたまた大だい富ふ豪ごうであるぞ」

　ルゥの誇ほこらしげな声が屋内に響ひびく。

　時刻は既に日付をまたいでいた。場所はリビング。机をどかした絨じゆう毯たんの上で各々が楽な姿勢で座り、カードゲームに興じていた。

「ルゥちゃん強いねえ」

「ふっふっ、ルゥ様に敗北と言う二文字は三文字に等しい」

「意味分かんないですよ？　そのたとえ」

　その後の二、三戦もルゥが圧勝し、その度たびに大おお袈げ裟さに勝ちどきを上げていたのだが……回を重ねるごとに、負けず嫌ぎらいなルゥもさすがに睡すい魔まには勝てないらしく、勝ち誇りながらも虚うつろな目で上体をふらふらとさせ始めたのだ。

「ルゥ様、大丈夫ですか？　もう寝ねます？」

「うるちゃい、ルゥしゃまは、ほれからひゃ」

「あぁ、もうダメですね。そろそろお開きにしましょう」

　きっかけも無く、ゆらりと立ち上がったルゥは、ふにゃふにゃとする指先でどことも知れぬ虚こ空くうを指差している。言動も酔よっぱらいのそれとさして変わらない。

「ルゥしゃまは負けたわけでふぁないっ！　なぜにゃら、すいまはルゥしゃまより、かゆいからだ」
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　意味不明さに輪がかかり始めたらもう末期だ。寝ね不ぶ足そくのルゥほど凶きよう悪あくなものはない。寝しん食しよく共にしているからこそ分かる事だった。

「はいはい、おねんねしましょうねー」

　良児はまるで幼よう稚ち園えん児じでも扱うようにルゥの手を取り寝しん室しつへと連れて行く。

「カナタさんも、鈴世さんも休んで下さい。部屋だけはいっぱいありますから好きに使って下さって結構ですよ」

　良児はルゥの手を引きながら思う。３ＬＤＫのこの家も一人でいる時には無む駄だな広さだったが、こんな風に使われる日がくるとは思ってもみなかった。




　ルゥをベッドに寝かし付けて戻ってきた時にはリビングには鈴世しかおらず、鈴世が散らばっていたトランプを綺麗に箱に詰つめている所だった。

「いいですね」

「え？」

　突とつ然ぜん尋たずねられたもんだから、何がいいのか分からない。

「みなさんのことです」

「そうですか？　ルゥ様とかかなりわがままだし、カナタさんも時々何考えてるのか分かりませんよ」

「でも、どんな時も楽しそうです」

「楽しい……ですか」

　トランプの箱をリビングボードの上に置く鈴世の表情はどこか儚はかなげだった。こちらがその仕草を見つめていたことを知ってか知らずか、彼女は気が付いたように顔を上げる。

「花井君は寝ないんですか？」

「え、あ……いや、ちょっと片付けものをしてから寝ますよ」

　突然尋ねられたので慌あわてた。

「じゃあ私、それ手伝いますよ？」

「いや、ああ、いいんですっ！　ひ、ひと、一人で出来ちゃう他愛たわいも無いことですから。鈴世さんの方こそ先に休んで下さい。男物ですけどパジャマも用意してありますから」

「そうですか？」

　彼女は訝いぶかしげにしている。それもまあこんな反応をすれば当然だろうとは思ったが、ここはなんとかやり過ごしたい。

「では、すみませんがお部屋お借りしますね。おやすみなさい」

「えっ、あ、お休みなさい」

　微笑みながらやっと離れて行く鈴世に、ぎこちない挨あい拶さつを返す。

　彼女が部屋に入ったのを確かく認にんすると、良児はほっと息を吐はいた。普ふ段だんはルゥと一いつ緒しよに寝ているなんて口が裂さけても言えない。もちろん一つのベッドに……というわけではなく、隣となりで床ゆかに寝ているだけの事なのだが。それもこれもルゥが、一人にすると『寂しい』とうるさいのだから仕方がない。明日も朝起きて隣に自分がいないことを知ったらブツブツと文句を言うだろう。

　鈴世の部屋の気配を入念にチェックすると、良児はその真向かいにある自室の扉とびらの前に忍しのび寄よる。中には当然ルゥが寝ているのだが……。

「よし」

　周囲を再度確かく認にんした後、ドアノブに手をかける。後は素す早ばやく中に入り、一晩過ごした後、まだ夜が明けぬ内に起きて朝食の支度を装よそおえばいいだけだ。

「うん」

「なにしてるんです？」

「ひっ!?」

　突とつ然ぜんの背後からの声に身が縮み上がった。振ふり返ればまだ制服姿の鈴世が立っていたのだ。

「なな、なにって、鈴世さんこそ何やってんです？」

　あからさまに慌てているのがありありだったが、鈴世にはそれが伝わってないようで普通に笑みを返してくる。

「ちょっとお風ふ呂ろを貸して頂こうかと思って」

「あ、ああいいですよ？　どんどん使っちゃって下さい。バスタオルいりますか？　いりますよね？」

　鈴世が入浴している内に自室に戻ろうかとも思ったが、また同じようなニアミスがあったら自分の心臓は耐えきれないだろう。それくらい今もバクバクと外に聞こえるくらい音を立てているのだから。

　鈴世にバスルームの場所を教えた後、良児はリビングに戻り、今日はソファーで寝ることにした。







　眠ねむりについてから何時間が経過しただろうか？　良児はうまく寝ね付つくことが出来ず、ぼんやりとした意識の中を彷徨さまよっていた。それもこれも空腹のせいだと思われる。

　沢たく山さんの料理を並べたが、思い返してみると何一つ口にしていなかった。ルゥにグラタンを取り分けてやって……その間に全すべての料理が無くなっていたのだから。

（ああ……もうダメだ。お腹なかが空き過ぎて眠れない）

　意を決して、かけていた毛布を取り払はらって起き上がる。

「あ……」

　立ち上がった直後、良児はそんな声を漏もらした。それは目の前の闇やみの中で抜き足差し足状態で固まっているキャミソール姿のルゥと目が合ったからである。

「何やってるんです？　しかもまたそんな格好で」

　皆みなを起こさないレベルの音量で問いかける。

「お前こそ何をしようとしているのだ？」

　同じようなひそひそ声で返してくるルゥ。

　そんな二人のつま先が指し示す先はキッチン以外のなにものでもない。

「考えていることは同じですね」

「うむ、これっぽっちしか食べられなかったからな」

　彼女は親指と人差し指で量を測ってみせる。

「僕なんか一口も食べてませんよ。死にそうです」

「にしても、なぜそんな所で寝ている？」

　ルゥは毛布とソファーを見比べてそう言った。

「色々と問題があるんですよ」

「あれほど床は一緒にせねばならぬと口を酸すっぱくして四六時中耳元でうなされる程ほど呟つぶやいていたのにどうして守れぬのだ」

「最近の変な夢はルゥ様のせいですかっ！」

「主と下僕は一心同体だと言っておるのにお前が裏切るからであろう。『一生お前の傍そばにいる』って言ったのは嘘うそだったのか！」

「言ってませんよ！　そんな恥ずかしい台詞せりふ」

「それはどうかな？」

　彼女はどこからかボイスレコーダーを取り出して再生させる。

『ルゥ様、僕は一生ルゥ様の傍にいます！　あなたの為に誠心誠意仕えます！　どうぞ犬とでも家か畜ちくとでもお呼び下さい』

　冷ひや汗あせが出た。

「どどどど、どこで録音したんですか!?　めちゃめちゃ合成音声じゃないですか！　しかも余計なものが付加されてますよ!!」

　一いつ瞬しゆん焦あせった、驚いた。

　心しん拍ぱく数すうＭＡＸのこの状態を知ってか知らずか、彼女は平然と元の話へと切り替かえてくる。

「して、冷蔵庫には何が残っている？」

「はぁはぁはぁ……ほとんど素材ばかりなので……すぐに食べられるものといったら残り物の煮に付つけか、または菓か子しパンくらいですね」

「ルゥ様はパンでいい。何パンだ？」

「メロンパンですけど……って、一個しかないんですから僕にも半分残しておいて下さいよ」

　良児は慌てて既にキッチンの扉に手をかけているルゥに対して釘くぎを刺す。

「抜け駆がけですか!?」

「うっさい、メロンパンはルゥ様のものだ」

「あっ、ずっこい」

　二人はもつれ合うようにしてキッチンへとなだれ込んだ。そして目指すは――

　メロンパンの置かれた――

　と、その前に良児とルゥは別のものに視線を奪われた。

　暗くら闇やみの中にぼんやりと浮かぶ薄うす明あかり。それは扉の開かれた冷蔵庫から漏れてくるものだった。そしてその明かりに照らされもぞもぞと蠢うごめく影かげがある。

（まさか……泥どろ棒ぼう!?）

　二人は顔を見合わせ、互たがいに確認し合う。こういう時に日ひ頃ごろのコンビネーションが役に立つのだ。

　良児が気付かれないようにそーっと扉近くにある電気のスイッチに手を伸ばす。

　そしてルゥに向かってアイコンタクトを取った。

　パチン

　蛍けい光こう灯とうが瞬またたきを繰くり返し、完全に点灯するよりも早く、ルゥが影に向かって飛びかかる。

「不ふ埒らちな奴め、覚かく悟ごしろ！」

　キッチンに明かりが灯ともり、全てが見み渡わたせるようになる。そうした所で初めて影の正体が晒された。

「鈴世!?」

　目標の確認が取れたルゥはテーブルを乗のり越こえた所でブレーキをかけた。しかし勢いに乗っていたので止まり切れず、回転してそのまま床に落っこちてしまった。

「あでっ」

「ふぁいひょうぶふぇふか？」

　腰をさすりながら泣きそうな顔をしているルゥに、メロンパンをくわえたままの鈴世が気き遣づかいの言葉をかける。

「んあっ、ルゥ様のメロンパン！」

「鈴世さん、なにやってるんですか!?」

　ルゥはメロンパンにしか目が行っていないようだったが、駆かけ寄った良児は彼女の姿を見て驚きよう愕がくした。

　冷蔵庫の前にへたり込んでいる鈴世の周りの床には、綺麗に食べ尽くされた食材の空袋や箱が無数に散らばっていたのだ。そして今も彼女の手には食べかけのボンレスハム一本と、もう反対の手にはケチャップのチューブがあった。とても食べ物を楽しむという姿ではない。食べ合わせとか味とか関係ない、ただ腹を満たせばいい。それだけの思いしか感じられない。口の周りや胸むな元もとはそれらのもので汚れていた。

　良児の姿に気付くと、鈴世はハッとなり、くわえていたメロンパンを落とした。

　床に落ちる前にルゥが滑すべり込んでナイスキャッチしていたが、今はそれに対して突っ込んでいる場合じゃない。

「ご、ごめんなさい……私また!?」

　鈴世の円つぶらな瞳の目め尻じりにうっすらと光るものが滲にじむ。

　やばい、そう思って良児は彼女の肩を支えた。そのまま傍らの冷蔵庫の中に目をやると中身は綺麗さっぱりに空っぽだった。満まん載さいではないにしろ昨晩まではある程度食材が詰まっていたはずなのに、今彼女が全部平らげたというのか？

「いえ、僕ぼくは別に構わないんですが……鈴世さんの方こそ大だい丈じよう夫ぶかなと思って」

　夕飯をあれだけ食べておいて、冷蔵庫の中身まで食べ尽くす。いくらなんでもこれは……明らかに異常だ。

　しかしそんな事はおくびにも顔に出せない。彼女を傷付けてしまいかねないからだ。

「食べても、食べても、満たされないんです。私、やっぱりどこかおかしい……」

　錯さく乱らん気味の彼女に良児はそっと手を差し伸べようとする――




「!?」




　その時だった。周囲の空気が突とつ如じよ入れ替わったような感覚に陥おちいったのだ。ルゥも同様にこの変化に気付いている。

「良児！」

　それは呼び声でも、警告でもない。これから起こる事への対処の号令だった。

　玉たま響ゆら――

　一瞬の燦きらめきと共に背後にあった食しよつ器き棚だなが横一文字に真っ二つになって破は砕さいした。

　良児は茫ぼう漠ばくとしている鈴世に覆おおい被かぶさるような形で伏ふせ、ルゥはその場を飛とび退のいた。

　細かいガラスの破は片へんが雹ひようのように降り注ぐ。

　何が起きた!?

「良児、鈴世を！」

　いつもと違ちがう真しん剣けんな眼まな差ざしでルゥが大だい喝かつする。そんな彼女の背後に良児は何かを捉とらえた。それは透とう明めいで、空気に溶とけ込んでいるようでうまく視し認にんできない。だが、確実にそこに何かが居ることだけは気配で分かった。そしてそれが悪意を持っていることも。

　完全に不意を突かれたのだ。

「ルゥ様、うしろ！」

　不可視の物体が動くと、僅わずかだが空間が歪ゆがみ、ゆらぎのようなものが人の形を象かたどる。振り上げられたと思おぼしき手で一瞬だけ刃は物もののようなものが燦めきをみせた。

　言われたルゥは振り返る。しかしその刃は既に蒼そう白はくに染まる彼女の額に迫っていた。彼女自身もそれが最も早はや避さけられないと悟さとっている。

　助けようにもこの体勢から間に合うはずもない。だがそれでも良児は手を伸ばす。




　ガキィィィンッ




　その時一いち陣じんの風が駆け抜ぬけた。同時に金属が響き合う音が木こ霊だまする。

「保護監かん査さ対象への敵意を確認。これを掃そう討とうします」

「カナタさん！」

　騒さわぎを聞きつけてきたのか、いつの間にかカナタはルゥを庇かばうように立ち、その見えない敵の一ひと振ふりを抹消杖デリートワンドで受け止めていた。

《構成変へん換かん開始、バトルモードへシフトします》

　カナタが身につけていた白のシルクパジャマはブロックノイズのように彼女の体の表面上に浮うき上がり、形や向きを変え、再び結合する。

　その中に一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みえた肢し体たいに目を奪われる。カナタは瞬またたく間まに終結者ターミネータとしての証あかしでもある白装束への着き替がえを済ませていた。

　相手の姿は見えないが恐おそらく鍔つば競ぜり合っているであろうその体勢。彼女はその華きや奢しやな腕に力を込め、そいつの体を弾はじき返す。

　よろけた敵は前方の空気中に溶け込んだ。

　カナタがすかさず向けるは杖つえの先。

《浄化フォーマツ網トスクエア、最小領域確保。複数展開》

　宙に現れたのは緑光を放つキャラメルの粒つぶより小さい立方体。それらが無数にカナタがかざした杖前に形成される。

　通常の浄化フォーマツ網トスクエアを使わないのは相手の姿が見えない為、無む闇やみ矢や鱈たら放てないのと、この狭せまい屋内で使用すれば部屋丸ごと消し去ってしまいかねないからだ。ここは高層マンションの中腹、そうともなれば上階がまるでダルマ落としのように落ちてくる事になるのだから。

　しかし小こ粒つぶでも威い力りよくは絶大だ。カナタが杖を横一いつ閃せんすると同時に、形作られた箱達が一斉に放たれる。

　それはまるでマシンガンから掃そう射しやされた弾だん丸がんに等しかった。

　四角い弾だん痕こんがキッチンの白い壁かべ一面に斑まだら模様を描えがく。

　ランダムにばらまかれた凶きよう器きは敵の居場所を探さぐり当てるには最適の方法だ。案の定、それらしきものが扉を震ふるわせながらキッチンの外へと出て行くのが分かった。

　カナタは迷いもせずその後を追う。

「カナタさんっ！」

　良児は叫さけんだ。彼女一人に任せて置くわけにはいかない。すぐさまルゥを伴ともなって隣のリビングへ駆け込む。

　そこはキッチンから漏れる明かりのみの薄うす暗ぐらい場所。その中央に白い亡ぼう霊れいのようにカナタが立ち尽くしていた。どうやら敵は周囲に身を潜ひそめ、攻こう撃げきの時を狙ねらっているらしい。

　緊きん張ちようを孕はらんだ静せい寂じやくが訪おとずれる。

　見えない敵を相手にこれからどうしたらいい？

　思し索さくを巡めぐらす前に敵は攻こう勢せいに出た。

　三日月形の光の刃だけが空中に現出し、カナタの真横に振られたのだ。彼女は杖を使って咄とつ嗟さにそれを受け止めるが、それだけで手て一いつ杯ぱいだ。弾き返すことすらままならない。

「いいことを思い付いた！　ここはルゥ様に任せておけ」

　声を耳にした時には彼女はもう行動を起こしていた。多具短剣タグダガーを例のハンマーに変え、小さな肩に担かつぎ上げるとカナタのもとへと走る。

「こんなものは、こうしてしまえばいい！」

　振り上げられた鎚つちはカナタが支える光の刃へと打ち下ろされる。

　ギンッという鍛か冶じ場ばで刀を打つような音が響いて、火花が散った。

　そして――

　それはここにいるみんなも、ルゥ当人さえ予想も付かない結果を呼んだ。

　光の刃は破砕し、その細かく砕くだけた一つ一つの欠片かけら全すべてが小さな三日月と化したのだ。事はそれだけではない、無数に分かれた刃が部屋中を意思無く四方八方に飛び回り始めたのだ。

「のわっ」

「ひいっ」

　ルゥと良児は頭を抱かかえてその場に伏せる。カナタも杖での防ぼう御ぎよ体勢を取ったまま壁かべ際ぎわへと退いた。

「よけい酷ひどくなりましたよ!?」

「うっさい、よく見ろ」

　そう言われて、伏せながらも恐る恐る見上げる。

　小さな三日月達はテレビの液えき晶しよう画面を切り裂き、観葉植物の植うえ木き鉢ばちを叩たたき割わり、壁掛け時計を撃うち落とす。だがそれらは確実に、ただ一体の光の刃だった時よりは一つ一つの威い力りよくは分散し、弱くなっているのが見て取れた。それが証拠に壁にぶち当たりさえすれば、そこに消し炭のような跡あとを残して消えて行く。ナイフが飛び交かっているようなものだが、ギロチンが飛び交っているよりは大分ましな状じよう況きようだ。それにしばらくこのまま耐たえていれば落ち着きそうな雰ふん囲い気きさえある。とにかく今は全てが消えて無くなるまで堪こらえるしかない。

　そんな良児の頭の上を一つの刃がかすめていったその時だった。

「あのお……」

　この場の雰囲気に似合わないまったりとした声。

　まさか。

　伏せたまま声の方向を見やると、キッチンの扉の端はしから心配そうに中の様子をうかがっている鈴世がいた。

「鈴世さん、来ちゃだめだ！」

　言ったが遅かった。

　宙を舞まうスライサーと化した数個の三日月刃が、たまたま顔を出した鈴世の所へ飛んで行くのが見えた。

「きゃっ！」

　彼女は目を瞑つぶり、これから自身を襲おそう現実から逃とう避ひする。

　ズシャッ

　水分を含ふくんだものを切り裂く嫌いやな音が響く。宙に飛び散る赤い液体。それが夕立始めのように白い壁に雨音を鳴らして叩き付ける。

　血ち飛沫しぶき。

　間ま違ちがいなくそうだと良児は思った。彼女の身を切り裂いて上がったものだと。

　鈴世は膝ひざからへたりと崩くずれ落ちる。その手には頭を綺き麗れいにカッティングされたハムの塊かたまり、もう片方の手には上部を切り裂かれたケチャップのチューブがあって、そこから粘ねん性せいのある赤い液体が流れ出ていた。

　よかった……。

　良児はぺたんとお尻しりをついた放心状態の彼女を見て、ほっと胸を撫なで下ろした。飛び交っていた光の刃も数を減らし、その最後の一つが壁へと吸い込まれた所だった。

　良児はそれを見計らって彼女に駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　どこか怪け我がしてません？」

　良児が貸した男物のパジャマにはケチャップが血ち糊のりのようにベタリとこびり付いていた。そして、なぜか返答が無い。

「まさか、どこか!?」

　良児は項うな垂だれる彼女の体を見回す。だが傷や出血があるような箇か所しよは見受けられない。それどころか、鈴世は何かに耐えるような低い息いき遣づかいをしている。

「り、鈴世……さん？」

「われぇ……」

「え？」

　何か口にしたようだったので聞き返した。

「われぇっ」

「うえっ!?」

　鈴世が突然顔を上げて唸うなったので良児は驚いて後ろに反り返った。そのまま彼女はケチャップのチューブを力強く握にぎり閉める。当然中身は「ぶびゅ」っと勢い良く飛びはねた。

「誰やっ！　うちの食いもんをこないなふうにしやがった奴やつあっ！」

「う……うちっ!?」

　良児は最初、何が起きたのか理解できなかった。しかし明らかにその台詞は目の前にいる彼女から発せられたものだ。

　鈴世は怒ど気きを背せ負おいながら立ち上がり、空中に潜む者に睨にらみを利きかせる。そこにはあの、おっとりとした温おん厚こうな表情は無い。

「食いもんを粗そ末まつにするやつぁー許しちゃ置けねぇーなあああん？」

　あのお……目据すわってますけど……。

　とか、もちろん口に出しては言えない。その途と端たんに殺されそうな勢いだからだ。

　彼女の身に何が起こったのか？

　それは分からないが、とにかく食べ物に関して異常反応しているのは確かだった。

「ちょろちょろしとらんで、とっとと姿を現せや、ゴラァ！」

　鈴世がドスを利かせた声で叫ぶと彼女の足あし下もとに幾き何か学がく模様の入った円サークルが浮かび上がった。

　それはルゥが扱あつかうものに見た目よく似ている。

　そして――

　我わが目を疑う光景が起こった。

　ミルクティー色の髪かみが明るく瞬いたかと思うと、彼女の背中から白い羽が羽う化かしたての蝶ちようのようにしっとりと伸のびたのだ。

　それはルゥの背中にあるそれとそっくりなものだった。ただ違うのはそれが片羽であるということ。

《スキャンディスク開始》

　聞き慣れた音声が鈴世の周囲で上がる。

　瞬しゆん間かん、電でん撃げきが走った。

　といってもプラズマや雷かみなりといった類たぐいのものとは違う。いうなれば静電気に近い感じ。

　鈴世を中心に放射状に発生したそれは身構えた良児の横を駆け抜けてゆく。が、ピリリとした感覚を残しただけでそれ以上のものではなかった。

　だがこの場に置いてただ一人だけ多大な影えい響きようを受けた者がいる。

《エラークラスタ検出》

　良児のすぐ間近、その空気中にノイズを散らし浮かび上がる人の姿。

　毛深いを通とおり越し、毛そのもののような灰毛に覆われた手足、そしてロングコートのような服装までもが全て灰色で統一されている。手指がはっきりとしないもっそりとした手には三日月のように極きよく端たんに弧こを描いた鎌かまがあった。その刃は無残にも欠けていたが月光に似た輝かがやきを放っている。

　それだけでも異様な姿なのだが、それ以上に驚かされるのが顔だ。

　手足と同じように灰色の毛で覆われた顔。前に飛び出た口元からは二本の鋭するどい前歯が生え、その頭の上には長い耳が天に向かって伸び、先が重力に負けて垂れ下がっていた。

　それがこの空間に潜んでいた者の正体。

「これは……」

　どう見ても、疑いようがない。

　――ウサギだ。

　しかも、その風ふう貌ぼうはまるで着ぐるみ。灰色のウサギの着ぐるみが、灰色のコートを着、鎌を構え、二足歩行をしているという、なんともエキセントリックな光景だった。

　驚きよう嘆たんし言葉が続かない良児。そんな良児の真横に進み出る者がいる。

　目の前に現れた不可思議な存在に対してまったく動じていない鈴世だった。

「われかっ、うちのハムちゃんをこないな形にしくさったのはっ！」

　ハムちゃん？

　最初は何のことだか分からなかったが、どうやら床に転がっているボンレスハムの破片のことらしい。

「……さへん、許さへんでえっ！」

　見えない敵の姿を浮かび上がらせるという芸当をやってのけた鈴世。その身に何が起きたのかは分からないが、とにかくいつもの鈴世からは想像できない真逆の性格になっていることは見て取れる。

　そんな彼女は鬼おにの形相でジリジリと足を進める。そしてそれに合わせるようにルゥとカナタも包ほう囲い網もうを固め始めた。

　そんな状況で絶対的に分が悪いと感じたのか、灰ウサギは静かに窓辺に向かって後あと退ずさりをし出す。

　このままでは逃にげられる。そう思ったその時だった。

　後退った灰ウサギのその足先が泡あわのようにぼやけ始めたのだ。良く見れば足だけではない。手先も、頭も、至る所から同じ事が起こっていた。また消えて、闇に潜む気か？　とも思ったが、どうやらそうではないようで、ただ単純に消しよう滅めつして行こうとしているらしい。

　そうこうしている内にその体は見る見るうちに空気中へ溶けて消えてゆく。着ぐるみのような顔は終始無表情である為ためその気持ちはうかがえないが、特に痛みも苦しみも感じていないようで、ただその状況を受け入れているようだ。

　十秒も無かっただろう。深夜の襲しゆう撃げき者しやは呆気なく消失した。

「なんだったんだ……」

　残されたのは荒あれ散らかった薄明かりのリビングに立ち尽つくす三人と、そして――

「ちっ、胸むなクソわりぃ。食いなおす……か……」

　怒いかりのはけ口を失った鈴世。彼女は舌打ちしながら不満の表情を浮かべたが、その顔から途端に生気が抜けてゆく。背に生えた片羽は霧む散さんし、いつもの穏おだやかな顔に戻もどったと思われた直後、彼かの女じよは力無くその場に倒たおれた。







　気絶した鈴世を介かい抱ほうしたまま、うとうとと寝てしまった良児は明け方、ルゥの「腹へった」という駄だ々だごねの声で起こされた。

　良児自身も結局昨日から何も食べていないので、少し気分が悪い。だからといって家にある食材という食材は全て鈴世によって食い尽くされており、米こめ粒つぶ一つさえ残っていなかった。

　仕方ないのでカナタと共にコンビニに買い出しに行き、戻ってきた頃ころには鈴世の目も覚めていた。

「私……」

　ベッドの上で半身を起こしてしょんぼりとする彼女の瞳は心なしか潤うるんでいるようにも見える。

「大丈夫です。僕ぼく達たちがちゃんと周りにいますから」

　そう言うと彼女は僅かだが落ち着いた様子を見せた。

「それに鈴世さんのおかげで敵を撃げき退たいできたわけだし」

「敵？」

「え、ああ、そういえば……」

　敵といってもそれはルゥや自分達たちにとってのことなので鈴世みたいな普ふ通つうの人間にしてみれば何のことやらというのが当たり前だろう。

　いや……あんなことが出来るのだから既すでに普通ではないのか……。それにあの羽……。

「鈴世さん、何か思い当たるものはないですか？　もしかしたら力になれるかもしれない」

　良児は痛いものに触れるように恐る恐る尋たずねた。

「私自身も分からないんです。こんな事は今までに無かった……」

　鈴世は首を振る。どうやら昨晩の記き憶おくはあるらしい。

　落ち込む姿に何もしてやれないでいると、部屋の隅すみでおとなしくしていたカナタがふと口を開いた。

「昨晩、正確には今から六時間十五分五十二秒前に起こった出来事。彼女に変化が訪れた際、ＡＰＰエーピーピーを感知した」

「ＡＰＰってあの悪スケルスフ力オルテイアを計る数値ですよね？」

　ルゥ覚かく醒せいの一ひと騒そう動どうの後、カナタに詳くわしく聞いたのだが、悪スケルスフ力オルテイアというのは悪あく魔まにしかない力で、ＡＰＰというのはＡＫＵＭＡ　ＰＯＷＥＲ　ＰＯＩＮＴの略なのだそうだ。あまりにもひねりの無いネーミングに驚いたのだが……とどのつまり、ＡＰＰを感知したということは……。

「そうなんですか!?」

　良児は思い立った不安をカナタに向ける。

「分からない」

「じゃあなんで……」

「捕ほ捉そくしたのは不安定なもの。恐らく――」

　カナタは意図的にか、言葉を溜ためた。

　そしておもむろに指先で空中を突いた。するとそこに半はん透とう明めいのスクリーンが形成される。

　鈴世は空中に浮かぶ不可思議なものに目を白黒させていたが、カナタはスクリーンに手をかざし、きびきびと作業を開始する。

「昨晩記録した悪スケルスフ力オルテイアの波長と日常の行動パターンを天界のデータベース上で検けん索さくにかける」

　複数の似通った波長パターンが表示され、それが高速で照らし合わされてゆく。全く整合しないものはどんどんと弾はじかれ、近いものだけが残されてゆく。

　スクリーンに釘くぎ付づけになったまま、恐らくカップラーメンが出来上がるくらいの時が過ぎていただろう。高速で動いていた画面がピタリと止まり、そこにある文字が全く読めなくても良児にはそれが結果だと分かった。

「検出結果一件に該がい当とう有り。悪スケルスフ力オルテイアの質と過去の行動から九八・二六パーセントの確率で最強最悪七大悪魔の一人『暴食のベルゼ』の波長との整合性を確認」

「暴食のベルゼ……」

　そう言われてみれば、その名に相応ふさわしい食べっぷりだった。まさに食しよく卓たく上が争乱と狂きよう気きに満ちていたのだから。

「おおおおお!?　なんだ同志ならば早くそう言ってくれればよかったのに。水みず臭くさいぞ」

　今の今までベッドの傍にある椅い子すで腹を空すかせて項垂れていたルゥだったが、悪魔の名を聞いた途端、飛び上がって近付いてきた。

「メロンパンの件は水に流そう！　これからは共に協力して世界征せい服ふくを目指そうではないかっ」

「はあ、世界征服ですかぁ」

　鈴世はルゥが何を言っているのか分からないといった感じで茫漠としている。

「ルゥ様！　今はそんな事を言ってる場合じゃないんです」

　否定され、ルゥは口を尖とがらせたが、良児は構う事無くカナタに尋ねる。

「やはり鈴世さんはそうなんですね？」

　鈴世が不安気にシーツの端をきゅっと掴つかむのが横目に入った。

　ルゥに生えているものとそっくりな羽。灰ウサギのカモフラージュを見破った力。そして今の検索結果。これだけの情報が揃そろっているのだから間違いは無い。

「確定は尚しよう早そう、現在はＡＰＰを感知出来ない。可能性を考こう慮りよした場合――

　寄生されているものと思われる」

「寄生!?」

「なんらかの理由で彼女の中に別人格の悪魔が取り憑ついている」

　鈴世はそのやり取りを不安気に聞いている。

「仮にそうだとしても、なんで鈴世さんに？」

「そこまでの理由は不明、調査の余地有り。だが、その影響で悪魔の発見が遅おくれた」

　カナタが言うには鈴世に取り憑いたことによって悪魔としての反応が表に出ないようにカモフラージュされていたというのだ。だから本来悪魔を狩かるべき存在である終結者ターミネータには気付かれないでいたのだという。ということは……。

　良児は咄嗟に鈴世の前に踏ふみ出していた。カナタから身を守るように。

「心配は無用。現在のＡＰＰ値は皆かい無む」

　カナタのその瞳に文字列が流れてゆくのが見て取れる。

「これも貴方あなたからの影響と考えられる。出来るだけ多くの悪魔を貴方のもとへと集結させ、その悪スケルスフ力オルテイア能力の観察、情報収集を継けい続ぞくせよとの指示を熾天院セラフイムセネテより受けている。よって抹まつ消しよう行こう為いは行わない」

　良児はほっと息を吐いた。思い出したくもないあの惨さん劇げき。あれがまたここで行われるのかと思ったら胸が締しめ付けられる。でも、そういうことにはならないらしい。

　そしてもう一つ、良児の胸を撫で下ろすものがあった。それは終結者ターミネータとしてのカナタの意向を聞けたことだ。どうやらこの前の電話（？）もそういった内容の事だったらしい。

「そういえばその、熾天院セラフイムセネテってなんなんですか？　結局聞くのを忘れてまして」

「熾天院セラフイムセネテは九階級ある天使の最高評議決定機関。悪あく魔ま抹まつ殺さつ指令はそこで下される。ちなみに多様な階級で構成される終結者ターミネータは同院の直下部隊」

「へえ……」

　自分で聞いて置いてなんだけど、そういうしかなかった。

「あ、あのお……」

　話に気を取られていると、背中から弱々しい声がする。鈴世が遠えん慮りよがちにこちらを見上げていた。

「それで私はどうしたらいいんでしょう……？」

　不安が彼女の顔を曇くもらせる。良児自身もどうしたらいいか皆かい目もく見当が付かない。

「この先何か問題があるんでしょうか？」

「状態は安定している。このままであっても特に問題は無い」

　問題は無いとは言われても、悪魔が取り憑いていると言われてのほほんと暮らしていけるほど彼女の神経は太くはない。現に彼女も暗い面おも持もちで俯うつむいている。

　何か手助けになれる事があれば……。

「よし、だったらこのルゥ様がそのベルゼとやらを引きずり出してくれる」

　ルゥは袖そでなんて無いのに腕うで捲まくりの動作を真ま似ねして鈴世に近寄る。

「同じ悪魔同士、一度尻しりを割って話さないとな」

　なんか物もの凄すごくベタなボケを犯おかしているのに良児は気付いたが、あえて突っ込みは入れない。

　彼女は多具短剣タグダガーを黄色いメガホンに変え、鈴世の耳元に押おし当てる。

「もっしもーし！　ルゥ様ですよぉー？　ベルゼとやら、聞こえてたら何か言えコラッ」

「なんで最後キレてんですか……」

　何がしたいのか……。まあ、こんなのはいつもの事なのだが、キンキン声にくらくらと目を回し始めている鈴世がかわいそうでならない。

「ほら、もうそれくらいにして……鈴世さんが苦しそうですから」

「うぬぬぬ……ならばこれだっ」

　ルゥは何を思い付いたのか良児がコンビニで買ってきた袋ふくろの中に手を突っ込んで、ごそごそとやり始めた。取り出いだしたるは半熟卵が黄金の輝きを放つ、ゆで卵とタマゴサラダのＷサンド。その包装フィルムをするりと剥はがし……、

「こいつを鼻先にぶら下げてやれば……」

「くん……くんくん……」

　ルゥの差し出したサンドウイッチの前で鈴世は鼻をヒクヒクとさせる。そんな彼女を誘さそうようにルゥは少しずつベッドから離はなれて行く。

「ほれほれ、こっちだー、出てこーい」

　猫ねこをじゃらすようなそんな感じで続けると、鈴世もそれに誘われて前まえ屈かがみになって追う。そんな時、薄うす目めを開け平へい坦たんな表情でサンドウイッチをロックオンしていた鈴世の瞳が突然見開かれた。

「食いたいだろ？　ほれほれ……ってんぎゃはっ！」

　寝ねている所を踏み付けられた猫のような悲鳴が上がる。

　鈴世がサンドウイッチとルゥの手を一緒くたにして思いっ切り食くらい付いたのだ。

「あいあああああっ」

　ルゥは慌てて手を引っこ抜き、歯形のついた小さな白手にふぅふぅと息を吹ふく。

「……て、手て強ごわいな、ならば……」

　何を企たくらんでいるのか？　一いつ旦たん身を退いて一息吐くと、サンドウイッチを飲み込んで満足気にしている鈴世に向かって飛びついた。

「ひぃあ」

　なんとも艶なまめかしい悲鳴が上がる。

　腹を満たしてきょとんとしていた彼女のセーラー服にルゥの手が貼はり付いたのだ。

「えええい、この中に潜んでいるのは分かっているのだ！　出てこいコンチクショー」

「え……？」

　突とつ如じよとして良児の瞳に薄うすみ緑どり色のレース生き地じがいっぱいに広がった。

「なっ……」

　視線が泳ぐが、どこへ泳いでも良児にとっては刺し激げきが強いものばかり。

　柔やわらかそうな白い肌はだ、くびれた腰こし、そこからお腹に視線を移せば上品な形のヘソがある。そして再び……薄緑色の、良児にとって未知の生地の中ではち切れんばかりに揺ゆれるのは、とても中学生とは思えない発育の……。

「きゃあああっ」

　良児はようやくそこで初めて自身の顔を手で覆った。

　ルゥはあろう事かそのままセーラー服を捲まくり上げてしまっていたのだ。

「むむむむっ、この腫はれ具ぐ合あい、ルゥ様のものとは似て非なるもの。さてはこの中に潜んでおるな？　世間には見破れなくともこのルゥ様は誤ご魔ま化かせないぞ！　ほおれっ」

　ルゥの指先がフロントホックに伸びる。

「やめてえええっ」

　スコン

　鈴世の絶ぜつ叫きように間の抜けた音が重なる。

「あでっ、なにをする良児」

　ルゥが手放したメガホンで彼女の頭を軽くひっぱたいたのだ。

「やめなさいって！　どこかのエロ親おや父じですかっ!!」

「主の頭を叩くとはなんたる……」

　良児は視界に鈴世が入らないように気をつけつつ注意する。ごそごそと背後で音がするので、きっと乱れた服を直しているのだろう。

「とにかく余計なことはしなくていいですから、これでも食べておとなしくしてて下さい」

　そう言って良児はコンビニの袋から焼きそばパンを取り出して放ほうり投げた。

「あんっ♪」

　犬のように飛びついたルゥはそれに頬ほおずりなんかしている。

「このソースの香かおりがたまらなく食欲を誘うのだ」

　彼女の興味が焼きそばパンにいっているうちに、良児は残りの袋から飴あめのアソートセットを取り出した。

「はい、鈴世さんにはこれを」

「え？」

　顔を赤らめながら上着の裾すそを気にしていた彼女は、突然そんなものを差し出されたので戸と惑まどっていた。

　袋にして十袋。『メロンみるく』や『マンゴーみるく』みたいな普通に美お味いしそうなものから『いちごコーヒー』や『麦茶みるく』など変てこなものまで、多様なキャンディが詰つまっている。

「これを、お腹なかが空いた時に一粒ずつゆっくりとなめるといいですよ。そうすれば食べた気にもなれますしね」

「え、えっ、あ、ありがとうございます」

　ようやく理解できた所で彼女の顔に笑え顔がおが戻った。

「後のことはゆっくり考えましょ。こちらも依い頼らいを受けたからには責任を持って対処しますから」

「は、はい」

「ふんむぐっ……むごむぐ……っいいではないか」

　焼きそばパンを頬ほお張ばりながらルゥが口を挟はさんでくる。

「ルゥ様的にはそのままでもいんじゃないかと思い始めてきたぞ……んぐ」

「またそんな無責任な」

「どこにいようが悪魔は悪魔だからな。ルゥ様の同志であることには変わりない」

「そういう問題じゃありませんよ」

　本人がどれほど悩なやんでいるのか彼女にはそれほど伝わってないらしい。そもそも部を立ち上げたのはルゥであるのに、いつの間にか自分の方が依頼に対して責任感を持ち始めている。

「あ、あの……」

「はい？」

　会話を妨さまたげるのが申し訳ないように鈴世が尋ねる。

「悪魔が私の中にいるって事は今のお話で分かったんですが、その……花井君達って……」

　そういえばそうだった。見えない敵は現れるわ、目の前で突然カナタがバトルモードに変身するわ、ルゥはハンマーで暴れ回るわ、そして僕もそんな中で平然としていたりで……。そんなものを一度に見せられてしまっては普通の人間は理解が及およばないだろう。最初の頃の自分だってそうだった。それにここまで来たら言って置かなければいけないだろう。

「えっとですね……簡単に説明するとですね、ルゥ様は悪魔で、カナタさんはその悪魔を殲せん滅めつしにやってきた天使なんです」

　自分で説明しておいて凄すごい構図なんだなと改めて思う。

「で、僕はひょんな事からルゥ様に下僕しもべにされてしまったという……」

「そこはやっぱりそうなんですね」

「え？　いやそうじゃなくて！」

　また変な誤解を受けたが弁明するだけ状況が悪化しそうで困る。

「とにかく、ここにいるみんなは鈴世さんの中にいるモノと同じような感じなんです。だから安心して下さい」

　良児が自信を持ってそう言うと、それが通じたのか彼女は明るい顔を見せてくれた。

「そういえば昨夜のウサギ。あれはなんなのか？　馬ば鹿かにしているとしか思えん。微び妙みように手を抜いている所が更さらに腹が立つ」

　ルゥは二つ目の焼きそばパンを開かい封ふうしながら言う。

「手を抜くって……結構危なかったじゃないですか」

「何を言うか、あの程度でこのルゥ様が倒せるわけがなかろう。明らかに敵はなめておる。それにあの服だ」

　ルゥは焼きそばを「ちゅるっ」とすすりながら意味ありげな視線をカナタへ移す。するとカナタは、

「昨夜の敵がまとっていた衣服は天使が使う使者エンジエルスのものに酷こく似じしている」

「使者エンジエルス？」

「悪魔でいう使い魔まのようなもの。意志を持たない思念データ集積体」

　天使が神の使いであるというなら、それは天使の使いということか。

　ややこしいな……。

　ようするにルゥが良く使う殺さつ鬼き丸まるのようなものなのだろう。

　確かに色はさておき、少し形は異なるがカナタが着ている天使服にシルエットが良く似ていた。

「何か心当たりが？」

「その事については調査してみる」

　いつもながらの無表情で彼女はそう答えたが、その言葉の奥おくに何か思い当たる節があるのではと良児は感じていた。







ＦＩＬＥ．５　包帯と、ブルマと、栗くりと僕？







　謎なぞの灰ウサギ、花井家襲しゆう撃げき事件の後始末は大変だった。

　食器棚は買い換かえないといけないくらい完全に破は壊かいされていたし、もちろんその中身の皿も大半が割れてしまっていた。壁には無数の穴が開き、特に三日月刃が飛び交ったリビングはカーテンだの、ソファーだの、よく分かんない置物だのが傷ついているしでどうしようもない状態だった。次の日が休日でなければ片付けなど進まなかっただろう。

　カナタや鈴世が手伝ってくれたおかげでなんとか元の形に近い状態に戻すことができ……

　新たな週がやってきた。

「どうですか？　その後の調子は」

　様々な声が飛び交う休み時間の廊ろう下か。教室の後ろの入り口に寄りかかり、良児は鈴世と立ち話をしていた。

「ええ、頂いたキャンディのおかげでだいぶ食欲を抑おさえられるようになりました。でも……」

　一いつ瞬しゆん咲さいた花に霞かすみがかかる。

　まだ不安が残るのだろう。悪魔に寄生されていると宣告されて平然としている方が難しい。気き丈じように振ふる舞おうとしても自然と頭が垂れて、視線も俯きがちになる。

　ふと良児は、そんな彼女の手に目がいった。

　濃のう紺こんの制服の前で合わせられた白い手は、柔らかそうで思わず触ふれたくなる――

　のだが、今は手の綺麗さよりもそこにある傷の方に意識を捕とらわれた。

「どうしたんですか!?　その手」

「え？　ああ、こっ、これは別に……」

　鈴世は恥はずかしいものを見られたように、そそくさと両手を後ろ手に隠かくす。

　しなやかな手には似合わない痛々しい傷きず跡あと。

「別にって……結構酷いじゃないですか」

「だ、大丈夫です。大丈夫ですから」

「ダメですよ」

　拒きよ否ひしたのを無視して良児はすかさず彼女の手を取った。親指の付け根の辺り、そこに弧を描くように付いた傷。それが左右の手、両方共。所々が内出血やかさぶたになっているそれは見るだけで痛さが伝わってくる。

　良児は入念に視し診しんを始めた。

　爪つま先さきから指し紋もんに至るまで顔を近付けてなめるように見る。

「あっ……」

　良児の吐はいた息が彼女の手に吹きかかると吐と息いきのような悲鳴が漏もれた。

「だめです……そんな……はずかしい……」

「何言ってるんですか、どこか化か膿のうしてたりしたら大変です」

「で、でも……こんな所で」

「あ、ほら、この生命線の根元なんかは結構深く入っちゃってますから消毒が必要ですよ。あれ？　鈴世さん頭脳線長いですね」

「いやっ、そんな所まで見ないで……」

「これはばい菌きんが入らないうちに保健室行って包帯巻いてもらいましょ」

「え……いや、でも……」

「ん？」

　そこで鈴世の意識が別の所に捕らわれていることに気付いた。

「じー」

　物凄く近くで感じる視線。

「おわっ、なにやってんですかこんな所で！」

　見れば足下近くにしゃがみ込んで、こちらを見上げているルゥがいた。

「それはこちらの台詞せりふだ馬ば鹿か者もの。お前達こそ何をやっている」

「何って、鈴世さんの手を……」

　そこまで言って良児は、鈴世の手をしっかりと握っているという状況に気付いた。

「って、わあっ！　す、すいません！」

　慌あわてて手を引っ込めると鈴世も鈴世で赤くなって手を隠す。

「良児、お前と言う奴はむっつりだとは思っていたが真の変態だったとは……主として悲しいぞ」

「なっ、何言ってんですか!?　僕は鈴世さんの傷の具合を見ていただけでっ！」

「それにお前はルゥ様の下僕なのだから、ひょこひょこと他の女の所に行くでない！」

「いやだって……鈴世さんの事も心配ですし、そもそも依い頼らい者しやなんですから」

「その女はもう大丈夫だ。ルゥ様達の出番は無い」

　良児は自身の耳を疑った。ルゥは傲ごう慢まんではあれど、困っている人を蔑ないがしろにするような奴ではないからだ。

「本気で言ってるんですか？」

「当たり前だ。それよりもだ、最高の悪事を考えついたのだ。既に策は講じてあるが、我が下僕である良児にそれを見せたくてな」

　そう言ってルゥは良児の手を引っ張る。だがその繋つながれた手を横から掴む者がいた。

「ちょっとぉー下僕ってなぁに？」

　この喋しやべり方かた。これはあの人しかいない。話し声を聞きつけてやってきた神名ひかりだ。

「悪野さん、花井くんと女王様ごっこしてるのぉ？　ずっるーい、私もまぜなさいよぉ。私、花井くんの下僕でいいからっ♪」

「お前のような奴など配下に加えてたまるかっ！」

「なに言ってんのぉ？　花井くんは私とお話があるのっ、鼻垂れルゥはあっち行ってなさいよっ！　ていっ」

　ひかりは繋いでいた手を無む理り矢や理りチョップで断たち切った。

「ぬわっ、何をする馬鹿女！　お前みたいな奴はテトラポッドの上でフナムシと戯たわむれていればよいのだ」

「うわっ、気持ち悪いこと言わないでよ！　このちんくしゃ！」

「ちんくしゃとはなんだ！　ちんくしゃとは！　このば、ばば、馬鹿女！」

「同じ事しか言えないの？　ボキャブラリーが乏とぼし過ぎるわね」

「う、うるさいっ、真の馬鹿にはそれ以外の言葉すら不要ということだ馬鹿め」

「なっ、なんですってー」

　なんだかよく分からないが目の前で罵ののしり合いが始まってしまった。まるで二人は水と油、犬と猿さる。ルゥはまだしも、ひかりはいつからこんな子になってしまったのだろうか……。

　そんな彼女も校内では結構人気があるらしく。実際今も、

「どうかしたの？　神名さん」

　と、幾いく人にんかの男子が群がってきたが、彼女が鋭い視線を向けるとすごすごと去って行ってしまった。

　ともしているうちに教室内がガヤガヤとざわめき始めた。次の授業は体育だ。この教室は女子の着き替がえに使われる。男子は体育館横の更こう衣い室しつに移動だった。

「とにかく次の授業を楽しみにしておれ」

　ルゥはひかりと取っ組み合いながら足を使って戸を閉める。閉まりかけの隙すき間まからは、

「あら？　花井くんもここで着き替がえていってもいいのよ？」

　なんていうひかりの声がしていた。

　よく分からない連中はほっといて……。

「鈴世さん、授業始まる前に保健室いっときましょ。鈴世さんのクラスは次何の授業です？」

「体育です」

「え、じゃあうちのクラスと一いつ緒しよ？」

「そうですね、二組と合同です」

「じゃあ大丈夫ですね」

　何が大丈夫なんだと心の中で自分自身に突っ込みを入れて保健室に向かう。

「それにしてもその傷はどうしたんですか？」

　一階に続く階段を二人で降りながら尋ねた。

「えと……これは」

　彼女は傷口に手を被かぶせ、言いにくそうにしている。

「言いたくない事であれば無理に聞きませんよ」

「いえ別にそういうわけじゃ」

　彼女は踊おどり場ばで足を止めた。この辺りは教室から離れた場所であるので妙みように静かだった。

「これはあれなんです」

「あれ？」

　あれと言われても全く見当が付かない。

「花井君がくれたキャンディ、すっごい効果があったんですけど……それでも……我が慢まんできない時にはこうして……」

　鈴世は自分の手を噛かむ仕草をして見せた。

　あれは歯形だったのだ。

　食欲に支配されそうになった時、そうやって自分を取り戻していたのだろう。

　しかもあんなに深い傷を負うなんて、相当強く噛まないとならない。自身の体を自分の意志で傷付けるとなると人間どうしても躊躇ためらいが現れてしまうものだが、その歯形にはそれを感じさせない鋭えい利りさがあった。

「大だい丈じよう夫ぶ、たいしたことないですから」

　彼女はただ力無く返事をした。







　保健室に行って、包帯を巻いて貰もらい、そのまま体育の授業が行われる体育館に急いだ。

　今日は一組との合同授業。体育館の半分を区切って、男子はバスケ、女子はバレーボールの予定だ。

　鈴世はあの手だから見学すればいいと言ったのだが、頑かたくなに平気だと言い張るので無理しないようにと言葉をかけて着替えに入った。

　授業が始まって数分が過ぎてしまっていたので、良児は急いで着替え、更衣室から飛び出すように体育館へなだれ込んだ。

「すいません、遅れ……あれ？」

　なんだか様子がおかしい。

　フロアーの中心を仕切ったネットに男子生徒が全員貼り付いて黒山の人ひと集だかりを作っていたのだ。よく見ればその中に体育教師の姿もある。

「どうしたんですか？」

　誰だれからも返事が無いので、隙間の無い人ひと垣がきの端から誰かの足の下を潜もぐる。そこでようやくネットの向こうが見み渡わたせた。

「げっ……」

　良児の瞳ひとみに入ってきたのは紺こん色いろのブルマを穿はいた女子生徒達たちだった。

　って、そうじゃなくて、うちの学校は女子生徒も指定のショートパンツだったはずだが……なぜこんな事に？

　今の状態は籠かごの中に入れられたハムスターが無数の狼おおかみに囲まれているような感じだ。みんな視線を気にしながらバレーコートにネットを張ったり、色々と準備をしている。

　見れば後から遅れて入ってきた鈴世も同じものを穿いていてモジモジと恥ずかしそうにしていた。

「ぬぅわっはっはっ」

　ん？　この下品な笑いは！

　良児はすぐ近くで上がった声に引き寄せられるように顔を向けた。すると良児と同じ目線の高さにルゥの姿があったのだ。

「どうだ良児、素す晴ばらしいであろう？」

　床ゆかに這はいつくばりながらという苦しい姿勢でこちらに問いかけるルゥの姿もまた他の女生徒と同じものだった。

「やっぱり、ルゥ様の仕し業わざでしたか」

「うむ、全すべての生徒の体操着をブルマとやらにすり替かえておいた。奴やつ等らは阿あ呆ほうだからな、何も穿かないよりは仕方無しにそれを使用するであろうと考えたのだ」

「いや……だからそれになんの意味が……」

「そう、それだ！」

　ルゥは「いいこと聞いた！　お前」的な仕草の代表例、『指を差す』を良児に向けた。

「何な故ぜ、今までルゥ様はこの事に気付かなかったのだろうか。見よ、この軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな輩やから共を」

　言われて良児は、ネットに貼り付いた男子達を改めて見回した。皆みなが皆、こちらがげんなりするほど鼻の下を伸ばし、魂たましいはどこかに抜け切ったような顔をしている。いうなれば、間ま抜ぬけ面の葬そう列れつみたいなものだった。

「最初から全てを蹂じゆう躙りんしようなどと考えていたのが浅はかだったと気付いたのだ。男は皆、こういったもので腑ふ抜ぬけになる。まずは人類の半分、そこから着実に攻せめることで、素晴らしき暗黒の世界が確固たるものになると考えたのだ」

「はあ……そうですか。で、なぜルゥ様までその格好を？」

「ん？　ルゥ様とて男共の誘ゆう惑わくに一役買っておるのだぞ？　需じゆ要ようというやつだ」

　言いながら立ち上がり、その場で名前入りゼッケンの胸を突つき出してポージングを決めると、一部の男子の間で歓かん喜きの声が上がる。

　ロリコンめ！

　やれやれと良児は溜ため息いきを吐く。

　まあ確かに……ショートパンツというものに目が慣れすぎてしまったせいかこの光景は物凄く新しん鮮せんに映る……のだが、いやいや、いけない、いけない、危あやうく自分も魔道に落ちるところだった。優等生たる自分がそんなことでは……って、最近じゃその名も地に落ちた感じだし、悪魔の下僕なのだから既に魔道に落ちているようなもんだし……。

　あぁ……。

　なんだが物凄くやるせなくなって肩かたをがっくりと落とした。

　そんな時だった。

「おおおおおおおおおっ!?」

　男子共の驚きよう愕がくに満ちた雄お叫たけびが体育館全体を震ふるわせたのだ。

「なんだ!?」

　良児は項うな垂だれていた体を起こし、何が始まったのかとネットに張り付いた。

　その瞳に入ってきたのは見るのもはばかられるような刺し激げき的てきな光景。

　歓かん声せいは体育館入り口から遅れてやってきたカナタに対するものだったのだ。しかし、ただそれだけなら男子全員が色めき立ったりはしない。その原因はカナタの格好にあった。

　上は普通の体操着だったのだが……下は……一点の曇りもない純白のパンツだったのだ。腰横を紐ひもで縛しばった、しかもローハングの。

「な、なにやってんですかっ!?」

　良児の体は考えもなく飛び出していた。ネットを潜くぐり抜け、カナタへ詰め寄よる。

「あっ、花井の奴、抜け駆がけしやがった！」

「なに!?　お、俺おれも行く！」

「ざけんな、邪じや魔まだ！」

「おい！　今、俺の頭蹴けった奴、誰だ！　出てこい！」

　後ろの方では男子がもつれ合ってもめているが気にしない。

「駄だ目めですよこんな格好で出てきちゃ……って、わっ」

　良児は指し摘てきしておきながらそれをまともに見てしまったので、慌てて顔を背そむけた。

「なぜ？」

　カナタは動じる様子もなくいつもと同じ平静を保っている。

「だから、その……パンツだとみんなが困るんです！　とにかくなんか着て下さい」

「無理」

「なんでっ！」

「あのブルマには悪意が込められていた為」

「悪意……って、そうか！」

　そう、あのブルマはルゥが世界征服への悪意を込めて用意したものだった。微び量りようながらもそこからＡＰＰを感知したカナタが潔けつ癖ぺき症しようさながらに着用を拒こばむのは道理だった。

「それにこれは俗ぞくに言う人類のパンツではない」

「え？」

「これは終結者ターミネータ専用乙おつ式しき武装帯先行強きよう襲しゆう型。れっきとした天使服バトルスーツの一つ」

「いや……やっぱりパンツでは？」

「大丈夫、放射状に神の御ご加か護ごフィールドが形成されている為、半径十五センチメートル以内に侵しん入にゆうするあらゆる物質を滅めつ却きやくできる」

　こえーよ。

「いや、そういう問題じゃなくて……」

　ようするに、これはパンツじゃないから平気だもん。ということなのだろう。

　下手に視線を下へ向けるとそれが目に入ってしまうので、良児は彼女の顔を見て話す。その輝く綺麗な前まえ髪がみには、あのうさまんのヘアピンが今日も付けられていた。

「では、攻こう撃げきフェーズに移行します」

「攻撃？　今、攻撃って言った？」

　いつの間にかカナタの手には改竄弓クラツクボウが……。

「精密斉せい射しやモード」

　弓がキュイーンと高鳴りを始める。

「なにを!?」

　矢先が狙ねらうのは体操服姿の女子生徒達。

「ちょちょちょっ！」

　良児は発射寸前の弓に手を被せて押さえ込む。

「なにをしようとしてんですか!?」

「悪意が込められたブルマを消去する」

　そんな事が実行されたら大変なことになる。カナタみたいな格好が大量生産だ。こんないきり立った男子共の面前でそうした事態が起きれば収しゆう拾しゆうの付かない状況になるのは目に見えている。

　良児が焦あせりに支配されていたその時、殺気立った声がフロアーに響ひびいた。

「こらっ！　ルゥ様の暗黒大作戦を邪魔する気か！」

　バレーコートのど真ん中でカナタに向かって指先を突きつけ唸うなるルゥがいる。

「そのつもり」

「くぅ～っ、いつもいつも忌いま々いましい奴め。そっちがその気ならばこちらは全力で阻そ止しするぞ。なあ良児」

「え？　ぼ、僕ぼく!?」

　いよいよ大事になってきた。いや、もうそうなってるか。

「あ、あのお……」

　火花を散らす両者の間に分け入ろうとしたその時、未いまだもめ合っている人垣の中から一人の男の声が上がった。

「待て、待てぇい！」

　ネットを持ち上げて乱入してきたのは体育教師の袴はか田まだだった。御おん年とし六十歳さい、定年間近だが体を動かすことが大好きな、いわゆる運動馬鹿だ。

「私が教育委員会に主張し続けてきて早数年。無む駄だの無いライン、運動を阻そ害がいしない伸しん縮しゆく性せい、抜ばつ群ぐんのフォルム。機能美とはこいつの為にある言葉だと思っている。その絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしていたブルマをここでまた拝めるとは思ってもみなかった。だがそれを再び無に帰そうというのなら黙だまっちゃいられねえ」

　ブルマに対して並々ならぬ執しゆう念ねんを持っているのか袴田は熱く主張する。

「しかし、俺はスポーツマンだ。互たがいに主張があるならば、ここはスポーツマンらしく正々堂々スポーツで雌し雄ゆうを決しなさい。それでブルマが負けたのならば悔くいは無い」

　意味の分からない道理だ。そもそも先生がスポーツマンであることは関係ないし。

「ならばバレーボール対決だ！」

　!?

　名乗りを上げたのはルゥだった。どうせその場のノリで適当に選せん択たくしたっぽいが。

「お前が一点先取すればブルマを一枚狩る権利をやろう。こちらが点を入れれば一点ごとにその武装を剥はいでいくぞ」

　そんな無む茶ちやなルール、カナタが受けるわけがない。

「承しよう諾だく」

　えー。

　かくして、カナタのブルマ狩がり……もとい、天使ＶＳ悪魔の地上決戦が始まった。

「良児、早くポジションに就つけ」

「僕もですか？」

「ああっ、花井くんがそっちなら私もそっちチーム」

　良児が強制的にルゥチームに配属されると、ひかりがニコニコしながらやってきた。

「馬鹿女はルゥ様のチームにはいらん！」

「何言ってんのぉ？　なんだか分からないけど手ぇ貸してあげるっていってんのよ！」

「ちっ、邪魔だけはするなよ」

　まだ、いがみ合ってるのかこの二人は……。

　それだけならまだしも、その光景を見ていた男子共がこぞって騒さわぎだした。

「あ、花井だけずるいぞっ」

「俺、正まさ義よしさんチームっ」

「あ、俺も、俺も」

「悪野チームだろ、やっぱり」

　ブルマ狩りを支持する男共はカナタの下に集まり、カナタの秘密の花園を期待している者とひかりのファンはルゥの下へと集まった。言うまでもないが女子は全員ルゥ派に付いた。

　いよいよ試合開始という所でルゥが何かに気付いた。それは少し離れた所で体育館の壁かべにもたれかかって座すわる鈴世の姿だ。

「おい鈴世！　お前もルゥ様チームに入るのだ。もちろん先発メンバーだぞ。共に正せい義ぎを倒そうではないか！」

「え、私？」

　彼女は自分が呼ばれた事にびっくりしながらも、コートの中へと入る。

「鈴世さん、無理しなくていいですからね。形だけ、形だけ、ね？」

　良児は包帯の巻かれた彼女の手を見ながら言うと、それに対し鈴世も微笑ほほえみ返してくれた。

　このバレーボール、一度に全員は出られない為、点を入れる度の入れ替わり制だ。

　良児がポジションに付くと目の前にはブルマが並んでいた。だがどぎまぎする暇ひまも無く、すぐに競技は始まった。

　サーブはカナタチームから。サーブするのもカナタだ。

「精密射しや撃げきモード」

　ぼそっと呟つぶやいたかと思うと、レーザービームのような直線的サーブがアウトラインギリギリに決まる。いつ打ったのか分からないほど手元が見えなかった。

　一点先取。

　次のサーブも、そのまた次のサーブもまったく同じ場所に寸分違たがわず決めてくるカナタ。まるでサーブマシンのようだった。

　点が入る度に女子達がざわめきだすが、双そう方ほうともバレーボールに白熱するあまり当初の目的はどこかへ飛んでいってしまったようである。既に点差も50対０と、有り得ない数字。もうルールもなにもかもが無む茶ちや苦く茶ちやだった。

「くそっ、やるな。だがしかし、ルゥ様の目は全てを捉とらえた。良児、そこへ立て」

　ルゥが指差したそこ。それはアウトラインギリギリの場所。先さき程ほどからカナタはそこにばかりサーブを決めてきている。

「あやつはそこにしか打てないのだ。だったら最初っからそこに立っていればいい」

「なるほど……って、あのサーブを受けろっていうんでっ、はうあっ！」

　受けていた。

　骨が軋きしむほどの振しん動どうと衝しよう撃げき。本当に一ミリもずれずに飛んできたあのレーザービームを良児はなんとか跳はね上げていた。

「でかした、良児！」

「反はん撃げきね、まかせて」

　アタッカーであるひかりが前に進み出る。そしてその傍そばでルゥがトスを上げる。両手をちょこんと突き出し――

「って、低っ！」

　ルゥが上げたトスがあまりに勢いが無かったもんだから、ひかりはタイミングを狂くるわされてすってんと転ぶ。

「いたたっ……何やってんのよう、もうっ！」

「なんかお前にトスするのが非常にむかついたのだ」

「はあっ!?」

　腰を押さえながらひかりは「ってか、意味分かんないし」を連発していた。

「ああ、もういいっ！　次からルゥ様がアタッカーをやる」

「ちょっと、自分だけ目立とうなんて考えてるんじゃないでしょうね？」

「それはお前だろ」

「むうっ」

「はいはい、同じチーム同士で喧けん嘩かしないで」

　良児はヒリヒリと痛む腕うでをさすりながら仲ちゆう裁さいに入る。

「良児、次も頼たのむぞ。ルゥ様が一発でかいのを決めてやる」

「スパイクに大きいも小さいもあるんですか？」

「細かい事はいい、ほれ来るぞ」

「え？　うぼっ」

　今度のサーブも不意打ちだった。ついでに痛い。ただ一つの救いは意外に綺き麗れいにボールが上がったということだ。

「きゃあ来た。花井くん見てて私、綺麗にトスするわよ……って、あら？」

　良児が拾い上げたボールはひかりの頭上を飛とび越こえ、その先にいる鈴世の許もとへと飛ぶ。

「よし、鈴世！　一緒に民蔵に一ひと泡あわ吹ふかせて、世界征服への宣戦布告としようぞ！」

「え、え？　え!?　わた、わたし!?」

　いきなり指名されたもんだから鈴世は慌て出す。しかしボールはすぐ目の前まで飛んできている。手を出さないわけにもいかない。あわあわしながらも彼女はそれを反射的に突き返した。

「えいっ」

　彼女がトスしたボールは「あっち行けっ」的なものだったのにもかかわらず、意外にもお手本のような軌き道どうで宙に浮ういた。

「さすがだ、同志！」

　その声には勝利を確信した喜びが宿っていた。思い切り負けてるけど。

　ボールが自由落下を始める前にルゥは飛んだ。その小さい体からは想像も付かない程ほどの跳ちよう躍やく力りよく。

「スノーミラージュレインボースパークサンダーバキュームハイパースピンブラックホールボォール!!」

　よく分からない技名を叫さけびながら、柔らかい体を弓のようにしならせて、思いっ切り溜ため込んだ力が白いボールに炸さく裂れつする。

　ギュルン

「ぎゅるん？」

　手の平がボールを叩たたいた直後、らしからぬ異音が上がった。見れば強力な横回転がボールにかかっていて、その周囲に竜たつ巻まきのようなものが巻き起こっていたのだ。

　どうやったらあんな回転がかけられるんだ!?

　しかも、しかもだ、そのボールは一向に前へ飛ぼうとはしない。いつまでもネットの上の辺りで宙に制止したままなのだ。

「早く打ちなさいよ」

「ああん？　もう打ったぞ」

　既に着地したルゥは、ひかりとそんなトンチンカンな会話を交かわす。

　そんな時、人じん智ちを超こえた不思議魔ま球きゆうに動きがあった。回転を強めたボールは突如明後日の方向へ飛び始めたのだ。

「いっ!?」

　そのまま二転三転動きを変えて飛び回る。進行方向が全く予測出来ないボールを前に生徒達は頭を抱かかえ慌てて逃にげ出した。

「わっ!?」

　ジグザグに飛んできたボールは良児の真横をすり抜ぬけたかと思うと、九十度向きを変えて壁かべ際ぎわへと直進する……と、思いきやＶ字を描えがいて戻ってきたりなんかするから大変だ。

　良児はそれを身を屈かがめてなんとかやり過ごしたが、その先にはあろうことか状況が把は握あく出来ずにただ呆ぼう然ぜんとコートに立ち尽くしている鈴世の姿があったのだ。

「鈴世さん、あぶない！　よけて!!」

「はい？」

　声は届いたと思うが遅おそかった。

　スパーンという軽快な音と共に顔面でボールを弾いた鈴世。

　彼女の体はそのままこのコートに沈しずんだ。







　保健室に来るのは今日二度目。一度目は三十分前だった。保健医の先生も「あら、また来たの？」と言いながら氷を取りに出ていった。

　目の前では濡ぬれタオルを顔に乗せられて横になっている鈴世がいる。見た目ほどそんなに強くないボールだったみたいだが、不意に起きたショックの方が大きくて少し沈んでいるようだった。

「んん……」

　鈴世はベッドの上でゆっくりと立ち上がる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　まだ寝てた方が……」

「いえ、もう平気です。ありがとう花井君」

　彼女はこんな時も微笑みを忘れずに返してくれる。

「ルゥ様、ほら、謝あやまって」

　良児は横にいたルゥにそう促うながしたが、なぜか不満気な表情を浮かべていて一向に謝ろうとしない。

「ルゥ様？」

「べ、べつに、ルゥ様はショックで悪魔が中から飛び出せばと思ってな」

「わざとだったんですか!?」

「ちっ、ちがうっ！　たまたまだ」

「てきとーなこと言わないでくださいよ」

　どうやらなんだかんだと理由を付けて、謝りたくないらしい。

「と、とにかくだ、あの程度で倒たおれてしまうなど悪魔としてどうかと思うぞ」

「ルゥ様！」

「ひっ」

　あんまり無神経な事を言うから良児は言葉を強めた。

「謝るのなら謝る。謝らないんなら出て行って下さい」

　ルゥは途と端たんにしゅんとなって小さくなってしまった。

　ちょっと強く言い過ぎたか？

　そう思って、様子をうかがおうと俯いた顔を覗のぞき込んだ瞬しゆん間かんだった。

「ていっ」

「おわっ」

　いきなり前まえ触ぶれも無く水平チョップが飛んできたのだ。避け切れず、側頭部にダメージを負う。しかも結構痛かった。

「なにすんですかっ！　いきなり……」

「行くぞ」

「へ？」

「行くぞと言っている」

「どこへ行くんですか？」

　またおかしな事を言い出したぞ……良児はそう思った。

「キャンプ」

「キャンプ??」

「もしくはアウトドア的なもの」

「なんで？」

「ふんっ」

　彼女が鼻息だけで指し示したのは鈴世。逆に鈴世の方は訳が分からずきょとんとした顔でいる。

　ようするに、落ち込んでいる鈴世を元気付けるのと、今日の謝罪を併あわせて気分転てん換かんなんかしないか？　と言いたいのだろう。下僕も長くやっているとそういう所まで気が回るから不思議だ。

「しかし、今からですか？」

「そうだ、今やらなくてどうする。学校が終わったら行くぞ」

　ほとんど強制という感じで良児達たちは放課後、なぜかアウトドア的なもの、をしに出かけるはめになった。




　――で、数時間後。

「わーアウトドアたのしいー」

　良児が感情の籠こもっていない棒読み台詞を吐いたのには勿もち論ろん理由があった。

　それは場所にある。

「って、薬師公園じゃないですか！」

　そう、ここはついこの間、写生会を行った場所でもあり、ルゥとカナタが壮そう絶ぜつなバトルを繰くり広げた場所でもあった。まだその爪つめ痕あとはそこかしこに残ってはいるが、復旧も進んでいるようで、修復中のものには養生用のビニールシートが被せられていた。その薬師神社の裏手にある小さな公園。そこに鈴世を含ふくめたルゥとカナタ、そして良児の四人でその辺の草むらに寝ねっ転ころがり、キャンプ気分を味わっている最中だった。

「文句があるのか？　ここは森も豊かだし、小川も走っている。季節外れの湿し気けた花火をやるもよし、季節外れの肝きも試だめしをやるもよし、季節外れのキャンプファイヤーをやるもよし」

「そんなに季節外れなものばかり集めて何がしたいんですか！」

「季節外れのヤブ蚊かに刺さされてみるというのもあるぞ」

「いやですよ、そんなの。目め茶ちや苦く茶ちやかゆいじゃないですか」

「いちいちうるさい奴やつだな。こうしてここでのんびりとしているだけで気分がリフレッシュできるだろう？」

「それはまあ……」

「あ、私はここ気に入りましたよ」

　既すでに身を起こして言い合っていた良児とルゥに鈴世が加わる。

「この前写生会に来た時からいい所だなあと思ってて、また来たいと思ってたんです。近所にこんな自然が豊かな所があるだなんて今まで知りませんでした」

「ほれみろ」

　ルゥは勝ち誇ほこったように鼻をツンと上げる。

「ならばいいんですけどね……」

「それにキャンプファイヤーくらいならできるぞ」

　ルゥは勢い良く飛び起きて、周囲をに視線を向ける。そして何かを見つけたのかそこへ向かって走りだした。

「うん、この辺の落ち葉なんかはいい感じだぞ」

「それ、焚たき火じゃないですかっ」

　境けい内だいや公園での焚き火はもちろん禁止されている。それを知っていてそう言っているのだろうか？　いや、多分知らないな……。

「おお!?」

　突とつ然ぜん、ルゥが驚おどろきの声を上げた。

「どうかしました？」

　一応、聞いてはみる。

「こんな所に栗が落ちていたぞ」

　ルゥは毬いが栗ぐりを手に取って楽しそうにこちらに向けて見せている。

「お、ここにも！　ここにも落ちてるぞ！　あ、この木にたくさんなってる！　これは今日は焼やき栗ぐりパーティだな」

　一人で異常に盛り上がり、木を蹴り始めた彼女を見ていたら、しばらく放っておこうと思った。その方が静かだし、寛くつろぐことも出来る。

　右を向けばカナタが読書に耽ふけっており……

「あれ？　鈴世さんは？」

　先程までそこにいた鈴世の姿が無かったのでカナタに聞くと、彼かの女じよは特に口を開くわけでもなく、ある方向に向かって指差した。

　そこは公園の砂場。その中に一人佇たたずむ鈴世の姿があった。

「なにやってるんです？」

　砂場の中で座り込んで何かをしている彼女に近付く。

「いえ、特になにも。ただ、こういうのって懐なつかしいなと思って」

　良児は同じようにして傍に座り込む。見れば鈴世は砂すな粒つぶを手の中で遊ばせていた。

「ですね、僕も幼い頃ころここでよく遊んでたんで、すごく懐かしい気分がしますよ」

「そうなんですか？」

「ええ、よく母親に連れられて」

　思い出のある場所というのは本当の事だったが、それが本当の母親ではない事はあえてそこには添そえなかった。わざわざ言う必要も無いと思えたから。

「へぇー」

　鈴世の手の平から、さらりとした砂粒がこぼれ落ちる。

「砂遊び好きだったんですね」

「ええ、そりゃもう。鈴世さんも好きでした？」

「え……」

　彼女は少し不意を突かれたような顔をした。

「私は好きというか……」

　良児から視線を外し、砂地に触れた手先に視線を落とす。

「これしか無かったというか……」

　これしか無かった？

　どういう意味だろう？　良児にはその言葉の意味が理解出来なかった。

「そう、このオレンジ色の砂……」

　夕ゆう映ばえに染まる砂を彼女の指先が撫なでる。

　あまりに小さく呟いたので、思わず聞き逃のがしそうになった。だが彼女はそれ以上は語らない。

　ただ夕日を浴びて目を細める鈴世の姿は、その明るい髪かみの色も、顔も、全てが茜あかね色いろに染まり輝かがやいていて、良児はその姿に意識を吸い寄せられていた。

「良児！」

　突如、背中で上がった呼び声に現実に引き戻もどされる。確かく認にんするまでもなくその声はルゥだ。

「なんです？　一体……」

　ゆっくりと振り向くと、ビニール袋ぶくろ一いつ杯ぱいに毬栗を提さげたルゥがこちらに向かって片手を振り上げていた。

「ん？」

「良児、君に決めたっ！」

　サクッ

「いいいいっ!?」

　どう見ても野球の投球モーションとしか思えない手から放たれた毬栗が、気持ちの良い音を立てて良児の背中に刺さったのだった。

「あいっ……つつつつ……なにすんですかっ!!　しかも台詞おかしいし！」

「ゲットだぜ！」

「言い直してもダメですっ！」

　なぜかまだむくれている彼女は第二投目を構えている。

「ちょっ、やめて下さい！　なんの冗じよう談だんですか！」

「貴様が余計なものにうつつを抜かしておるから活かつを入れてやっているのだ！　ありがたく思え」

「ちっとも、ありがたくないですよ！」

　良児は走って逃げた。乱射してくるルゥの攻撃を頭を抱えて避ける。気が付けば公園の端はしにまで来ていて、目の前はもう車の走る通りで行き止まりだった。

「もういい加減やめて下さい！　ほら、危ないから」

　追おい詰められた良児に対し、ルゥは引き攣つった笑えみを浮かべて「覚かく悟ごしろ」と言い放った。大きく振りかぶられた腕は容よう赦しや無く打ち下ろされたのだ。

「ひっ」

　良児は反射的に屈む。なんのことはない、直線にしか飛ばない毬栗は頭上をあっさりと通過していった。だが――

　サクッ

　背後でそれが何かに刺さったであろう音がした。振り向くまでもない。いや、振り向きたくない。目の前にいるルゥの表情で事の重大さは推おして知れているのだから。

　しかし、確認しないわけにもいかないのでガタガタと震えるルゥを前に怖こわ々ごわと振り返った。

「が……」

　血の気が引く音が分かった。その光景は想像していたものよりもかなり酷ひどかったのだ。

　アロハシャツの上に白いジャケットを羽織り、首には金のネックレス。髪の毛はしっかりとテカリが出るほどに固められ、その下の表情は見た者を視殺できるくらいの眼力を湛たたえている。まさにあっち系の人の典型みたいな容姿。その額のど真ん中に元気良く棘とげを生やした毬栗が刺さったままでいた。

「あ……あ……」

　声が上う手まくでない。しかしこれはもう既に謝って済むとかそういう段階ではなくなっていると思う。現に彼かれは公園の柵さくをまたぎ、ゆっくりではあるがこちらに向かって進行を開始したのだから。

　フェーズ５フアイブ、完全待たい避ひ命令、発令だ。

「ルゥ様！」

　良児は固まるルゥの手を取って走り出した。それはもう必死に。

　でもそれからの事を考えていない。

　ど、どど、どうしたらいい??

　そのまま砂場近くまで逃げ帰かえってくると、ルゥが何かを発見して今度は逆に手を引かれた。

「良児、これだ！」

　それは公園の隅すみの植え込みにもたれかかって倒れていた。

「放置自転車じゃないですか。まさか……」

　不安に満たされる前にルゥの手は動いていた……というか足か。

　鍵かぎを足でガシガシと蹴り付け、壊こわし始めたのだ。

「ちょっ、それ人様の物ですよ」

「大丈夫、借りるだけだ、後できちんと返す」

　随ずい分ぶんと律りち儀ぎな悪あく魔まだ。まあそれがルゥなのだが。

　しかしこの状況ではこいつのお世話になるしかないだろう。

「おりゃ」

　気合いを込めたルゥの一ひと蹴けりで、緩ゆるんでいた鍵が完全に吹ふっ飛んで壊れる。

　もうこれは覚悟を決めるしかない。

　良児は意を決して自転車に立ち漕こぎの姿勢で乗った。それに続くようにサドルにはルゥが乗り込み、足を落ち着かせる場所が無いので前に投げ出した。

「鈴世さん乗って！　早く！」

「え？」

　砂場にいた鈴世に呼びかける。

　おかしな姿勢で自転車に乗る二人を疑問に思いながらも、彼女は言われるがままに荷台に腰をかけた。

「あれ？　カナタさんは？」

　良児は周囲を見渡す。だが、彼女の姿は見受けられない。さっきまでそこの木こ陰かげにいたと思ったのだが……。

「あいつの事だ、早々に逃げたに違いない」

　彼女はそういうことに感付くのは早い方だ。そうであると信じて良児はペダルに力を込める。

「行きますよ」

　小こ柄がらな少女を乗せているとはいえ、さすがに三人分は重い。フラフラとしながらもなんとか前に進み始めたのだが……。

「りょ、良児！　き、来たぞ、早くしろ！」

　慌て始めたルゥは良児の背中をバシバシ叩く。鈴世も追ってきている者が何かを知って表情を強こわ張ばらせた。

「いっ、いたい！　いま一いつ生しよう懸けん命めい漕こいでますよ！」

　柄がらの悪い男は中々スピードが乗り切らない自転車の後を早めた足で追ってきている。このままでは走って逃げた方が早いくらいだ。

「かくなる上は」

　ルゥはサドルの上で半身を後方に向け、持っていたビニール袋ぶくろの中身に手を突っ込む。

　まさか……。

「まきびしっ、まきびしっ」

　かけ声と共に毬栗が後方に向かって放たれる。

「余計敵意を向けてどうすんですか！」

　案の定、相手の加速を促すだけだった。しかも行く手を阻はばむ効果は皆かい無むに等しかったのだから状況が悪化しただけだった。

「ぬぅ……ならば！　良児、場所を替われいっ！」

　ルゥは全ての栗くりを袋ごと投げ捨てた。

「場所って今ですか……ぬえっ!?」

　自転車は走り続けているというのに、ルゥはサドルの上に立ち、良児の背中越ごしにハンドルを奪うばう。そしてあろうことか良児の頭の上を開かい脚きやくして乗のり越えたのだ。いつもはその中身はドロワーズ姿だから気にすることもないのだが、今は制服姿である為ため、無論パンツがそこにある。それが額から鼻先に近付いてきてそのまま良児の顔の前を滑すべり落ちる。何か柔やわらかいものを顔全体に感じた時には、その尻しりで思い切り後ろに弾はじき出されていた。

　今度はルゥが立ち漕ぎの姿勢。押おし出された良児は落ちそうになりながらも辛かろうじてサドルの上に食い下がって腰こしを下ろしていた。

　状況を正しく把は握あくする間も無く、ルゥが前で叫ぶ。

「行くぞ、リニアホイールオーバーロード！」

　とは言っても前ぜん傾けい姿勢を取っただけだ。

　だがそこはルゥの並外れた悪あく魔ま的てき健けん脚きやく。車体が道路に出た途端、自転車が自転車とは思えない速度で急加速を始めた。

「いっ!?」

　突とつ如じよかかった加速で首が抜けそうになったが、追ってくる男はぐんぐんと遠とお退のいていく。小柄な容姿からは想像も付かない物もの凄すごい脚きやく力りよくだった。普ふ段だんカナタと戦っている姿を見れば常人とは桁けた違ちがいの運動能力だということは分かってはいたが、一緒に乗っていることでその凄すごさを肌はだで感じることができた。

「ふん、どうだ、まいたか？」

　後方を確認してみてもどこにも男の姿はうかがえない。

「もう、大丈夫みたいですよ。それにしてもすご……」

　安あん堵どの息を吐きかけたまま息が詰つまって言葉が出ない。

「どうした？」

　見ただけで豪ごう奢しやと分かる白い車が、未だ加速している自転車の横に滑り込むようにして現れたのだ。シェードがかかったパワーウインドウが開き、中から睨にらみを利きかせていたのは言わずもがなあの男。

「おうわっ！」

　ルゥの足の回転がまた速くなる。
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「あいつ、しつこいぞ！」

「知りませんよ！　もとはといえばルゥ様のせいでしょ」

「むぅ」

　口を尖とがらせていた彼女は、すぐに何かを閃ひらめいたようで企たくらみに満ちた笑みを浮かべた。

「なに考えてんです？」

　嫌いやな予感がしたので事が起きる前に尋たずねてみた。しかし、そんな事は無駄だったようだ。

「だったら追いつけないようにするまでだ！」

　今、この自転車は車と互ご角かくに渡わたり合っている。ということは車と変わらぬスピードが出ているということだった。そんな速度のまま、ルゥは減速せずに迫せまり来る急カーブに突とつ入にゆうした。

「いいいっ!?」

「きゃあああっ」

　鈴世が悲鳴を上げる。落ちないでいてくれることだけを祈いのる。今の良児にはそれくらいしかできることはなかった。

「この進入角度と速度、並のドライバーにはついてこれまい！」

　タイヤが悲鳴を上げながら、横よこ滑すべりをしている。自転車の癖くせにドリフトをしている状況である。

「見ろ、我らの勝利だ」

　ルゥは後方をちらりと見ながら、にんまりと笑う。確かにそこには追ってきていた車の姿は無かった。

　それは当たり前だった。そんな速度で進入したら曲がり切れずにガードレールに激げき突とつするのがオチだからだ。そんな馬ば鹿かな真ま似ねをするのは、というか出来るのは、ここにいるルゥくらいしかいない。

　そう、ルゥしか……。

「って、曲がれるんですか!?」

　迫り来るは最悪の事態。どうせいつものように考えも無しにそうしたのだろうが、一応聞いてみた。

「抜かりはない、エレガントに決めてやる。悪あく魔ま的てきにな」

「格好はいいですから、どうするつもりなんですかっ！」

　このままでは車体はアウト側に流され、鉄板で出来たガードレールに激突。そんなオチだ。そうなっては自分はともかく鈴世にまで怪け我がをさせてしまう。

「見ていろ、必殺！」

　不安をよそにルゥが何かを仕し掛かけた。

「悪魔的、溝みぞ落とし！」

「うわっ」

「きゃっ」

　途端、車体がガクンッと揺ゆれた。

　前輪が道路脇わきの側そつ溝こうの縁ふちにはまった衝撃だった。瞬間自転車が自転車らしからぬ軌き跡せきを描いてカーブを曲がり始めたのだ。

「ぬははは、見たか？　なかなか良いアイデアだろ？　これもこの前のゲーセンでヒントを得たのだ」

「で、これからどうやって抜け出るんですか!?」

「ん？」

　ルゥの頭上に疑ぎ問もん符ふが浮かんだ瞬間――

　自転車が傾かたむいた。

「あれっ？」

　と、思った時には三人共空中に浮いていた。それはまるでジェットコースターが弧こを描いて天に向かって射出されたかのよう。

　人智を超えた初速でカーブに進入。タイヤはその加重と遠心力に耐たえきれず、溝から弾かれて飛び出したのだった。ようはアニメやゲームのようにはうまく行かないというだけの話。アウト側へ一気に流され、そのままガードレールを飛び越える。

　そこには夕焼け空をバックにもつれ合う三人のシルエットと一台の自転車があった。

　滞たい空くう時間だけが異様に長く感じた後――




　バシャァァァン




　花火のような大きな水みず飛沫しぶきが飛んだ。

　ガードレールの向こう側。そこは川だったのだ。

　幸いそんなにも深くはなかったので流されることはなかったが、ずぶ濡れになる事はもちろん免まぬがれなかった。

「冷たっ」

「うへっ」

　頭を振って水すい滴てきを飛ばすと、同じように尻しり餅もちを突いて川底に座っていた鈴世と目が合う。

　ここまで見事に濡れてしまうと笑うことしか出来なかった。

「ぷっ」

「ふふっ」

　お世辞にも綺麗とは言い難がたい川も今は綺麗なオレンジ色に染まっている。笑い声が響くそこで、ルゥはひっくり返った自転車にもたれかかって不満気にその光景を見ていたのだった。







ＦＩＬＥ．６　君は半熟？







　放課後、良児はいつものように部室に向かって歩いていた。

　昨日は本当に酷い一日だった。それでもまだよかったと思えたのは風か邪ぜを引かなかったということと、鈴世に怪我が無かったということだ。

　あの後ルゥをきつく叱しかったら、かなりヘソを曲げて口を利いてくれなくなってしまった。だがそれもいつものことだ。この戸を叩けば毎度変わらぬ悪態を見せてくれる。そう思って部室の戸を開いた。

「あれ？」

　中にはルゥの姿はなかった。教室を出たのを見たから、てっきり先に来ているものだと思っていたのだが。代わりに意外な人物がそこにいた。鈴世である。

　窓まど際ぎわに寄りかかっていた彼女は、こちらに気付くや否いなや待っていたものが来たという感じで目を輝かせた。

「一人ですか？」

　良児は、わざとらしく一部屋しかない室内を見回す。

「ええ、私が来た時には誰も。あ、勝手に入っちゃってごめんなさい」

「いえいえ、いいんですよ。なんかもう鈴世さんも部員みたいなもんですから。それよりこんな所で何してたんです？」

「え、それはその……花井君にお話があって待っていたんです」

「僕に？」

　意外な事を言われて良児は戸と惑まどった。何の話があるのかと十くらい即そく座ざに候補を挙げて考えた。しかしこうも改まって言われるような事は何も思い当たる節は無い。

「あ、あ、あのう……」

　後ろ手にしたまま大きな胸を突き出し、恥ずかしそうにモジモジとする彼女。

「あの、私の中にいる悪魔さんのことなんですが……」

「ごめん、その事なんだけど今カナタさんに色々と解決策を調べてもらってる所なんですよ。もう少し時間を、必ず……」

「いえ、そうじゃないんです」

「え？」

「それよりも私、悪魔さんがどうして私に憑ついたのか？　私じゃなければいけなかったのか？　それを知りたくて」

　そう言えばベルゼが彼女を選んだ理由など考えたことがなかった。もしかしたら理由なんて無くて、たまたまなのかもしれないけど。

　でも、そうだとしてどうやってそれを調べたらいいんだ？

「知りたいと言っても……僕には……」

「花井君の力があります。思念変換コンバートが」

　心臓が鼓こ動どうを強く打ったのを感じた。

　彼女の口からその言葉が出てくるとは思わなかったので驚いたのだ。

「なんでその事を!?」

「あっ、と、その、カナタさんから詳くわしい話を聞きました。正確にはその事だけを聞こうと思ったんじゃなくて、皆さんの周りの事がまだいまひとつ不十分だったんで、その話を聞いている内に自然とあの、その話になって……」

　なるほど、何となく理解出来た。

　確かに思念変換コンバートの力を使えば彼女の中の悪魔と直接対話アクセスができるかもしれない。そうすればなぜ彼女に取り憑くことになったのかが分かるかもしれないし、そこから解決の糸口が見つかるやもしれない。しかし――

「でも、生身の人間の体に使ったことないですし、どうなるか分かりませんよ？」

「大丈夫です。最近では体のどの辺に悪魔さんがいるのか、そのくらいの事は私にもなんとなく分かるようになりました。そこに直接触ふれればうまくゆくはずです」

　簡単には首を縦に振ふることはできなかった。物に対しては何度となく使ってきたが、対象が人間となると誤って壊してしまったら取り返しがつかない。

　それに、この手にはルゥを殺あやめてしまった時の嫌な感覚が今も残っている。できることならばもう二度と使いたくはない力なのだ。

「お願いします。知りたいんです。もし、私の身に何かあってもそれは元々望んでいた事ですから」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで訴うつたえる鈴世にやるせない気持ちになる。そうは言っても彼女も思念変換コンバート能力の詳しよう細さいを聞いているだろうし恐きよう怖ふもあるだろう。

　そこまでの覚悟があって……。

「分かった、やってみます。ただ、僕が危険と感じたらすぐ止めますからね」

「はい、ありがとうございます。では……」

　鈴世は笑みを浮かべながらそう言うと、何やらモゾモゾとし始めた。

　自らのセーラー服の裾すそを持ち上げたのだ。

「ちょっ！　なにやってんですか!?」

　既に形のいいヘソが良児の目の前に露あらわになっていた。

「対象に直接触れた方がノイズが少なくて感知しやすとカナタさんが……それに私の場合は思念データが混在しているから悪魔さんだけと対話アクセスするには尚なお更さらそうした方がいいと……」

（なんて事を助言するんだ、カナタさん！　嬉うれしい……いや、集中できないじゃないですか！）

「私も恥はずかしいんです……だからあまりこちらを見ないで下さいね」

「は……はいっ！　りょ、りょうかいしました！」

　かなり挙きよ動どう不ふ審しんになりながらもなんとか返事をする。

　それにしても見ないでというのも無理な話だ。こうも面と向かっていてはどこに視線を置いていいのかが分からない。目を合わせるわけにもいかないし、顔を背ければそれはそれで余計に想像を掻かき立ててしまう。特に彼女のあられもない姿は、ルゥのしでかした悪戯いたずらで一度見てしまっていることもあって明確に思い浮かべることができるのだから。

「じゃ、お願いします……」

「は、い、」

　まるで旧式ロボットみたいな硬い口調で答え、左手にはめられている手て袋ぶくろを外す。そして少しだけ捲まくれ上がったセーラー服の裾からそーっとその手を滑り込ませる。

　ここまでやっておいて、これは傍はた目めから見たらとてつもなく卑ひ猥わいな状況なのではないかと思い始める。だが、ここで止めるわけにはいかない。

　意を決して脇わき腹ばらの辺りを上へ上へと侵しん攻こうする。すると間もなく、指先が何か柔らかくて温かいものにぶつかって進軍が阻まれた。振動が伝わり揺れる。

「あっ……」

「えっ!?」

　艶つやっぽい声が漏もれたので心臓が破は裂れつするほどの鼓動を打ち鳴らした。

「いえ、だいじょうぶ……です。続けて下さい……」

　言われた通り、指先は侵攻を再開する。大きくて弾だん力りよくのある山を登り、手の平に収まりきれないほどのしっとりとした膨ふくらみを包つつみ込む。それはこの世のものとは思えない至福に満ちた感かん触しよく。世の中に触れるだけでこんなにも身も心もとろけてしまうものがあっただなんて知らなかった。そして山の頂上には……何か……

「あんっ……」

「うえっ!?」

　再び声に驚かされて思わず手を引き抜きそうになる。
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「そ、そこじゃないです。もっと右……」

「こ、こっちですか……？」

　脂あぶら汗あせを額に滲にじませながらも弾力のある皮ひ膚ふをなぞり場所を確かめる。柔らかさの中に確かに感じる硬かたいもの。

　これは肋あばら？

　豊かな膨らみの少し上。左右から肺を守るように被かぶされた肋ろつ骨こつ。その中心。いわゆる水月というやつだ。そこに手を置くとすぐに分かった。

　――いる。

　彼女の体の中心に眠ねむる異物の存在が左手を通して確かに伝わってくる。

　ここだ、ここから意識を集中して更さらに深く潜もぐる――




「！」




　鈴世の中に潜ひそむ『暴食のベルゼ』。それを構成する思念データが一気に良児の中に流れてくる。

「なっ、なんだこれ……」

　脳内に流れ込んでくる思念データは統一性と規則性を持って一定の速度を刻んでいた。気が狂いそうになるほど溢あふれんばかりに行進を続けるそれは、どれもこれも同じ思いが書き込まれていた。




　寂さびしい――




　悪魔を構成するものはただそれだけだった。他のものは何も無い。寂しさだけで埋うめ尽つくされた思念データ。

「何か分かりました？」

　鈴世が震える声で心配そうに尋ねる。

「あ、ええ……なんとなく」

「なんと……なく？」

　どう伝えるべきか……言葉を選んでいる時だった。

　静せい寂じやくに包まれていた部室に突然、騒がしさが舞まい込んだ。

「いやあ、遅くなってしまった」

　そんな事を言いながらルゥがやってきたのだ。ニコニコとしながら、その手にはなぜだかチェーンソーがある。

　一体何に使うつもりだ、それ……。

「今度は素す晴ばらしく黒い悪事を考えたぞ。題して『血降る斬首台ブラツデイ・レイン』。これならば我が部の良い宣伝になろう。良児も早さつ速そく手つだ……

　あがっ!?」

　チェーンソーが彼女の手を離はなれ、大だい音おん響きようを立てて足あし下もとに落ちる。

　ルゥは口を開けたまま呆然と固まっていた。

「え？」

　良児は最初、彼女がなぜそんな反応を示したのか理解出来なかった。しかし、自分の周囲の状況を改めて把握した所で血の気が引いた。それは背けていた顔を戻せばすぐに分かる。

　誰だれもいない部室で鈴世と二人きり、その彼女のセーラー服の裾から手を忍しのばせて胸に手を当てている。しかも特に嫌がっているというわけでもなく、互いに同意の下にそうしているとしか思えない光景。

　これはどうあっても言い訳など通用しない状況だろう。

「いやっ、こ、これはそのっ、あｈｙのぎ[image: ]お♯ふいぇ☆!?」

　もう何を口走っているのかも分からない。今いま更さら遅おそいが手を後ろに隠かくし、鈴世も慌あわてて身み繕づくろいをした。後はルゥのお叱りの言葉を待って堪たえるだけだ。

　が――

　待ってみても一向にそれが訪おとずれない。どうしたものかと不ふ審しんに思って顔を上げると、戸の向こうで静かに俯うつむいている彼女がいた。いつもならここで「なにをやっているっ！　我が玉座も等しい部室で破は廉れん恥ちな！」などと怒いかり散らすというのに、今は全くその気配がない。それだけでなく、彼女は何も言わずサッとそこから走り去ってしまったのだ。まるでまずいものを見てしまったというふうに。

「え、ええっ!?」

　何が、一体、どうなってしまってるんだ??

　すぐに追いかけようと思ったが、入り口に擱かく座ざしているチェーンソーに阻まれて、一歩出で遅おくれた。ようやく廊ろう下かに出た頃にはルゥの姿は見えず、どちらの方向に消えて行ったのかすら分からない。

「まいったな……」

　良児の中に今までに感じたことのない焦りが湧わく。この気持ちがなんなのか？　今の良児には明確には分からなかった。

「あ、あのう……ルゥちゃんは……」

　不安なのか鈴世も続いてきて、ルゥが走り去った後の様子をうかがう。

「鈴世さんは心配しなくていいですよ。後で僕が……」




　ガタガタガタ、ガガガッガン




　二人で戸口に立っていると、突如何かを叩くような音が近くで上がった。

「今度はなんですか!?」

　音源は部室の中から聞こえてきていた。

　舞い戻って確認すると、部屋の隅に置かれていたスチール製のロッカーが激しくその身を震ふるわせていたのだ。そこには掃そう除じ用具などが詰まっていたはずだが……。

　もしやこれはルゥが仕掛けた悪戯か何かなのか？

　それくらいしか考えが及およばないので危険を考こう慮りよして遠巻きにその様子を見守っていると、突とつ然ぜん扉とびらが勢い良く蹴け破やぶられて開いたのだ。

「ふん、立て付けが悪いな」

　曇くもりの無い透すき通った声と共に、ロッカーの中から人が現れた。

　まるでアニメのコスプレ衣装のような灰色のロングコートにショートパンツ。肩かたに流れるさらりとした髪の毛。カラーコンタクトでも入れているのかその瞳ひとみは鮮せん烈れつな赤を湛えていた。それは本当にこのままコミケ会場にいてもおかしくない格好。そんな浮うき世よ離ばなれした姿の少女が部室に降り立ったのだ。

「よもや次元ゲートの座標すら、まともに指定できぬほど衰おとろえてしまっていようとは」

「じ、次元ゲート……？」

　またおかしな人が現れたと良児は思った。しかし、その言動と姿は相反していた。

　こちらに気付いた彼女はその切れ長の瞳をこちらに向ける。それだけで良児はその場に釘くぎ付づけにされたような感覚に陥おちいる。一目見ただけで美人と分かるその容姿。ここにいる鈴世が暖かな柔らかさに包まれた美しさだとすれば、彼女は刃は物もののように尖った、何者も触れる事は許さない気高さと気品に満ち溢れた美しさだった。

　思わず見とれてしまう。そんな吸引力が彼女にはある。

　が、しかし――

「あ、もしかして僕のこと女の子だと思ってるでしょ？」

「え……」

　彼女（？）は呆然としている良児に向かって微笑ほほえみかけた。

　何か聞いてはいけない事を聞いてしまったような気がする。なにかの間ま違ちがえだ。

　あーあー聞こえない、聞こえない。

「と、え、あ……」

　ショック過ぎて声にならない。

　そんな良児のことをからかうように彼はニヤリと、これもまた悔くやしいくらいに可愛かわいく微笑む。

「まあ仕方無いよね、僕って可愛いし」

　そう言って彼はその場でくるりと舞って見せた。

「どうも初めまして。僕の名前はイレイス、この僕に先に挨あい拶さつをさせるだなんて失礼な人達だね」

「え……いや、君が勝手に……」

「ま、いいや」

　早々に遮さえぎられた。

「君達がいちゃいちゃとしていたから完全に出るタイミングを逸いつしてしまったよ」

「ぶはっ……そそっ、それは」

　ぶわっと汗あせが全身に染しみ出る。彼がそこから出てきたということは、今までの鈴世とのやり取りを全て見られてしまっていたということだ。それにしてもなぜそんな所に入っていたのか？　それに何者なのか？　年の位は自分とそう変わらないように見えるが、ただのコスプレイヤーでもないだろうし、この学校の生徒という訳でもなさそうだ。

「さてと」

　彼はある程度周囲を見回すと、いつもルゥが座すわっている椅い子すに腰こし掛かける。

「まだかい？」

「はい？」

　机を叩いてまだか？　と言われても何のことやらさっぱり掴つかめない。

「お茶だよ、お茶。まず何事も始まりはお茶でしょうが」

「あ、ああ、これは気付きませんで……」

　良児は言われるがままに、理科実験道具の見た目全然美味しそうじゃない茶器でお茶を入れ始める。

　なんなんだこの人は??

「ああ分かってると思うけど、僕はアトキンソン社のオーガニックダージリン深蒸しでいいよ」

　で、いいよ。と申されましても……。

　変な汗が出てきた。

「すいません、今、紅茶切らしてまして……」

「なに？　ないの？」

　イレイスは不満を露わにして言い直す。

「じゃあれでいいよ、チョコチップスコーンとアトキンソン社のオーガニックダージリン深蒸しで」

「グレードアップしてるじゃないですかっ！」

　良児は思わず突っ込んでいた。

「面おも白しろいなあ、君は」

「面白いのは、あなたですよ」

　なんかおかしなペースに巻き込まれている気がする。

「であの……あなたは一体……」

　良児は尊大な態度でいる彼に恐おそる恐る尋ねた。

「あ、僕？　そうか、君達には名乗った所で分かるはずもないものね。じゃ、これなら理解してくれるかな？」

　イレイスはゆっくりと席を立ち、きちんと椅子を戻す。そして、ほくそ笑むと同時に指をパチンと鳴らした。

　音と同時に空中に浮かび上がる二つの円サークル。

《アプリケーションコード確認。ダウンロードを開始します》

　見覚えと聞き覚えのある光景が目の前で展開される。

「これは……まさか……」

　そのまさかだった。

　見た目はルゥが行う召しよう喚かんとさほど変わりはない。円サークルから降る光の中に粒りゆう子しが積み重ねられ、形を成してゆく。そして、彼を護衛するように両側に現れたのは――

　あの灰ウサギだった。

「ということは……」

「はい、正解」

　イレイスは良児の心の中を読んでいたように軽く拍はく手しゆをする。無論その行こう為いには何の誠意も籠もっていない。

　花井家に襲しゆう撃げきを仕掛けてきた張本人がここにいる。

「どういうつもりですか！」

「どういうつもり？　ああ、この前の事ね。封ふう印いんが解けたばっかりだったから稼か働どう時間が短かったみたい。とりあえず鈍にぶっていないか小手試だめしのつもりだったんで、あんなとこでしょ？」

　封印？　何のことだろう？　言っている意味が分からない。

　煮にえ切らない態度の良児に、イレイスは辺りをキョロキョロと見回し始める。

「んー？　そうそう、『傲ごう慢まんのルゥ』がここにきたはずなんだけど、そもそも彼女に用があって……ってあれ？　いないじゃない」

　出て行った、などとわざわざ教えてやる必要もない。

「ふむ、仕方がない。小物の方から片付けてしまおうか。能力としては申し分ないと思うし」

　能力？

　イレイスの視線が背後にいる鈴世を捉とらえたことに気付いた。危険を感じた良児は彼女を守るように立つ。

「たかが下僕しもべの分際でやり合う気？　死んじゃうよ？」

　二匹ひきの灰ウサギが戦せん闘とう態勢を取り始めた。

　ルゥはいない、自分一人、こんな状じよう況きようは初めてだった。

　どうしたらいい？

　そうしている間にも灰ウサギ達が手にした鎌かまは輝きを増し、振り上げられていた。

　だがその鎌は振り上げられたままだった。

　ザシュッ

　間かん髪はついれず、光の筋が良児の眼前を切り裂さいた。正確には灰ウサギ二人をまとめて貫つらぬいていたのだ。彼かれ等らはすぐに思念データの粒子となって空気中に溶とけて行く。

　誰だ？　と言う必要もない。窓辺に白い翼つばさを羽ばたかせボウガンを構えているカナタがいた。そのまま彼女は室内へと降り立つ。

「終結者ターミネータか。どうやら僕ぼくの正体に気付いたらしいね」

　消えてゆく粒子を端目に見ながらイレイスは試ためすように言った。

「対天使エンジエルス用、コード解かい析せきプログラムを搭とう載さいした矢を放った。召喚体アプリケーシヨンがシャットダウンしたということは対象が天使エンジエルスである証しよう拠こ」

「別に隠してたつもりはないんだけどね」

「あなたは灰天使グレイズ」

　イレイスは無言で首を横に振った。

「その名前は好きじゃないんだよね。今はそう……撲滅者エクスターミネータとでも呼んでくれたまえ」

「撲滅者エクスターミネータ　？」

「終結者ターミネータが悪を終わらせる者なら、僕は善でも悪でもない、強しいて言うならば、

『全すべてを終わらせる者』

　かな？」

　全てを終わらせる？　それはどういうことなのか？

「とりあえず、ルゥもいないことだし……」

「こちらだけでも頂いて帰りますか」

「え……」

　良児は一いつ瞬しゆん耳がおかしくなったのかと思った。今まで目の前にいたイレイスの声が後ろから聞こえてきたのだ。

　慌てて振り向くとそこには確かに彼が立っていて、鈴世の腕を後ろ手に締しめ上げていたのだ。

「鈴世さん！」

「ふふ、ほら引っかかった」

《全てを選せん択たく。コピーします》

　また後ろから声がした。

　二人いるのか？　最初はそう思った。

　だが、振り向くとイレイスと共に鈴世もそちら側に移動していたのだ。どうなっているのかがさっぱり理解できない。今いま更さら後方に振り返ってもそこには誰もいなかったのだ。

「一時保存体クリツプボード。どちらも本物の僕さ」

　イレイスは状況を楽しむような笑みを浮かべつつ、後あと退ずさりを始める。

「それではまた」

　彼はそう言い残し、恐怖に顔を引きつらせる鈴世を抱かかえ、出てきたロッカーの中へと吸い込まれるように消えた。

「鈴世さん！」

　良児は慌ててそこへ駆かけ寄よったが、中は掃除用具だけが詰まった何の変へん哲てつもない普ふ通つうのロッカーだった。







ＦＩＬＥ．７　翼無き者







　調査を進めていたカナタからイレイスの事を詳しく聞くことができた。彼はかつて神の御おん前まえに直接仕えていた天使の中でもエリート中のエリートだったという。だが神しん魔ま大戦時、次から次へと生まれ出てくる凶きよう悪あくな悪魔に業ごうを煮やし、悪魔を生む源である人間の思念データを止めてしまえばいいと考え、人間に直接手を出すという禁きん忌きを犯おかしてしまったのだという。それ以降、彼は思念データ渦うず巻まく神魔界マテイマテイカ近くの次元の狭はざ間まに幽ゆう閉へい封ふう印いんされてしまったのだとか。そして彼の事を天使と分けて考え、忌いみ嫌きらう意味で白ではない者『灰天使グレイズ』と呼ぶようになったのだという。

　そんな彼がなぜ、今？　封印とやらはどうなってしまったのか？　そしてどうしてルゥを狙ねらっているのか？

　色々と疑問が残るが、今はさらわれてしまった鈴世を救う事が先決だ。

「そもそも鈴世さんを誘ゆう拐かいして彼に何の得があるんですか？」

「それについては不明」

　カナタは彼らが消えて行ったロッカーの中を入念にチェックしながら答える。

「次元ゲートの痕こん跡せき思念データを検出。復元します」

　彼女は何か手がかりを発見したようで、ロッカーの底面の辺りで手を止め、そこで意識を集中させている。手元がうっすらと赤く光り、すぐに消えた。

「復元終しゆう了りよう。追つい跡せき可能です」

「可能って、鈴世さんの居場所が分かったってことですか？」

「サルベージ出来たものが座標数値のみの為、実際の場所は転送してみなければ分からない。今すぐ追跡しますか？」

　ルゥがいないと心こころ許もとない。がしかし、彼女を探している間に鈴世の身に何かあってしまっては取り返しが付かない。

　良児は決断した。

「行きましょう」

　そう言うとカナタは良児の体をロッカーに押し込み始めた。

「カ、カナタさん!?　な、なにを!?　なんのつもりです！」

　華きや奢しやな割にその力は物凄く強い。

「この場から転送させる」

「転送って、カナタさんはどうするんです??」

「このゲート幅はばと私のスペックでは一人分の転送が限界。追記事じ項こうとしてゲートを維い持じする都合上、私自身は転送出来ない」

「ええっ!?」

　てっきりカナタも一いつ緒しよに来てくれるものだと思ってたから不意を突つかれた。

「ちなみに転送に大おお幅はばな体力を消しよう耗もうしてしまう為、以後の活動はしばらく行えない」

　おいおい……。

「中止しますか？」

　止めた所で何が変わると言うわけでもない。選択の余地など最初から無いのだから。

「わ、分かりました、やって下さい」

「了りよう解かい」

「のわっ」

　いきなり突き飛とばされ、ぴしゃりと扉とびらが閉められる。

　その扉に開いた空気穴の僅わずかな隙すき間まからはカナタの表情がうかがえた。

　彼女は自分の事が見えているのか、視線をこちらに向け、言う。

「――一緒に行けなくて……御ご免めんなさい」

　それは真剣な眼差し、そしてそこには普段の彼女からは考えられない自己の意思が存在した。そして最後に一言を添える。

「ご無事で」

　その声を聞くや否や、すぐに闇やみがやってきた。

「いっ!?」

　突とつ然ぜん足あし下もとの床ゆかが抜けたような感じになって、良児の体はどこまでも、どこまでも落ちていった。







「うほあっ」

　下へ下へと落ちていたと思ったら、突如空中から横に向かって投げ出された。闇は青空に変わり、立つべき地面もちゃんとそこにあった。

　どうやら無事、到とう着ちやくしたらしい。しかし、ここは……？

　そう思って良児は転送された場所がどこなのか、確かめるように周囲を見み渡わたした。

　地面はコンクリート。周囲は四角く囲われたフェンスに覆おおわれている。そのフェンスの向こうに見える景色は地面に立つよりも高かった。

　ここは……屋上？

　今日は天気も良くて、遥はるか遠くに富士山も見える。

　ん？　富士山？　ビルの合間にうかがう事のできるその景色には見覚えがある。しかもこの場に置かれたベンチにも酷く思い出が……。

　良児は確信した。

「学校の屋上じゃないですか！」

　近っ!!

　まるで転送してもらったことが無意味なくらい、というか無意味。逃にげる方もなにがしたいのかが分からない。最初は間違った場所に転送されたのかと思ったが、そうではなかったらしい。

「やあ、意外に遅おそかったね」

　それが証拠に給きゆう水すい塔とうの上に見覚えのある人物が、優ゆう雅がにティーカップを片手に微笑ほほえんでいた。イレイスである。

「いやむしろ、早いですよ！」

　自然と突っ込んでしまう自分の性さがが悲しい。

「そんなことより鈴世さんはどこですか！」

「ん？　彼女なら、ほら」

　イレイスが手の平を広げて指し示す方向。そこは下階へと続く階段への入り口の横。その壁かべに鈴世は大の字に張り付けられていた。その手足には光り輝く三日月形の楔くさびが打ち込まれていて身動きが出来ないようになっていた。

「鈴世さん！」

　良児達が駆け寄るよりも速く、イレイスは風の如きスピードで移動する。

「ダメダメ、この子は僕が貰もらうんだから」

　彼は力無く項うな垂だれている鈴世の頭を持ち上げる。頬ほおを撫なで、そのまま自分の唇くちびるを鈴世のものに近付け――

　寸前の所で止まった。

「ふふ、かわいいっ♪　まさかあの子がこんな所に隠れてただなんて興味深いなあ」

「あの子？」

　まるで知ったような口調でいうイレイスに違い和わ感かんを覚える。

「ベルゼのことだよ。彼女はね、僕が先に手を出したんだ」

　空になったティーカップを指先で回しながら言う。

「つい最近、なぜか神が施ほどこした封印が弱くなったんだ。それであれさ、僕ぼくのいる場所って神魔界マテイマテイカの目と鼻の先じゃない？　丁度、このベルゼちゃんが生まれ落ちる所だったのさ。それで、思いっ切り手だけを伸のばして捕つかまえようとしたのさ。そしたらさ、壊れちゃった」

「壊れた……って……」

　良児は息が詰まりそうになった。

「無理するもんじゃないね。御お陰かげでこれっぽっちしか手に入らなかった」

　イレイスは回していたティーカップを投げ上げる。するとそれが空中でピンポン球大の黒い光に変化して彼の手の上で浮うく。

　あれは……？

「ベルゼの欠損思念データさ」

「欠片かけら……？」

「そう欠片。これが無いといくら現世に生まれ落ちたとしても、実体を保持出来ないでしょ？　空中を漂ただようだけのただの浮ふ遊ゆう体でしかなくなっちゃう。だからなんとか形を維持する為にこの子に取り憑いちゃったってわけ」

　それを聞いた瞬間、なんとなく思ってきたことが今はっきりと分かった。

　鈴世の中を思念変換コンバートで探さぐり、知った、ベルゼから感じた寂しさ。それはその失われた思念データを追い求めるが故ゆえに生まれたもの。追い求めても、追い求めても永遠に得られない欠片をどうしても埋めたくて、埋められなくて――鈴世という少女に取り憑いた。

「それを返して上げてください！」

　大だい喝かつした良児に対して、イレイスは欠損思念データを懐ふところの中へとしまう。

「それは無理な話だよ。例えルゥほどの力は無くとも、仮にも彼女は最強最悪七大悪魔の一人。僕にとっては必要な力さ」

「必要って!?」

　イレイスは不敵に笑った。その笑みは凍いてつくような冷れい酷こくさが滲み出ている。

「覚かく醒せいさせるのさ」

　覚醒……。その言葉を聞いただけで嫌な記き憶おくが蘇よみがえる。

「僕には幸いにも覚醒を促うながす為の能力、強化体アツプグレーダーの力が備わってるしね。このベルゼもそうだけど、ルゥもまだ幼体でしょ？　早いとこ大きくなってもらって、もっと強くなってもわないと」

「どうしてそんなことを……？」

　それに何の意味があるのか？　彼かれのしようとしている事が理解出来ない。

「崇すう高こうなる目的の為さ」

　それにどんな崇高な目的があろうとも、見過すわけにはいかない。なによりも悪あく魔ま覚かく醒せいの恐ろしさはこの体が覚えているのだから。

「最強最悪七大悪魔の覚醒体を手に入れることは僕の悲願だからねえ」

「そんなことをしたら天界にも魔界にも、人間界にだって多くの被ひ害がいが出るじゃないですか！」

「馬鹿か？」

　突然イレイスの目つきが変わった。それは睨まれただけで冷ひや汗が出るほどの鋭するどい視線。

「天使や悪魔なんて関係ないんだよ！　ましてや人間なんてね。終結者ターミネータなんてぬるいのさ！　僕は全てを滅めつする者、撲滅者エクスターミネータなのだから！」

　今の彼からは調律されていないピアノを不乱に叩たたき弾く、そんな姿が思い浮かべられた。

　彼の中の何がそうさせるのか？　全てを滅することが彼の目的ならば、そこに何が残るというのか？

「その為にもまずはこの子の中にいるベルゼを引きずり出さないとね」

　イレイスは嬉しさを抑おさえきれず、指をワニワニと動かし、口端を引きつらせる。

　分ぶん離り。彼にはできるのか？

「では」

　止める間も無く、彼の腕うでが鈴世の胸の中にスッと入り込んだ。それはまるで霊れい体たいか透とう明めい人間のようだった。

「うっ……」

　鈴世の顔が苦痛に歪ゆがむ。

　良児は考えた。このまま鈴世とベルゼが分離して、ベルゼには欠損思念データが戻る事になればそれはそれでいいことなのではないかと。鈴世もそれで……。

　そう考えたのだが……。

「今、いけない事、考えてたでしょ？」

　イレイスは見み透すかしたように含み笑った。

「そんな事考えても無む駄だだからね」

「うっうう……」

　鈴世の様子がおかしい。酷く苦しんでいるのが見て取れる。汗が頬と額に溢れ、呼吸は一定を刻まず乱れている。

「このままベルゼを引き出せばどうなると思う？　魂たましいに根を張った状態のものを無む理り矢や理り引っこ抜けば当然その魂に傷が付くよね？」

　イレイスはさも楽しそうに恐ろしいことを告げる。

「この子は死ぬってことさ」

　良児の体を雷かみなりが貫いた。

「やめろっ!!」

「ここかなあ？　それともこっちかなあ？　あ、間違って臓物を引きずりだしちゃうかもしれない、ははっ」

　遊んでいる。イレイスは鈴世の腹の中を引っ掻き回して楽しんでいる。

「あ、これだこれだ。では……」

　ようやくベルゼ本体を探り当てたのか、彼は思い切りそれを掴み、引っ張った。

「あああああああああああああっ」

　両耳を貫いて鈴世の絶ぜつ叫きようが轟とどろく。

　迷いはしない。良児は手袋を脱ぬぎ捨すて、その腕を力の限り伸ばし、イレイスに飛びかかった。





＊　＊　＊






　鈴世は薄うすれ行く意識の中で感じていた。自分の中から一人の少女が出て行くのを。それは彼女にとって嬉しい門かど出で。

「私の事はもういいから、外の世界で幸せにね」

　今はベルゼの気持ちが痛いほど分かる。寂しかったのだろうと――。

　傷口がシクシクと痛むように、永遠に埋められないものをずっと求め、苦しんでいた。

　でもそれも今ここで終わり。外の世界に出れば彼女は完かん璧ぺきな姿でこの世に生まれ落ちる。本当の意味でのベルゼの誕生日。もう寂しくも、苦しくもない。

「私は祝福するよ、あなたの事」

　そして――私も苦しかった日々からやっと解放される。

　意識が、命の灯とも火しびが消えようとしているのが自分でも分かる。

「さようなら、花井君、ルゥちゃん、カナタさん、そして……」

　全てが真まっ新さらに昇しよ華うかする――――




「え……？」

　鈴世はハッとなって視線を上げた。

　突然、その瞳にオレンジ色の光が入り込んできたからだ。眩まぶしさが落ち着き、周囲の状況が確かになり始めると、そこが知っている場所だと分かった。そこは夕日を浴びて紅に染まる公園。それも自分が幼い頃ころ良く遊んでいた近所の公園だった。

　今の自分は息絶えようとしている。だからこれが現実ではないことは分かるのだが、そうは思えないリアルさがそこにはあった。自分の両足はしっかりと地に着いて立っていたし、呼吸する空気も夕方独特の澄すんでいて少し冷たいあの感覚だった。

　見渡してみても公園には誰もいない。藍あい色いろが茜あかねを浸しん食しよくし始めているような刻ときだ、こんな時間まで遊んでいる子供などはいないだろう。

　そう当たり前のように納なつ得とくしようとしていた時、目めの端はしに人ひと影かげが映り、ハッと息を飲んだ。

　それはジャングルジムの袂たもとにある砂場。そこにたった一人で砂の山をこしらえている子供の姿がある。見たところ四、五歳さいに見えるが……

「！」

　鈴世は様子をうかがおうとそーっと遊具の陰かげから覗のぞき込んだのだが、その子の姿を捉えた途と端たんに、足が竦すくんで動けなくなった。

　癖のある紅茶色の髪、見覚えのある水玉模様のジャンパースカート、そしていつも使っていた柄に苺いちごがあしらわれた赤色のシャベル。

「これは……私？」

　間違いない。自分の事は自分が一番良く知っている。見み間ま違ちがうはずもない。それに、こんな時間まで一人で遊んでいるような子は自分だけだ。

　公園内の外灯が瞬またたきを繰り返し、点灯し始める。もうすぐ宵よいがやってくる。でも、この子は帰ろうとはしない。いや、帰れないのだ。

　鈴世は幼い頃を思い出す。家は、今もそうだが父子家庭だった。父親は遅くまで仕事をし、帰ってくるのはいつも月が煌こう々こうと照り始めた頃だった。

　誰もいない家。誰もいない部屋。誰もいないダイニングテーブル。

　そこに座っていつまでも待つことに苦痛を覚えて、いつの頃からか、ここでこうしてできるだけ長く遊んでいたのだった。

「でも、なんで今いま頃ごろになってそれを私に見せるの？」

　居たたまれない気持ちになってその場を離れようとした時だった。彼女と自分以外いないはずのこの公園に砂を踏ふみ鳴ならす音がしたのだ。

　夕ゆう闇やみを背中に背せ負おって砂場に踏み入る小さな影。それは背せ丈たけと格好から、幼い自分と同じくらいの歳に見える少女だった。ただそれが普通の子供と違ちがうのは、その背中にコウモリのような小さな羽を片羽だけ生やしていることだった。

「あなたは……まさか」

　鈴世は思わず呟つぶやいていた。だが、その声は届かないようで彼女が気付く様子もない。

　片羽の彼女の姿に気付いた幼い鈴世は、砂を触さわる手を止め立ち上がる。

　すると片羽の少女は鈴世に向かって手を差し伸べ、こう言った。

「一緒にあそぼ」

　――と。




　寂しかったのはベルゼじゃない。

　自分だったのだ。

　彼女はそれを分かっていて、自分に……。




　目の前は再び真っ新に消え失うせ、今度は――

　光を取り戻す。





＊　＊　＊






　その時、イレイスの腕が鈴世の胸むな元もとから強制的に吐はき出されたかのように見えた。

「なっ!?」

　彼はそのまま退き、駆け寄っていた良児はその足を止めた。

　直後、鈴世を拘こう束そくしていた枷かせが破は砕さいして飛び散ったのだ。破は壊かいされた拘束具は金きん属ぞく片へんと変わらぬ音を立てて辺りに散乱する。

　地面に降り立った彼女はちゃんと意識があるのか、背中を丸め、ゆらりとその場に立っていた。

　リィンッ

　空耳なのか微かすかに耳の奥おくに鈴の音が響ひびく。

《対象プログラムを捕ほ捉そく。タイプ・ベルゼバブ、融合マージ開始》

　そんな音声が響いたかと思うと、彼女のミルクティー色の髪が明るく変化し、背中から片羽が真っ直すぐに生え始めた。

　その姿は自宅での騒そう動どうのうちで一度見ていたが、今の彼女からはその時には無かった強い力を感じる。

「馬鹿な、自身の半身よりも人間との融合を選ぶなんて」

　イレイスは目の前で起きている事が受け入れられない様子で、渋しぶい顔をして事の成り行きを見守っている。

《ブートＯＫ、システムノーマル、タイプ・ベルゼバブ、カスタマイズバージョン、ステンバイ》

　小さな羽を力ちから一いつ杯ぱい伸のばし顔を上げた鈴世の表情は、彼女らしい優やさしさの中に、凜りんとした強さが備わっていた。そう、それは悪魔であり人間でもある一個体。鈴世とベルゼは完全に一人の人間として、そこにあった。

「あーあ、せっかくの七大悪魔が半はん端ぱ者ものになってしまった。気分が悪いよ」

　イレイスは変化を遂とげた鈴世の姿に失望の色を見せた。それは最高の食材で作ったスポンジケーキがうまく膨らまなかったことのように。

「気分が悪いのはこっちだ、ボケッ」

「え？」

　雰ふん囲い気きの違う声こわ色いろにイレイスは口元を引きつらせる。

　彼に向かって目を見開いた鈴世の顔は怒りに満ちていた。

「乙おと女めの胸ん中ぁ、ぐちゃぐちゃと好き勝手、引っ掻き回しよってからに！　覚かく悟ごできてるんやろうなあ？」

　久しぶりに聞いたこの大おお阪さか訛なまり。普ふ段だん控ひかえめな彼女だからこそ、こうなると迫はく力りよくが増して見える。

「あのぉ……鈴世さん……でいいんですよね？」

　良児は目の据すわった彼女に怖こわ々ごわ尋たずねた。

「おう、良児はん、心配かけてすまんかったなあ」

「え、あ……いえいえ、鈴世さんこそ御ご無ぶ事じでなによりです」

「もう大だい丈じよう夫ぶやから、ガンガン行くでー」

「は、はあ……」

　なんか調子狂くるうなあ……。

　それでも、ここにいるのは確かに悪魔の力を持った力強い味方。あとは目の前にいるイレイスを……。




「ちょっと待ったー!!」




　そう、何かを忘れていた。それも突如上がったこの声で思い出される。

　声は上の方から響いた。そこに目をやると、給水塔の上に見慣れたゴシックドレスに身を包んだ彼女が腰に両手を当て誇ほこらしげに立っている。

「ルゥ様！」

　良児を無視して彼女は続ける。

「満を持して、ルゥ様降臨！　我が同志をいじめる奴やつはこのルゥ様が許さない！」

　そう名乗りを上げた彼女に対し、イレイスは「はぁ……」と嘆たん息そくする。

「あーあ、完全に登場するタイミングを見誤ったという典型だね。せっかく会えたというのに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなシーンで登場なんて『傲慢のルゥ』ともいうべき者が格好悪い」

「う、うるさいわっ！　こっちにもこっちの都合があるのだ」

「それにあれだよ？　その場所は登場で僕が先に使ってるから、既すでに被かぶってるよ？」

「な、なにっ!?」

　彼女は慌てて良児の前に颯さつ爽そうと降りたった。だがなぜか一いつ切さいこちらに振り向こうとしない。

「何から何まで邪じや魔まをしおってからに！　ぶっつぶす!!」

　ルゥはその指先をイレイスに突き付けた。登場の仕方がどうであれ、言動がどうであれ、やっぱり彼女がこうして目の前にいてくれると、とても頼たのもしく思える。

「まあいいや」

　イレイスは最愛の人に出会えたかのように恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「ルゥ、やっと来てくれたね。会いたかったよ」

「今さら何を言う!?」

「悪魔同士は仲間意識が強いからね、きっと来てくれると思ってた」

「別にルゥ様はお前などに会いたくはないわっ」

「おやおや、つれないなー。しかしそれがいい。その傲慢っぷり、さすがは七大悪魔最強と言われるに相応ふさわしい」

「そ、そうか……？」

　ルゥは後頭部に手を当てながら少し照れた仕草を示す。

「別に、褒ほめられてませんよ」

　良児はいつものように突っ込んだ。そこで初めて彼女と目が合い、

「あ……」

　互たがいに気まずい雰囲気になってしまう。

「ルゥ様、さっきの事は、あれはそのっ……」

　なんで言い訳してるんだろ？

「あ、は？　な、なんのことだ？」

　ルゥもルゥで白々しく、知らないようなふりをしてみせる。

「だからあのっ、それは、鈴世さんが思念変換コンバートで調べてくれって言うんで、その……」

「べべべべ、べつにっ、そんなことはルゥ様には関係の無いことだ！　け、けっしてうらやましいとかそんなんじゃ……」

「えっ？」

「えっ!?」

　そんなやり取りが続くと、近くにいたイレイスはさも楽しそうにクスクスと笑う。

「あらあら、痴ち話わ喧げん嘩か？　そりゃあねえ、あんな現場見せられちゃえばねえ」

「なっ、なぜお前が知っている!?」

　知っているも何もロッカーの中でずっと一部始終を見ていたのだから、知らない事など無い。

「知ってるんだからしょうがないさ。しかしまあ可愛い顔して意外に大だい胆たんなんだねえ。まさかあんな事やあんな事まで。はあ……逆に僕は感心してしまったよ」

　イレイスはなぜか顔を赤らめ大きく溜ため息いきを吐く。

「ちょっ、ある事ない事、適当に言わないで下さいよ！」

「な、なななななっ！」

　ルゥはまるで口を金魚のようにパクパクとさせてそれ以上何も言えないでいた。

「まあそれでも？　助けに来ちゃうんだからさすがだよね」

「そっ、そそそ、それは！」

「ふふん」

　イレイスはにやにやとルゥの体を見回す。

「と、とにかくっ、主と下僕は一心同体だからだ、それだけだ！」

　彼女は一方的に話にけりを付けて、赤らめていた顔に真剣さを取り戻す。

「それよりも今はお前だ！」

　ルゥの瞳に倒たおすべきターゲットが映る。

「どうするつもり？」

　イレイスは全く動じない。

　ルゥの隣となりに鈴世が並び立ち、二人の悪魔と、微び力りよくながらもその下僕に包囲された形になったというのに。

「そろそろ分が悪くなってきたのではないか？　にゃっはっはっ」

　小さな胸を反らして余よ裕ゆうありげにルゥが笑う。だが――

「あんまりナメないでよ」

　イレイスが不敵な笑えみを浮かべてぼそりと呟いたかと思った瞬しゆん間かん、彼の足下から大きな円サークルが広がった。それは良児達たちの足下まで包み込むほどの大きさだった。

「強化アツプグレード」

《バージョンチェックＯＫ、アップグレードプログラム起動》

「しまった!?」

　冷たい汗が背筋を伝って流れる。良児は嫌な感覚を覚えて隣を見た。

　ルゥと鈴世の二人ともが視線を一点に合わせて様子がおかしくなっている。一度見ているから分かる、これは覚醒の予兆だ。

「さあ、全てを破壊しつくし、この世を混こん沌とんに誘いざなうがいい！」

　勝ち誇ったようなイレイスの笑い声が木こ霊だまする。

「ルゥ様、鈴世さん！　持ってかれちゃダメです！」

　良児は彼かの女じよらの心に訴えかけるように叫さけんだ。




「うむ、大丈夫だ」

「うちも平気やで」




「「え……？」」




　良児とイレイスは不覚にも共に声を上げ唖あ然ぜんとしてしまった。

　ルゥと鈴世はいつもと変わらぬケロリとした顔で笑え顔がおを湛たたえていたのだ。

　そんな……あっさりすぎやしませんか？

「どういうことなのさ、強化アツプグレードが効かないなんて……」

　イレイスは混乱しているが、それは良児に至っても同じだ。

「良児、お前の声、しかと届いたぞ」

「うちにも届いたで」

「え、いや……はあ……それはどうも」

　なんというか、良かったんだけど……。張り合いがないというか、何というか……。

　その時、イレイスの鋭い視線が良児を貫いた。

「そうか、お前か。お前がリミッターの役割をしているのだな？」

　リミッター、枷、抑よく止し力りよく……。言われてみてもピンとこない。

「これは面白い、君に少し興味が湧いたよ」

　湧かれても困るんですが……。

　イレイスの視線は良児の体を興味深く舐なめ回す。見られている側も何だかこそばゆくなってきてどこかへ隠れたくなった。すると、ルゥと鈴世が彼の視線から良児を守るように前に立った。

「こら、ルゥ様の下僕をジロジロ見るな」

「そうやで、いやらしい目で見んといてや」

　ルゥはムカムカッ、鈴世はプンプンといった感じ。

「良児君といったっけ？　まずは君から殺す……いや、まずはバラしてみたいなあ」

　沸わき立つ興味が止まらないといった感じのイレイスは舌先で口の周りを舐めた。

「あ、でもやっぱり殺さないとかあ。もったいないけど、そうだなあ……せっかくだから僕の取って置きで殺してあげるよ」

　彼はゆらりと右手を前にかざした。

　なにをしようというのか？

　今度は強化アツプグレードよりは控ひかえめな円サークルが彼の足下に描えがかれる。だがその円サークルの大きさとは対照的に強大な力がそこに集まりつつあるのを良児自身も感じることができた。

「月は出ているか？」

「え、つ、月!?」

　彼が薄ら笑わらいを浮かべながらそう言うと、空が宵よい闇やみに染まり、突とつ如じよとして夜がやってくる。頭上にはいつの間にか三日月が煌々と光を放っていた。

「な、なにが……!?」

「地上に恵めぐみをもたらす太陽と月。神に仕えていた時、その内の一つである月の管理を任されていたのはこの僕。なぜ僕が月の管理者と呼ばれていたのか？　その所以ゆえんを今教えてあげるよ」

　これから何が起きようとしているのかは分からない。だがそれがとてつもないものだということは辺りにピンと張はり詰つめた空気で分かった。そして頭上の月からは得も言われぬプレッシャーを感じる。

　イレイスはかざしていた手を天に向かって振り上げた。

「さあ、死んじゃいな」

　更に頭上から大きな圧迫感がのしかかる。膨ぼう大だいなエネルギーが空から降ってくる。そんな感覚だ。こんなのは良児一人を殺すとかそういったレベルのものではない。鳥や木々がざわめき始め、宙に漂う塵ちりも焦こげた臭においを発し始める。ルゥも鈴世ももちろんのこと、この辺り一帯を一瞬で消しよう滅めつさせてしまえるほどの力が天に浮かぶ月から迫ってきているのが分かる。

　襲おそい来る脅きよう威いに対処できるかは分からない。だが三人はそれぞれに身を寄り合わせ待ち構えた。

　刹せつ那な、稲いな妻ずまが走った時のように雷らい光こうが視界を塞ふさいだ。

「うっ」

　情けないが身を縮込ませる事しか出来なかった。このまま月から降り注いだ高熱の光に焼き尽くされ、骨すらも残さずに消えてしまうのか？　そう思ったのだが――

　覚悟を決めて待ってもそれが一向に訪れない。

「あれ？」

　おかしいなと思い、伏ふせていた顔を上げると辺りの闇は既に消えていて、元の青空が広がってた。そしてふとフェンスの向こう側に小さな富士山の姿が見えたのだが、その形が良児が知っているものとかけ離れたものになっていて……やっと気付いた。

「遠っ！」

　月から降り注いだと思われる強大なエネルギー波は、見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい場所に落っこちていたのだ。美しかった富士山はその頭の先を虫食いのように丸く削けずられ、良く見ると薄く煙けむりを上げている。

「あっれー？　おかしいなあ」

　イレイスのとぼけた声が上がった。

「まだまだ、うまく扱あつかえないみたいだ。エージングが必要だなぁ」

　それは常識外れな強さだった。ルゥと鈴世までも消滅させてしまったらどうする気だったのだろう？

　しかし今の彼ならばそう怖こわくはないかもしれない。彼が調子を取り戻もどす前に……。

　と、考えている内にルゥと鈴世はやる気満々で前へと踏み出していた。

「まったく、驚おどろかせやがってからに」

「ほんまや、こけおどしならば最初からそういうてくれればいいやん」

　反はん撃げきする気満々の彼女らだったが、当のイレイスはそれに怖おじ気けづく様子もなく泰たい然ぜんとしたままだ。それに、

「ふっふっふっふっ……」

　と、意味不明に余裕の笑いを始めたのだった。

「なんだ？　なにがおかしい？」

　ルゥがそう言うと彼は笑いを堪える。

「フフ……そろそろ冥めい土どの土産みやげを聞かせてやろうと思ってね」

　ん？

「め……冥土の土産って……」

　はて？　自分達は今、そこまで追おい詰められていただろうか？

　良児は一瞬、混乱しかけたが、すぐに我を取り戻す。

「なに、土産をくれるのか!?」

　そんな口車に乗ってしまったのがすぐ傍そばにいる……ルゥである。

「くれませんから！　行く予定もありませんし！」

「さあ、どうかな？」

　良児の言葉を聞いていたイレイスは両手を広げ、せせら笑った。

「な、嘘うそか！　期待させおってからに！」

　ルゥは心底むかついたという様子で、悔しさのあまり足を踏みならす。

　それでもしらばっくれていたイレイスだったが、良からぬ殺気を感じて身構えた。

　知らぬ間に鈴世が地面を蹴けって跳ちよう躍やくしていたのだ。それはイレイスが対処するより速く、懐に。

「ん!?」

　驚く彼の顔に鈴世は微笑みかける。次の瞬しゆん間かん彼女の右みぎ腕うでに赤しやく銅どう色いろに鈍く輝かがやくガントレットが現出した。指先から肘ひじまでを包つつみ上げる鋼鉄の腕だ。彼女はそのままその腕で掌しよう底ていを相手に撃うち込む。

「いくで！　二八六式開門打っ！」

「うっ!?」

　衝しよう撃げきで弾はじき飛ばされたイレイスは、摺すり跡あとを残し僅かに後退する。そしてその腹部には思念データの粒子をちらつかせた円サークルが出来上がっていた。

「おや、強制的にゲートオープンされた？」

　面白いものを見るように彼は自分の腹に空いた穴を興味深くうかがっている。そんな彼に鈴世は言い放つ。

「一応やけど、返してもらえるものは返してもらうで。今やったら素す直なおにそうすればこれ以上は止めといてやるわ」

「はて？　何か借りてたかなあ？」

「ふざけるな！」

　鈴世が言う前に、指先を真っ直ぐ敵に向けたルゥが代わりにそう叫んでいた。

「お前はこのルゥ様がここでめたんこにやっつけてやる！　後でごめんネしても許してやらないんだからな！」

「ふっ、そんな覚醒もしてないおチビちゃんで僕が倒せるわけないだろ？」

　どこから来る余裕なのか、彼はどんな状況になっても平静さを無くさないでいる。だがルゥも負けじと企たくらみに満ちた笑みを返した。

「それは試してからのお楽しみだ！　行くぞ鈴世！　コンビネーションアタックだ!!」

「へ？　こんびねーしょん？　なんやそれ？」

　ルゥが勝手に言い出したことだから鈴世にとっては何の事やらさっぱり分からない。戸と惑まどうのも当たり前だ。

「よくあるだろ？　なんとか大戦とかでムーンとかサーンとかいうアタックを同時に決めるやつが」

「んん??」

　それだけで分かる方が凄すごい。

「やれば分かる。とにかく、ありったけある物を出せ。行くぞ！」

「なんかよー分からんけど、やってみるわ」

　申し合わせをしたわけでもないのに彼女らは阿あ吽うんの呼吸で動き出した。

　先に跳とんだのは鈴世。それに合わせてイレイスも右へ左へトリッキーに逃げる。だがその動きよりも速く鈴世は彼に取り付いていた。

「ほほう、融合マージしてからの方が動きがいいみたいだ」

　感心するイレイスは捨て置き、鈴世は視界の外から彼の頭目め掛がけて、良くしなった蹴りをお見み舞まいした。それは簡単に受け止められたが彼の動きを止めるには十分だった。足を薙ないで翻ひるがえり、その流れで手の平をぽっかりと空いた彼の腹部前へと当てる。

「四八六式多重崩ほう壊かい打」

《クラッシュファイル生成、変成複製開始》

　かざされた彼女の手の前にケーキや、パフェ、チョコレート、クッキー（どれもが食べかけ）など、色々な食べ物が描かれたブリーフケース状のものが幾いく重えにも重なって現れる。

「あとはルゥ様に任せろ」

　その声と共に鈴世の背後から飛んできたルゥは多具短剣タグダガーを例のハンマーに変え、鈴世が退いた後に入り込む。そして足を踏ん張り、体を地上に固定する。

「いっくぞぉー」

　小さな体を目め一いつ杯ぱい伸のばし、ハンマーを掲かかげる。空気を唸うならせ、振り下ろされた鎚つちは、大量に重なったファイルに叩き付けられた。

《ファイル圧縮コンプレツシヨン開始》

　鋼鉄の塊かたまりに激打され、重なったファイルは次々に隣のファイルを飲み込み、厚みを持った一枚の巨きよ大だいなものへと変化する。ルゥはそれをそのままイレイスの腹部に目め一いつ杯ぱいの力を込めて打ち込んだ。

　手て応ごたえ有り。傍はた目めからでもそう取れた。

　実際にもイレイスの腹はノイズがちらつき、ダメージを受けているようではあった。だが、彼の表情は元あったものと変わらなかった。全てに対して冷静で落ち着いた、それでいて何かを画策しているような。

「ま、こんなもんだろうね？」

　傷を負いながらも彼は顔色一つ変えず、そう言い放った。

「こんなもんだと!?」

「僕も寝ね起おきで調子も良くないからさ、またにしようよ。でもまあ近いうちにね」

　シュゥゥゥゥゥゥ……

「うわっ、なんだこれは!?」

　ガスが漏れるような音と共に彼の周りに霧きりのようなものが立ち籠こめ始める。それは瞬またたく間まに彼の体を包み込み、ものの数秒で姿形を視し認にんできなくした。

「では、ごきげんよう」

「逃げる気か！」

「そうだよ？　こんな状況でそれ以外考えられないでしょ？」

　霧の中から声だけが聞こえてくる。ルゥはそんな見えない相手に向かって怒り散らす。

「冥土の土産をまだ貰ってないぞ！」

「貰いたいんですかっ！」

　良児は全力で突っ込んだ。こんな状況でそんなことしている場合でも無いというのに……。

「ふふふふ、ほんと面白いね。すぐにまた会いにくるからさ。特にルゥ、君にはね。あ、そうそう良児君も」

「うっさい、もう出てくんな！」

　霧に向かってルゥは舌を出した。

「はっはっはっ、これだから悪……」

　最後は聞き取れなかった。霧は空中の一点に向かってぐんぐん吸い取られてゆき、全てが消え失せた時にはそこにイレイスの姿は無かった。







ＦＩＬＥ．８　悪い事しよっ！







「あーあ、暇ひまだ」

　部室の椅子に反り返って腰こし掛かけ、ルゥは伸びをした。

「どうして何も依い頼らいがこないのだ？」

「そんなにきても困るでしょ？　このくらいがいいんです」

「そうか？」

　良児は図書室で借りてきた本を読みながら適当に答えた。目の前の机ではアルコールランプの上にビーカーがあり、そこで沸き上がるお湯の泡あわをじっと見続けているカナタがいる。

　斜ななめ前の席では鈴世がチョコスナックの袋ふくろを抱えて、絶え間なくそれを口に運んでいた。

　彼女はベルゼと融合マージしたことを期に何かが吹ふっ切れたようで、好きなように食べ物を食べまくる毎日を送っている。

「だって食べても太らない事が分かったんですよ？　こんな大発見はありません！　人生生きてる内に美お味いしい物を食べたいだけ食べなきゃ」

　とか言って、かなり明るく前向き状態。それに彼女はここの雰囲気が気に入ってしまったらしく、晴れて（？）悪党稼か業ぎよう部の新入部員となっていた。

　もちろん、それに対してルゥは大だい歓かん迎げいで、これで世界征せい服ふくの道に一歩近付いたなどと歓かん喜きしていた。そんな喜びとは裏腹に微び妙みような軋あつ轢れきがあるらしく、あまり二人が仲良く話しているのは見かけなかったりする。

　どうしたものか……。

　良児は本から視線を上げてルゥを見やる。

　彼女は濡ぬれタオルを目の上に置き、踏ん反ぞり返ったまま静かにしている。口だけはなぜかもごもごと動いていたが……。

　そんな彼女から更に視線を上げると窓上の壁に貼はられた紙が目に入ってくる。そこにはいつ作ったのか、こんな物があった。




　【悪党稼業部　部訓】




　『一、一日一悪（当然）は明日の未来を作る』




　悪の癖くせに妙みように前向きだなあ。




　『二、部長は必ず様付けで、ＯＫ？』




　ＯＫ、てかこれ部訓？




　『三、ルゥ様は甘あまい物も好き』




　聞いてないしっ！




　※以上、人様の迷めい惑わくにならないよう気をつけて楽しく悪事を行いましょう。


ｂｙ　ルゥ様






　なんか矛む盾じゆんしてますけど……。




　こんなアホな事を書いてはいるけれど、実際彼女は本当に悪あく魔まなのだから信じられない。

　イレイスが使った強化アツプグレード能力。あの時は一瞬だったが肝きもが冷えた。今回は事無きを得たけれど……。

「あらら？」

　スナック菓が子しを完食して、お菓子がストックしてある鈴世専用棚だなを探っていた彼女が不思議そうに声を上げた。

「どうしました？」

「おかしいんです」

「おかしい？」

　見れば彼女はドット柄がらの筒つつ型缶かんを手にして首を傾かしげていた。そのままその缶をこちらに持ってきて机の上に中身をぶちまける。

　中から出てきたのは大量のキャンディ。そう、良児があげたものだ。

「ひとーつ、ふたーつ、みーっつ……」

　鈴世はおはじきのように指先で飴あめを数えてゆく。

　壁に据えられた時計の秒針の音と彼女の声だけが部室に響いていた。

「ごじゅいち、ごじゅーに、ごじゅ……」

　そこで彼女の手が止まった。

　そして、その柔にゆう和わな顔が殺気に満ちるのを――

　良児は見てしまった。

　ゴゴゴゴゴゴゴ……

「う　ち　の　アメちゃん、一個足らへん。誰が　と　っ　た　ん？」

　疑ぎ惑わくの視線が反り返っているルゥに向けられる。彼女は冷や汗あせを垂らしながらゴクリと何かを飲み込んだ。

「えほっ、えほっ、何だか今日は調子が悪いな。保健室に行って薬を貰ってくることにしよう、えほ」

　ルゥは濡れタオルをそこらに放ほうり投なげると、わざとらしく咳せき込んで部室を出て行ってしまった。




「ふぅ……危あやうくバレる所であった」

「何がバレるんですって？」

「ぎくっ」

　ルゥは身み震ぶるいした後、硬こう直ちよくした。しかし、それが良児だと分かってほっと息を吐く。

「なんだ良児か、脅おどかすな」

「悪魔も風か邪ぜひくんですか？」

「いやそんなことはない」

　いきなり否定しちゃったよ、この人。

「じゃあさっきのは」

「え、あ……」

「やっぱりルゥ様が犯人だったんですね？」

「いいではないかっ！　ちょっと食べてみたかったのだ。それに鈴世にばかり……」

　ルゥは口を尖とがらせプンプンと頭から蒸気を飛ばし、明後日の方向に向いてしまった。

　良児は嘆息するとポケットに手を突っ込み、そんな膨ふくれっ面つらの真横に取り出したそれをぶら下げた。

「ん？」

　気が付いたルゥはそれに目をやる。その円つぶらな瞳に映っているのは手の平サイズの丸くてふわふわしたぬいぐるみ。

　それは『うさまん』だった。しかも頬を染めたその姿は『酒うさまん』だ。

「??」

　ルゥは突とつ然ぜんの事に目を白黒させている。

「この前、ルゥ様が夢中になってる横で僕が取ったんですよ。ほら、もう一つ」

　そう言って良児はもう一方の手にある『うさまん』をぶら下げて見せた。

「どっちも『酒うさまん』ですけどね。でもお揃そろいでいいじゃないですか」

「お揃い？」

「主と下僕は一心同体ですよね？　だからです。はい」

　ルゥの手の中で小さなウサギが跳はねた。

　彼女は両手でそれを持ち、しばらくぼーっと眺ながめていたが、次し第だいに頬の辺りがほんのりと色付き始めたのが見て取れた。まるで手の中にあるぬいぐるみと同じような色合いだ。

「ル、ルゥ様に、く、くれるのか……？」

「ええ、もちろん」

「ルゥ様だけにか？」

「そうですよ」

　それを聞いてルゥの小さな体がきゅーっと縮込まる。そして彼女は何かを言おうと恥はずかしそうに顔を上げる。

「あ……」







[image: ]







「あ？」

「あり……アリストテレスの宇宙論的にはエーテルが」

「は？」

「えっ？」

「えっ!?」

　なんなんだ??　そう思っていたら横っ腹に衝撃が走った。

「うるちゃい！」

「のあっ」

　その小ちっちゃな手で突き飛ばされたのだ。しかも噛かんでるし。

　そして彼女は耳の先まで真っ赤に染めたその顔で、うさまん人形を持った手を良児に向かって突き出した。

「なぜよりによって『酒うさ』なのだ！　ルゥ様は『白うさ』が好みだぞ」

「あーっ、ひどいなー。そういうこと言うなら返して下さいよー」

「ふん、やなこった」

　そう言って彼女はぬいぐるみの頭から生えたストラップを腰こしの辺りに括くくり付ける。

「返して欲ほしければ奪うばい取ってみれば良い」

　彼女は微笑ほほえむとそのまま廊下を駆け出した。良児はそれを追う。

　足を進める度たび、彼女の腰でうさぎが跳ねる。

「ちょっと！　返しなさい！」

「やーだ」

　二人の声が放課後の静かな廊下に響いた。







あとがき







　チキンナゲットはマスタードソース派です。

　どうも、藤谷あるです。またこうして後書きを書くことができる事をありがたく思っております。

　さて、話は変わりますが自分は揚げ物が大好きです。チキンナゲットは勿論、天ぷら、とんかつ、フライドポテト、フライドチキン、コロッケ、唐揚げ、などなど……揚げてあるものはみんな大好きです。全部食べたら胃がもたれそうですが、今回のお話に出てくる鈴世ならばどれだけ食べても大丈夫そうですね♪

　彼女に限らず、油（脂）には人の心を惑わす悪魔が潜んでいます。どうしてもついつい食べてしまう、止まらない。油と砂糖の組み合わせなんて最強です。クッキーやらパイやらチョコやら、あいつらはとんでもない誘惑をしてきます。ルゥがこのことに気付けば必ずや油と砂糖を求める人間の本能につけ込んで食べ物による支配を考えることでしょう。全ての油と砂糖を牛耳るのです。生命の源を絶たれた者に正常な思考能力は残っていません。きっと一所懸命働いているお父さんの給料は唐揚げで支払われることになるでしょう。それに対して何の疑問も持ちません。たとえばこうです。




【月給】唐揚げ62キログラム（ボーナスは夏冬二回で唐揚げ二ヶ月分）

　そんなお父さん、お母さんから少年（子供）にお小遣いが渡されます。

【月々】唐揚げ１／２個

　これにはさすがの少年も反発します。あまりの劣悪な処遇にアルバイトを始めるのです。求人広告に載っている数ある仕事の中からコンビニのバイトを選び出し、面接も通って、明日から出勤です。

【時給】唐揚げ15個

　これには驚きました。個数制に一時の夢を見ます。もしかしたら土日はフルで、学校終わった後も毎日働いたら、お父さんの唐揚げを超えるかもしれない!?　と。

　しかし初めての給料日で地獄に叩き落とされます。

　――一つが小さすぐる……。

　搾取社会に怒りを覚えつつも、立場の弱い少年は何も言えません。そこで時給が高い深夜の仕事を増やします。だがここにも、さらなる罠が待ち構えていました。深夜手当は唐揚げに振りかける「味塩胡椒」と「レモン汁」だったのです。「マヨネーズやケチャップもあるよ」とバイト先の店長に言われましたがそういう問題ではありません。少年は、

「トッピングかよっ！」

　と泣き叫びながら店を飛び出しました。当て所なく街を彷徨い歩き、公園のベンチで項垂れていると、少年に手を差し伸べてくる赤髪の少女がいます。彼女はこういいました。

「唐揚げをたらふく食わせてやる。ドーナツもあるぞ、ぐふ」

　――と。

　こうして少年は一人の悪魔によって魔道に堕ちました。




　さて、謝辞であります。

　葵さん、今回も可愛いイラストありがとうございます。担当さん、その仕事の速さと正確さには感服させられっぱなしです。装丁さん、校正さん、そして編集部の皆様、御陰様でこの度もこうして無事に二巻を出すことができました。本当にありがとうございます。

　この本を手に取っていただいた読者様、これからもよろしく御贔屓していただければ藤谷ある、有り難き幸せでございます。それではまた、お会いできることを願って。


平成二十一年九月　吉日


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


藤谷ある先生／葵久美子先生
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